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──約束するよ

　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で







そう言って〝あの人〟は

美しく舞まい散る桜さくら霞がすみの向こう側へ




消えた──



















４月13日（月）

　プロローグ

　　──あるいは全ての終わり















　死に場所について、考えることがある。

　理想の《死》とは、どういうもんなのか？

　最さい期ごの瞬しゆん間かんは、どんな風でありたいか？

　いつも答えは出ないんだけど……

　たぶん、今、この瞬間は、かなり正せい解かいに近いんじゃないかな。

　見上げれば、満月が輝かがやく夜空。

　校庭に植えられた満開の桜さくらから花びらが舞い降おりてくる。

　桜の雨に打たれながら、可愛かわいい女の子が身の丈たけほどもある大たい剣けんを突つきつけているんだ。

　その光景は、すごく幻げん想そう的で……

　うん。やっぱ、正解に近い。

「わかっている？」

　凜りんとした少女の声が響ひびく。

「わかってるって、なにが？」

「おまえが生きていると……」

　サラサラ、サラサラ──

　淡あわ雪ゆきみたいに舞い散る花びら。

「この世界は、滅ほろびるということ」

　降り注ぐ薄うす紅べに色の花か弁べんをひとひら、僕ぼくは手の上に受け止めた。

「死ぬには、いい夜かもしれないね」

　少女の瞳ひとみが殺意の炎ほのおに輝いた。

「それが答え？」

　返事の代わりに肩かたを竦すくめてみせる。

　少女は大剣を軽々と閃ひらめかせ、上じよう段だんに構かまえた。月光を跳はね返し刃やいばがきらめく。

「死んで。世界を救うために」

　無言のまま、僕は腕うでを横に広げた。

　永えい遠えんとも思える、一瞬の空白の後、

　ザッ────！

　少女が動いた。

　舞い落ちる桜の花びらを斬きり裂さき、まとわせ、鋭するどい刃が繰くり出される。

　大剣が見事に心しん臓ぞうを貫つらぬいた。

　薄紅色の絨じゆう毯たんの上に倒たおれていく、僕の身体からだ。

　世界がスローモーションに変わるのを感じながら、僕は思い返していた。

　この少女が現あらわれるまでの日々を──







　　　対たい話わ篇へん──Last meets First Ⅰ　３月24日（火）　23時46分







《正せい義ぎの味方》は言う。

『世界の平和を守るんだ』と。

　だけど、これほど難むずかしいことはないんじゃないかって、僕ぼくは思っている。

　問題になるのは《勝利条じよう件けん》だ。

《敵てき対たいする相手》は街を破は壊かいし、住民を殺し──わかりやすく《世界征せい服ふく》を目もく論ろんでいるとする。

　この場合の《正義の味方》の側の勝利条件はなんだろう？　どういう状じよう態たいが保たもてれば、《世界の平和》が《守られている》と言えるのだろうか？

　家々を破壊されなければいいのか。

　人命が一つとして失われなければいいのか。

　世界征服の野や望ぼうが阻そ止しできれば、それでいいのか。

　実じつ際さいのところ、これらのどの条件が守られても真の意味で《世界》が《平和》であるとはいえないと僕は考えている。

　なぜなら、平和に対する概がい念ねんが人によって異ことなっているからだ。

《敵対する相手》によって雑ざつ草そうが踏ふみつけられ、枯かれたとする。植物を愛している心優やさしい少女にとってみれば、それだけでもはや平和とはいえない……かもしれない。

　もっといえば、人によっては《敵対する相手》が侵しん攻こうしてきた時点で恐きよう怖ふを感じ、もはや平和ではないと感じる人がいるだろう。

　万ばん人にんに対する平和を守ることは、とても難しい──言い換かえるなら、《正義》の味方であることは、とても難しいんだ。

　それでも平和を守りたければ、まずは《正義の味方》なんて看かん板ばんを下ろすところからはじめるべきだろう。

《自じ己こ満足の権ごん化げ》とでも肩かた書がきを変かえて、自分の目が届とどき手が伸のびる範はん囲いで《自分の定めた勝利条件》を満たすことだけに専せん念ねんすれば、──あるいは、平和を守ることができるかもしれないね。

　左ひだり腕うでをもぎ取られ、両足を切せつ断だんされた状態で、僕はそんなくだらないヒーロー論ろんに思いを巡めぐらせていた。

「まあ、負け惜おしみなんだろうけどさ」

　ここは僕の住む神かみ代しろ市しの北側。大きなお屋や敷しきが並ならぶ地ち域いき。

　手入れが行き届とどいておらず草が伸び放題になっている芝しば生ふの上に寝ね転ころがり、僕は痛いたみを堪こらえていた。

　そんな僕を睥へい睨げいするように、白大理石でできた美女像ぞうのような怪かい物ぶつ──《天使》が、まだ肌はだ寒ざむい三月の夜空に浮うかんでいた。いや、美女像なんて言ったらウソになるね。その顔はムンクの《叫さけび》みたいに歪ゆがんでいて、白いドレスを模もしたような身体からだから伸びる脚あしは昆こん虫ちゆうのそれのようにギザギザしていた。こいつを《美女》と呼ぶようなヤツと、僕は友達になりたいとは思わない。

　彼女（？）のお仲間も一いつ緒しよに空に浮かんでいるんだけど、そいつらも同じようなバケモノフェイス。アイドルユニットみたいに三体仲良く並んで宙ちゆうに浮いているさまは、かけ値ねなしの悪あく夢むの光景だった。

　オオオオオォォォォォォォォ──……

　天使が、悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげる。その腕には、それぞれ僕の腕と脚が大事そうに抱かかえられていた。

　空から光が降ふり注ぎ、天使はゆっくりと空へとのぼっていく。

　春休みがはじまって五日が経けい過かした今日──三月二四日。

　僕は自ら定めた《勝利条件》において、《敗北》に一歩近づいてしまった。

　傍かたわらの芝生の上には、若わかい男女が折り重なるようにして倒れてる。その背せ中なかに天使が放った錆さびついたボルトを深々と突つき刺ささしたままで。

　破壊されたのは家一軒けん。殺されたのは二人だけ……

「この程てい度どの損そん害がいなら許きよ容よう範囲内。大たい勢せいには影えい響きようないから、別にいいんだけどね」

　これまた負け惜おしみっぽく呟つぶやきつつ、横たわる男女の遺い体たいをもう一度眺ながめる。死に顔は穏おだやかだった。あまり苦しまずに死ねたみたいだから、「よかったね」と一いち応おう言っておこう。

　それにしても……

「痛いなあ……。くっそ……」

　失われた手足の切断面から、金色に輝かがやく光の粒つぶが吹ふき出している。

　これは《癒いやしの力》だ。

　ちぎれたトカゲのシッポが再さい生せいするように、光の噴ふん出しゆつにあわせて脚や腕の組そ織しきが復ふく元げんされていく。しばらくすれば、完全に元もと通どおりになるだろう。

　ただ、完全に治りきるまでは激げき痛つうに苛さいなまれ続けるわけで。

　あまりの痛みに気絶することすらできず、歯を食いしばった。

《回かい収しゆう》されずに残った瓦が礫れきや死体と一緒に転がっているのは、酷ひどく惨みじめで寂さびしい気がしたけど……。なんとなく、僕にはお似に合あいなような気もして、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「なにを笑っているんですか」

　突とつ然ぜん、声をかけられた。

　小こ柄がらな少年が、僕を冷たい瞳ひとみで見下ろしている。

「そんなにボロボロにされて笑っているなんて……気持ちが悪いですね」

「知らないのかい？　人間ってのは、強い恐怖や猛もう烈れつな痛みに晒さらされると笑い出すんだよ。生体の防ぼう御ぎよ反はん応のうとして、脳のう内ない麻ま薬やくが多量に分ぶん泌ぴつされてね。苦しみ抜ぬいて死んだ人の顔って、変な風に歪ゆがんでることが多いだろ？　あれは《笑っていた証しよう拠こ》なんだ」

　口から出で任まかせを言いながら、〝そいつ〟を観察した。

　見覚えのない少年だ。恐おそらく、初対面だろう。

　華きや奢しやな身体を、修しゆう道どう士しが着るような法ほう衣えに包んでいた。いや、金色の鎖くさりで装そう飾しよくされたその服は、修道服というには派は手でかもしれないな。服の下は包帯みたいな白い布ぬので覆おおわれているし。少なくとも、〝そいつ〟が着ていたのは、一いつ般ぱん的な現げん代だい人じんの服ではなかった。

　歳としは中学生ぐらいだろうか。驚おどろくほど綺き麗れいな顔をしてる。銀ぎん髪ぱつに、透すき通るような白い肌。深しん紅くの瞳。年相応のあどけなさも微かすかに残っているけれど、全体的に作り物めいた雰ふん囲い気き。ハリウッドが総そう力りよくをあげて作り出した３ＤＣＧとか言われても信じてしまいそうだ。

　警けい戒かいしろ、椎し堂どう密ひそか。

　僕は、自分に言い聞かせる。

〝そいつ〟は、腕と両足がなくなっている僕に普ふ通つうに声をかけてきた。

　これは、常じよう識しき人の反応ではない。悲鳴をあげて逃にげ出すか、「大だい丈じよう夫ぶか？」と心配するか。理り性せい的なヤツなら救急車を呼ぶか──それが《普通》だ。

「なにを笑ってるんだ？」なんて声をかけるのは、明らかにオカシイ。

　まるで──僕が不死身であると知っているかのような接せつし方だ。

　この少年はただの子どもじゃない。明めい確かくな意い志しを持って、僕に接せつ触しよくを図はかってきている。

「どうせ、お得意のウソでしょう？　ボクはそんなのには騙だまされませんよ」

「ウソだけど。どうしてきみは僕が《ウソが得意だ》って知っているんだ？」

　さも《ボロを出した》と言わんばかりに問い返してやった。しかし、〝そいつ〟は顔色一つ変えず、

「そんなことは、あなたが知る必要はありません。……それから、ヒソカ。勝手な質しつ問もんはやめてください。主しゆ導どう権けんはボクが握にぎっているのですからね」

　この少年は食えないヤツだね。わざわざ僕の名前を呼ぶことで、情じよう報ほう量りようにおいて勝まさっていることを言外に示しめしたんだ。

　肩かたを竦すくめながら、ボロボロになった身体からだを眺めた。

「手も足も出ないからね。この状じよう況きようじゃ」

「わかればいいのです」

〝そいつ〟は妙みように大人びた笑えみを浮かべた。

「あなたと話をしに来ました。シドウヒソカという記号の内側が知りたくなりましてね」

「……どうせ、僕に選せん択たくの余よ地ちはないんだろ」

　僕は首を巡めぐらせた。

「ただ、このままの状態で話をするのは、ちょっとどうかと思うからさ。せめて身体を起こしてもらえるとありがたいな」

〝そいつ〟は小さく鼻を鳴らすと、無言のまま僕の残っている右みぎ腕うでを引っ張ぱり、芝しば生ふの上をズルズル引きずった。

「痛いたいよ。せめて持ち上げてくれないか」

「文もん句くを言える立場だと思っているのですか」

　少年は僕を引きずったまま移い動どうさせると、日本庭園に置かれている大きな岩に、僕の身体を立てかけた。〝そいつ〟も岩に腰こしかける。

〝そいつ〟は深紅の瞳で、僕をじっくりと見つめて、

「いくつか質問させてもらいます。あなたはそれに正直に答えてください」

「残念だな。正しいことを話すと鼻が伸のびてしまう奇き病びようにかかっているんだ」

〝そいつ〟は、僕の太ふと腿ももの傷きず口ぐちを踏ふみつけた。ブーツの先せん端たんが切断面にめり込む。

「あらかじめ言っておきますが、ボクは、そういう軽口が嫌きらいです」

　悲鳴を上げそうになるのを堪こらえて、僕は肩を竦めてみせる。

「軽口を封ふうじられたら、僕はなにを喋しやべっていいのかわからないんだけどね。……それで、質問ってなにかな？」

「なにから聞きましょうか──」

〝そいつ〟は、歳に似に合あわないなぶるような瞳で僕を見下ろした。

「そうですね。まずは、この質問にしましょう。あなたにとって《学校生活》とはなんですか？　《日常》とは、なんですか？」

















３月11日（水）

　壊れていくセカイで、生き抜く方法。















　神かみ代しろ第二小学校の跡あと地ちは、僕ぼくたちが花見をするにおいて最さい適てきの場所と言えた。

　神代市に建つ学校の多くがそうであるように、敷しき地ちには数多くの桜さくらが植えられていて、どこからでも枝えだ振ぶりのイイ桜の樹きを見ることができる。

　そして、ここが重要なポイント。

　この学校は、《天使》によって建物のほとんどが《回かい収しゆう》され、だだっ広い空き地になっているんだけど──校こう舎しや北側の壁かべの一部がまるで衝つい立たてのように残されているんだ。

　高校生である僕たちは、おおっぴらに酒さか盛もりなんかするわけにはいかない。日ひ陰かげだからちょっぴり湿しめっぽいのを我が慢まんすれば、壁によって視し線せんを遮さえぎられるこの場所は、まさに花見にうってつけなんだ。

「これで花が咲さいてれば、ね」

　桜の樹を見上げて、僕は小声で呟つぶやいた。

　まだ肌はだ寒ざむいこの季節。ようやく桜のつぼみが膨ふくらんだところだった。満開には、およそ九マイルほど離はなれてる。ましてや雨の中ならなおさらだ。

　そんな一分咲きにも満たない桜の下にレジャーシートを敷しき、持ち寄よった大量の駄だ菓が子しとお酒を並べて、僕たちは花見を催もよおしていた。

「吞のんでるか、うぇーい！」

『うぇーい！　カンパーイ[image: !!!]』

　意味のわからないかけ声をかけながら、実に一〇回目の乾かん杯ぱいをする。

　花見に参加したクラスメイトの有ゆう志し（どんなココロザシがあるのかわかんないけど）は、すでにできあがり切っていた。かなり盛り上がってる。

　花見ってのは口実で、ただ騒さわぎたいだけなんだ。桜が咲いてるかどうかなんて、小さなことなんだろうね。

　幸い、この校舎裏うらからは、桜の木々の隙すき間まから遠く海を望むことができた。

　砂すな浜はまに建っている街のシンボルの──オバケ灯とう台だいも眺ながめることができる。あ、ちなみに、オバケ灯台って呼よばれてるのは、シーツをかぶった幽ゆう霊れいみたいにシルエットが丸みを帯びているから。

　お花見ならぬ《海見》だと思えば、それはそれで風流かもしれない。

　僕は《キャベツ太郎》を口に放ほうり込んで、《闇やみビール》の缶かんを傾かたむけた。闇ビールってのは、黒ビールの親しん戚せき──ではなくて、正せい規きの流通ルートに乗ってないビールのことだ。なにも印いん刷さつされてない地金の銀色むき出しの缶に《ＢＥＥＲ》と書かれたシールが貼はられてる。ＮＨＫ教育の番組で、工作の得意なオジさんが吞むフリをしそうな一品。

　暫ざん定てい政せい府ふのエライ人は、悪化した財ざい政せいを立て直すため嗜し好こう品ひんにバカ高い税ぜい金きんをかけた。おかげで、禁きん酒しゆ法ほう時代よろしくタバコやお酒はウラモノが出回りはじめてる。暴ぼう力りよく団だんやらテロ組そ織しきの資し金きん源げんになってるって噂うわさだけど……わりと美味おいしいと評ひよう判ばんなのが皮ひ肉にくだね。

「一番！　猿さ渡わたり三さん聖せい！　脱ぬぎまーす！」

　スラリと背せの高い、涼すずしげな目元の美青年が、ズボンのベルトに手をかけた。

　彼ほど、見た目に騙だまされちゃいけない男はいないね。

　なんせ、特とく技ぎは『ルパンダイブ』

　座ざ右ゆうの銘めいが『下心も一〇〇％ならピュア』

　本人曰いわく、「俺には三分の一だけラテンの血が流れてんだよ」だそうで。

　なんで分母が奇き数すうなのかわかんないけど、つまり、猿さ渡わたりはそういう軽いヤツなんだ。

　ただでさえ、お調子者世界大会が開かれたなら世界第二位タイぐらいにはランクインできそうなほどなのに、アルコールのせいで《お調子者エンジン》がターボ全開になってるらしい。

「♪だんだだだんだん　だんだんだんっ」

　口で《タブー》のメロディを奏かなでながら、猿さ渡わたりが腰こしをフリフリ、ベルトを引き抜いた。っていうか、猿さ渡わたり。その選曲は渋しぶすぎないか。ちょっとだけなのか。

『脱げ脱げー』無む責せき任にんに拍はく手しゆをして悪友どもが盛もり上げた。

「サワっち！　やめんかっ！」

　クラスの女子のまとめ役的存そん在ざいの、雪ゆき村むら珊さん瑚ごがハリセンでツッコミを入れた。

「[image: を][image: う][image: を]っ！」という人類の声帯から発されたとは到とう底てい思えないような悲鳴をあげ、猿さ渡わたりが倒たおれる。

「唐とう突とつにヘンタイ行こう為いに走るんじゃないよっ！　しかも、なーにが《一番》だ!?」

「一番とか言っとけば、続いて誰だれか脱ぐんじゃないかと思ったんだもん」

　猿さ渡わたりは倒れたまま、目の幅はば涙なみだを流してる。そんな猿さ渡わたりをグリグリ踏ふみつけながら、

「《だもん》じゃない！　誰が脱ぐかあっ！」

　珊さん瑚ごはボケの多い我わがクラスにおいては貴き重ちようなツッコミ人員の一人だった。本人もそれを自覚してるらしく、常つねにハリセンを持ち歩いてる。教室の掃そう除じ用具入れの隣となりに《珊さん瑚ご専せん用ようハリセン箱》が設せつ置ちされているのは他のクラスでも有名な話。

「二番ー。栗くり木き坂さか有ゆ香かー。脱ぎまふー」

　クラス委員長いいんちよが、真しん剣けんな顔で制せい服ふくの首のベルトに手をかけた。《ミニマム》の呪じゆ文もんを掛けられたみたいに、全体的に小作りな印象の少女。ちっこいレンズの眼鏡めがねが載のっかった顔は酔よっぱらって真っ赤だった。

「♪るふふふふふ～んっ」

《オリーブの首くび飾かざり》をハミングしながら、いいんちょは制服のボタンを外そうとする。

　っていうか、いいんちょ。なぜその選曲なのか。ハトでも出す気なのか。

「わー!?　いいんちょ、なにしてんの!?」

　小こ柄がらな体たい軀くに活発そうなショートカットの少女が、慌あわてて止めに入った。僕の幼おさななじみ、萌ほう月づき来らい夏かだ。いいんちょは「ひゅっく？」としゃっくりをしつつ真顔で言い返す。

「クラス委員として、盛り上げる義ぎ務むがあると思いまして……」

「だからって脱いじゃダメだよ！」

「にーそっくすは残しといた方がいいんでしょうか……？」

「そんなマニアックなこと悩なやむなーっ！　っていうか、誰よー!?　いいんちょに、こんなに吞のませたのっ！」

「えーっと、カンパイというのは、杯さかずきを乾ほすと書きましてですね？」

「ひょっとして、カンパイの度たびにイッキ吞みしてたのー!?」

「よいしょっ。んしょっ」

「って、こら！　脱いじゃダメだって！」

『止めるなよ、萌ほう月づきー』クラスの野や郎ろうどものブーイングに、

「うるさいよ、えろ男子どもっ！　珊さん瑚ご、ハリセンちょうだい！」

「はいよっ！」

　珊さん瑚ごからハリセンを受け取った来らい夏か。

　二人して、ギャーギャー騒さわぐ野郎どもの頭を片かたっ端ぱしからハタいていく。

　みんな心得たもので、逃にげながらも結局ワザと叩たたかれて、派手なリアクションで討うち死にしていった。

　それを見ながら、全員が爆ばく笑しようする。

　僕は──《楽しげな笑え顔がお》を浮うかべて、そのようすを眺ながめていた。

　こういう騒がしい雰ふん囲い気きが苦手なんだよね。

　周囲が盛もり上がれば盛り上がるほど、僕のココロの熱は冷めていってしまう。

　ここは僕がいるべき場所じゃない──みんなが楽しそうであればあるほど、そんな感覚が僕を支し配はいしていくんだ。

　だけど、僕だって《空気》が読めないわけじゃない。

　一緒に笑い合うのは苦手だけど、《楽しそうにしている友人たち》を眺めてるのは嫌きらいじゃないし。真っ暗な部屋でバラエティ番組を観みているような、寂せき寥りよう感かんのある楽しさだけどね。

　とまれ、みんなと騒ぐときは、《楽しむフリ》をすることに決めている。

「さあ、残るはアンタだけだよ、密ひそかっち！」

　珊さん瑚ごの言葉に、幼なじみの来らい夏かが頷うなずく。

「ひーちゃん、覚かく悟ごしろぉっ！」

「って、なんで僕まで叩かれなくちゃいけないんだよ？　《脱げー》なんて、僕は言ってなかったけどね？」

　今まで死し屍し累るい々るいって感じで横たわっていた野郎どもが、ゾンビのように蘇よみがえった。

「自分だけ助かろうって魂こん胆たんか！」「叫ばなかっただけで思っていたはずだ！」「《脱げ》どころか、もっとすごいことを想そう像ぞうしていたに違ちがいない！」「密ひそかは存そん在ざい自体がえろい！」「いやっ！　フケツっ！」「ヘンタイ！」「ムッツリ大だい統とう領りよう！」「いいんちょに謝あやまれ！」

「ドサクサにまぎれてヒドイこと言ってるぞ！　ってか、ムッツリ大統領ってどこの国の国家元首だよ!?」

　僕の質問に、猿さ渡わたりが真顔で答えた。

「イタリアだろ？」

「イタリア人に謝れっ！」珊さん瑚ごがすかさず突っ込む。

　巻まき起こった笑い声を、来らい夏かは両腕を広げて制せい止しし、

「と、いうわけでっ！」

　ハリセンを振ふり上げた。

「天てん誅ちゆう──っ！」

　スパーンっ、僕の側そく頭とう部をはたく。

　音が大きいだけで、大して痛いたくなかった。

「ぐぼあっ！」

　だけど、僕は派手に倒たおれてみせる。どうやら《オチ》の役やく割わりみたいだったから、過か剰じようなぐらいに演えん技ぎしてあげた。頭を押さえてゴロゴロ転がる。

「ぎゃははははは!!」

　クラスメイトたちは腹はらを抱かかえて笑った。

　レジャーシートの上に寝ね転ころがった僕は、冷めたココロでその笑い声を聞く。うん。喜んでくれたみたいで、なによりだ。

「諸しよ悪あくの根こん源げんが退治されたところで！」

　いつの間にか復ふつ活かつしていた猿さ渡わたりが、日本酒の入った紙コップを持ち上げて、

「うぇーい！　乾かん杯ぱいっ！」

『カンパーイ[image: !!!]』

　一一回目の乾杯をした。僕も起きあがって缶かんビールを持ち上げてみせる。

　と、女の子たちと笑い合っていた来らい夏かが、そっと僕の隣となりに移うつってきた。スカートの裾すそを気にしながら隣に座る。

「はひー。暴あばれたから、あっつい」

　顔を真っ赤にさせた幼なじみは、制服の上を脱ぬいで膝ひざの上に置いた。

　ビールの缶に口をつけて、うぇーっと舌したを出す。

「苦っ。美味おいしくないよね、こんなの」

「だったら、吞のむなよ」

「でも、酔よっぱらうのは、ちょっと楽しいよ。ドキドキする感じ？　違ちがうな。ふわふわする感じ？」

　自分の状じよう態たいを表ひよう現げんするオノマトペが見つからず、来らい夏かはしばらく「フラフラ？　ふよふよ？　カプカプ？」なんて呟つぶやいていたけれど、

「ま、いっか」と頷うなずいて、もう一度缶を傾かたむけた。

「やっぱ、お酒の味なんて、わかんないね。オトナになれば美味しさがわかるかな？」

　そう呟いた直後、来らい夏かは「しまった」と言いたげな顔をした。

　世界は滅ほろびに向かっている。

　僕たちはきっと──大人にはなれない。

『オトナになれば』なんて言葉は、禁きん句く指定の筆頭だった。

　ギュッと目をつぶって、来らい夏かはビールを吞み干ほした。もう一度、うぇぇーっと舌を出す。

「酔よいが回ってきたのかなー。すっごいあっつー」

「だったら、もっと脱げばいいだろ。幼なじみのきみなんかに、僕はハァハァしないけど……いいんちょみたいなペッタンコよりも、来らい夏かが脱ぬぐ方が見み栄ばえがすると思うし」

　僕は来らい夏かの胸むな元もとを指さしながら言った。我わが幼おさななじみは《元気っ娘こ属ぞく性せい》な女の子なんだけど、胸だけがやたら大きいんだ。シャツの胸元が大きく隆りゆう起きしてる。

「な、なに言ってんの!?　ひーちゃんのバカっ！　エロ星人！」

　来らい夏かは僕にチョップを入れてきた。

「ごめん！　冗じよう談だんだって！　軽いジョーク！　本気にするなよ!?」

　幼なじみの表情は怒いかりモードに変わっていた。片かた方ほうの眉まゆをつり上げて頰ほおを膨ふくらませている。うむうむ。ションボリ顔してるよりはずっとマシだよね。怒ってる顔の方が。

「コラー！　ちょっと、なに勝手にイチャイチャしてんのよ!?　まったりモードになるのは早いんじゃない？」

　ガスッ──いきなり背せ中なかを蹴けられた。

　振ふり返る。車くるま椅い子すに乗った女の子、片かた桐ぎり凪なぎ紗さが僕ぼくを睨にらみつけていた。人形みたいに綺き麗れいな顔をしてるツインテールの少女だけど、つり目気味だからそういう風に睨むと結けつ構こう迫はく力りよくがあった。

「い、イチャイチャなんかしてないってば！」

　慌てて手を横に振る来らい夏か。

　彼女の声は、クラスメイトたちの声にかき消された。

「おっそーい！　なにしてたの!?　凪なぎ紗さー！」

　凪なぎ紗さは、ふん、と鼻を鳴らして後ろを振り返った。車椅子を押す少年を睨みつけて、

「尊たけるのヤツがノロマなのよ。まったくっ！」

　イタズラ好きの男の子をそのまま大きくしたような、ツンツン髪がみの少年──相あい沢ざわ尊たけるは、凪なぎ紗さの視し線せんに一いつ瞬しゆんだけひるみながらも食ってかかった。

「う、うっせーな！　おまえが悪いんだろ!?　いちいち着き替がえに帰ることねぇじゃん！」

「黙だまりなさいっ！　制服だと足の傷きずが見えちゃうからイヤなのよ！　あんたがキリキリ車椅子を押おせば良かったことでしょ!?」

　ムカついたようすで、尊たけるは頭を搔かいて、

「あーくそっ。悪ぅございましたね！」

「そうよ！　あんたが悪いのよ！」

「ったく、なんでこんなヤツに付き合って、オレまで遅おくれなきゃいけないんだよ!?」

「こんなヤツとはなに!?　アンタは、あたしのゲボクなのよ！　ゲーボークー！」

「ンだとっ!?　オレはおまえのゲボクなんかになった覚えはねぇぞ！」

「だったら、今からあたしのゲボクよ。これからあんた、ゲボク語喋しやべりなさい」

「なんだよ、ゲボク語って！」

「『ゲボゲボゲー』とかそんなのよ！　それ以外喋るの禁きん止し！」

「ゲボゲボゲー！　ゲボ！　ゲボゲー！」

「似に合あうじゃない。その調子よ」

「って、フザけんな！」

「まーまーまーまー！」

　ツッコミ役であると同時に、クラスの《調停役》を買って出ることが多い珊さん瑚ごが、二人の間に割って入った。

「二人の分のお酒とか、ちゃんととってあるから。ケンカしないでよ」

『これはケンカじゃない！』凪なぎ紗さと尊たけるが返事をハモらせた。でも、それに続く言葉は正反対だった。

「セイトーな主しゆ張ちようだ」

「一方的なシツケよ」

「ンだとっ!?」

「なによっ!?」

　再ふたたび睨み合いをはじめてしまう。

　アルコールが脳のうまで回ってるのか、フラフラと近寄ってきた猿さ渡わたりが日本酒の入った紙コップを差し出し、

「どーでもいいが、遅れたからにはソソウってことで！　吞のんでもらおうか！」

　二人のケンカを止めようって意図があっての行動……じゃないな。猿さ渡わたりの場合。

『そうだそうだー』

　クラスメイトたちも盛もり上がる。

「尊たける！　あたしの分も吞みなさい！」

「なんで、オレが!?」

　と言いつつ、結局、尊たけるは凪なぎ紗さの分も吞んでいた。僕はよく知らないんだけど、二人は幼い頃ころからの知り合いで、今は《王女様と付き人》みたいな力関係にあるらしい。嫌いやがりながらも、尊たけるは凪なぎ紗さの命令に背そむくことはないようだ。

　男らしく一いつ気き飲のみをした尊たけるに、クラスメイトから盛せい大だいな拍はく手しゆが送られた。

　猿さ渡わたりが、紙コップを手に高らかに音おん頭どを取る。

「さあ、全員がそろったところで！　もう一度、うぇーい！」

『うぇーい！　カンパーイ[image: !!!]』

　一二回目の乾かん杯ぱいが行われた。

「ひーちゃん、ほいっ。カンパイっ」

　満面の笑えみを浮うかべながら、来らい夏かはビール缶を持ち上げた。

　軽く缶を合わせてやろうと、缶ビールを差し出したところで──

　背せ筋すじがゾクッとした。激はげしい悪お寒かんが走る。

　それと同時に感じる、強い《違い和わ感かん》。

　強きよう烈れつな吐はき気を感じて、思わずアルミ缶を握にぎりしめてしまう。

「どうしたの、ひーちゃん」

「なんか変な感じが……」

　紙コップを持ち上げて笑っていた友人たちが、海の方を指さして騒さわぎはじめた。

　オバケ灯とう台だいの周りに白い影かげが漂ただよっている。

「ひーちゃん。まさか、あれ……」

「……天使だな」

　遠くてよく見えないけれど、白く輝かがやく身体からだは紛まぎれもなく天使のそれだった。

　昼間から現あらわれるなんて珍めずらしい。いつもは夜にコソコソ出てくるくせに。くそっ……。

　空中を漂ただよっていた天使は、錆さびついた矢のようなものを無数に放った。

「ああ……っ」

　来らい夏かが小さく悲鳴をあげる。

　矢の雨を受け、オバケ灯台が握りしめたクッキーみたいに崩くずれてしまった。

　天使は翼つばさを広げて、大きく羽ばたく。

　砂すな浜はまに転がっていた灯台の残ざん骸がいが、宙ちゆうに浮かびはじめた。竜たつ巻まきに吸すい上げられるように、元は灯台だった白い瓦が礫れきが空へ昇のぼっていく。

　人間の力が及およばない奇き蹟せきみたいな光景。

　いや、奇蹟っていうより悪あく夢むだな。

　天空からスポットライトのような光が降ふり注ぎ、街のシンボルが姿すがたを消した──

「オバケ灯台が《回かい収しゆう》されちゃった……」

　寂さびしげに来らい夏かは呟つぶやいた。

「今日は平和だと思ったのに……。やっぱり《カーテンコール》は続いてるんだよね……」

　六年前。こんな気持ちのいい春の日。

　世界滅亡カーテンコールははじまった。

　建物が、街が、人が──謎なぞの存そん在ざいによって破は壊かいされ、持ち去られるという現象が起こったんだ。ジグソーパズルのピースを取り外すように根こそぎ奪うばってしまう。

　やがて誰だれかが言い出した。

　これは《偉い大だいなる回収である》と。

　神様が天使に命じて、人間に与あたえたものを取り返しているらしい。

　そして、いつの日か、穴あなだらけになったパズルのピースを一気にかき集める《大回収》が行われて、人間が必死に繰くり広げてる悲ひ喜き劇げきに幕まくを引いてしまうそうだ。

　滅めつ亡ぼうするとわかって、世界中が大パニックに陥おちいったのが五年前。治安も悪化して、あの頃は本当に酷ひどかった。

　でもまあ今では、暫ざん定てい政せい府ふの偉えらいヒトやジエータイのおかげで、それなりに平へい穏おんな生活を送れるようになった。学校に通えるようにもなったんだ。

　それは人間の強さなのか？　それとも鈍にぶさなのか？　……たぶん後者なんだろうね。

　春風が吹ふき抜ぬけた。

　壁かべだけになってしまった神代第二小学校の校こう舎しや──今は廃はい校こうとなった僕と来らい夏かの母校の間を吹いた風は冬の残り香がと、砂ぼこりの匂においがした。

　街のシンボルが回収されてしまったのは、やっぱりショックで……騒いでいたクラスメイトたちは押おし黙だまってしまう。

「あっ！　見て！」

　来らい夏かが空を指さす。

　青空に、雪が舞まっていた。

　なにかが回収されると、その代わりに雲もない空から冷たくない雪が降ってくるんだ。

《紙かみ吹雪ふぶき》なんて呼ばれている。

　仲間たちは、小さくため息を漏もらした。

「きれいだね……」

　来夏の言葉に、僕は頷うなずく。

《紙吹雪》は、僕らの上に軽かろやかに舞い落ちてきた。次から、次へと。

　蕾つぼみばかりの桜さくらの樹きの上にも、冷たくない雪がつもっていく。

「桜さくらの花びらみたいだね」

　誰かが、そう言った。

　舞い散る雪は、まるで花びらが舞っているように見える。

「よぉーしっ！　カンパイしようぜぇーっ！」

　ヤケになったみたいに、猿さ渡わたりが無む茶ちや苦く茶ちやな大声を張はり上げた。

「綺き麗れいな花を咲さかせてくれた──オバケ灯台に！　カンパイっ！」

「カンパーイ！」

　一三回目の乾杯が行われた。

　みんな、笑って、笑って、笑っていた──
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　夜になると天使の出現率りつが高まるし、学年末考査テストが近いってこともあって、日が暮くれる前に花見はお開きになった。

　夕方。早はや瀬せ川がわ。堤てい防ぼうの上。

　僕は夕日に照らされた土ど手ての道を、来らい夏かを背負いながら歩いていた。幼おさななじみは、すっかり酔よいつぶれてしまったから、送っていく大役を仰おおせつかったってわけ。僕は来らい夏かの隣となりの家に住んでるせいで、断ことわるに断れなかったんだ。

「この道を歩くの久ひさしぶりだね……。小学生の頃は毎日歩いてたのに……」

　来らい夏かの呟つぶやきが、僕のうなじをくすぐった。

「起きたのか。どう？　一人で歩けそう？」

「無理そう……。このままおぶってって……」

「ったく、調子乗って吞みすぎなんだよ」

「[image: う]ー。すみません……」

　酔っぱらってる来らい夏かは、僕に負ぶわれたまま頭を下げた。勢いきおい余あまって僕の後頭部に頭ず突つきをカマす。

　結構痛かったけど、怒おこっても無む駄だっぽいので黙だまっておいた。

　幼なじみを背負い直し、川のせせらぎに背中を押されるように歩いていった。

「こうしてるとさあ……、昔のこと想おもい出すよね……？」

「昔のことって？　前にも、こんな風に来らい夏かが酔いつぶれたことあったっけ？」

「ちっがーう！　人を吞んだくれみたいに言うなー！」

　来らい夏かは僕の後頭部にチョップを連打しつつ、

「ほら、昔、ひーちゃんにこーしておんぶして帰ってもらったことがあったじゃん。小学校の一年生の頃だから……ちょうど一〇年ぐらい前のことだよ。私、新しいクツを買ってもらってさ……」

「あー、そのクツが野の良ら犬いぬにとられちゃったんだっけか？」

「そうだよ。買ってもらったばっかりで、すっごくお気に入りだったから悔くやしくってさ。私が泣いてたら、ひーちゃんが来てくれたんだよ。ばばーん！　って」

　幼なじみの口調はなぜだか誇ほこらしげだった。

「そいで、木の棒ぼうとか振り回して、クツを取り戻そうとしてくれたんだよ。そしたら、ひーちゃんてば嚙かみつかれちゃって……」

　手を伸のばして、来らい夏かは僕の右みぎ肘ひじ辺あたりをさすった。

「どっかこの辺へんじゃなかったっけ？　血がドバドバ出てさあ。ひーちゃんは『カスリ傷きずだよー！』なんて笑ってくれたけど、私もっと大泣きしちゃったんだ。ひーちゃんが、死んじゃうと思って。……傷、今もある？」

「……もうないよ。治ったみたいだね」

　僕のカラダの傷きず痕あとは、《世界滅亡カーテンコール》がはじまったその日に、全すべて癒いえてしまったから。

「そっか……良かった」

　そう言った来らい夏かの声は、どことなく寂さびしげでもあった。

　ふと、僕ぼくは思い出した。

「そういえば……僕が嚙みつかれたとき、来らい夏か、もう片かた方ほうのクツを犬に投げつけたんじゃなかったか？」

「……そだっけ？」

「そうだよ。で、結局、クツを両方とも持っていかれて、僕は来らい夏かを負ぶっていくはめになったんだ。大切なクツだったら投げんなよとか思った気がする」

「だって、それはなんていうか……仕方ないじゃん」

　来らい夏かは僕の肩に顎あごを載のせて、

「えへへ。あの頃に比くらべて、ひーちゃんの背中、おっきくなったね」

「……きみは重たくなったな」

「あー！　言ってはいけないことを！」

「事実だろ」

「んもー！　ひーちゃんのバカッ！」

「なんで僕がバカなんだよ？」

「うっさい！　うっさい!!」

　僕の後頭部にチョップの雨が降ふる。避よけることもできないので、甘あまんじて食くらってやった。酔よっぱらってるせいか、あんまり痛いたくないし。

　ひとしきり攻こう撃げきしたら満足したのか、ホロ酔い加か減げんの気持ち良さげな声で呟つぶやいた。

「昔は格かつ好こう良よかったのに……。どうして今はこんなにひねくれちゃったのかな……？」

　幼い頃。

　僕は、かなり恥はずかしい子こ供どもだった。

　テレビの特とく撮さつヒーローに本気で憧あこがれて、世界を救うんだと信じていた。その頃、来らい夏かは病気がちでイジメられることも多かった。幼なじみは僕が守るのだと使命感に燃もえてすらいたんだ。

　母親にもらった大きな黒い布ぬのをマント代わりに首に巻まいて、どこからか拾ってきた木刀に似にた木の枝えだを片かた手てに街を駆かけ回っていた。そのマントで空も飛べる気がしたし、手にした剣けんはどんな悪をも切り裂さくことができると信じてた。

　確たしかに、そのとき、僕は正せい義ぎの味方だったんだ。

　皮ひ肉にくにも──

　今の僕は、その真ま逆ぎやくの人間になってしまったんだけどさ。

「なあ、来らい夏か。そんな恥ずかしい想い出はさっさと忘わすれてくれないかな？」

　子供の頃の話なんて、僕にとってもはや過か去この汚お点てんにしか感じられない。もしくは、なにも知らない子供の幻げん想そうだね。

「やだよーん」と幼なじみは答えた。

「絶ぜつ対たいに忘れないよ。決めたんだもん。楽しい想い出は、一つ残らず覚えておこうって」

　来らい夏かは足をブラブラと揺ゆすりながら、「あはは」と笑った。

「今日のお花見も、私ゼッタイ忘れないよ。すっごく楽しかったね」

「そもそも花なんて咲さいてなかったけどな。花見と呼ぶのはどうかと思う」

「ねー？　誰だろね、お花見しようとか言い出したの。猿さ渡わたりくんだっけ？　珊さん瑚ごっち？」

「共犯だろ。あの二人、そういう呼こ吸きゆうはピッタリだからね。仲悪いクセに」

「そうだね。二人には感かん謝しやかんしゃだよ。うん。本当に楽しかった。楽しめたよ」

　季節はずれの花見を、みんなとても楽しんでいた。

　誰もが満面の笑みを浮かべて、

　歓かん声せいを上げて、手を叩たたいて、

　酩めい酊ていして、絶ぜつ叫きようして、

　笑い声で、笑い声をかき消すように、ひたすらに笑っていた。

《楽しめること》を確かく認にんしようとするように、懸けん命めいに楽しもうとしていた。

　こんな、ムリヤリな花見が開かれたのは──




　クラスメイトが《回かい収しゆう》されたから、だった。




　ついこの間まで一いつ緒しよに笑い合っていた仲間が天使に殺された。なんの前まえ触ぶれもなく、予よ兆ちようもなく、あまりにもあっけなく、友達が一人、この世から消えたんだ。

　クラスに漂ただよう悲しい雰ふん囲い気きを吹ふき飛とばしたくて遊びに行くことにした。本当はテスト週間なのに、誰も反対しなかった。追つい悼とうの言葉は誰も口にしないけれど、誰しもが《忘れるための儀ぎ式しき》だってわかっていたから。

　僕らのセカイは終わりに向かっていて。

　悲しい想い出ばかりが増ふえていって。

　それでも生きていかなくちゃいけないから。

　だから、みんな、笑っている。

　つまり、僕たちは、そんな風に痛みを抱かかえながら。

　騙だまし騙し、生きているんだ。

　来らい夏かは僕の背中に額ひたいをつけて、ギュッとつかまった。

「ひーちゃん、少し遠回りしていってよ」

「なんでだよ？　日が暮れちゃうぞ？」

「このまま酔っぱらって帰ったら、お父さんに叱しかられちゃうもん」

「しょうがないな……。どっかで酔いを覚ましていこうか……」

「うん。あ、そうだっ！　思い出したっ！」

　急に明るい声になって、来らい夏かは叫んだ。

「この先にポンプ小屋あったよね？　そこに連れてってよ！」

「あったっけ、そんなの」

「あったよ！　ほら、赤いトタン屋根の小さな小屋！」

「あー、あったなー」

「その裏うらにさ、二人で宝たから箱ばこ隠かくしたじゃん！　幼よう稚ち園えんの頃！　夏休みに！」

　朧おぼろ気げにしか覚えてないけど、ポンプ小屋の裏にクッキーの缶を隠したような気がする。来らい夏かと二人で宝物──キラキラ光る石とかオモチャのアクセサリーとか──を詰つめ込こんで。汗あせだくになりながら、大きな石の下に缶を埋うめたんだ。

「よく覚えてるな……。僕はすっかり忘れてたよ」

「言ったでしょ、私は忘れないもん！　オトナになったら開けようねって言ってたけどさ！　アレ、掘ほり出そうよ！　うん、そうしよう！　ＧＯＧＯ！」

　子こ供どもみたいなはしゃぎ声をあげて、来らい夏かは夕ゆう闇やみ迫せまる堤てい防ぼうの道を指さした。

「はいはい……」

　僕は辟へき易えきとした気分で歩き出す。

　結けつ論ろんから言うと──

　ポンプ小屋は《回収》されていた。

　二人で隠したクッキーの缶も一いつ緒しよになくなっていた。セカイが平和だった頃の想い出や、缶の中に封ふうじ込めた夏の空気すらも奪うばい去られていた。

「帰ろうか、ひーちゃん」

「そうだな」

　幼なじみを背負いなおして僕は歩き出した。

　僕の背中に顔を埋うずめて、来らい夏かが涙なみだぐんでいたけれど、気づかないふりをした。

　なにもかもが、あまりにも脆もろい。

　これが、僕たちの現実リアルなんだ。
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　翌よく日じつ。学校。昼休み。

　購こう買ばいへ向かって走る生徒たちの人波に逆さからうように、僕は廊ろう下かを歩いていた。

　人気のあるパンはすぐに売り切れてしまうそうで、争そう奪だつ戦せんが激はげしいらしい。購買の前はちょっとしたラッシュアワーみたいなんだそうな。

　昔話ちっくな伝聞形なのは、僕は争奪戦に参加したことがないからだったりする。

　僕は、お昼ご飯を食べないことが多いんだ。

　昼飯代を浮かせたいとか、そういうセツジツな理由があるからじゃなくて、単たん純じゆんに食べなくても平気だから食べない。

　僕だってちゃんとオナカが空すく。だけど、空くう腹ふくがリミッターを超こえると、急に食しよく欲よくが消えちゃうんだよね。僕に宿る《不死身の力》によって足りないエネルギーが補ほ給きゆうされるんだろうと理り解かいしてる。朝昼両方抜ぬくことも多いけど瘦やせることもないし。

　中学生の頃──〝あの人〟に出で逢あう以前。

《死ねない死にたがり》だった僕は、ありとあらゆる方法で自殺を試こころみた。首くび吊つり飛び降り、リスカに入じゆ水すい、轢れき死しに生き埋うめ、服毒、感電などなどなどなど。思いつく限かぎり、全てを試ためしてみたんだ。

　だけど《餓が死し自殺》は試したことがなかった。やってみなかったのは、きっと死ねないだろうってわかりきってたから。

　閑かん話わ休題。

　つまり、僕は学内における超ちようマイノリティ《お昼は食べない派》であるわけ。

　さすがに教室で食事もせずにボーッとしてるのは目立つので、昼休みになると同時に教室を出ることにしている。

　行き先の候こう補ほは二つ。

　一つは図書室。

　僕は国語の成せい績せきはあまりよくない──小説の登場人物がなにに苦く悩のうしてるかなんて真の意味で理り解かいできるはずはないし、ましてやそれを書いていたときの作者の心しん境きようも知りたいとは思わないから──だけど、本を読むこと自体は嫌いじゃなかった。内ない容ようの善よし悪あしはともかくとして、活字を頭に流し込んでいると時間が経たつのを忘れることができるからね。ヒマつぶしにはちょうどいい。

　以前は適てき当とうに蔵ぞう書しよカードをシャッフルして引き当てた番号の本を読んでいた。《日に本ほん霊りよう異い記き》や埴はに谷や雄ゆ高たかの《死し霊りよう》なんかを引き当てちゃったときは、読破するのに難なん儀ぎしたもんだ。でも、最近は僕を《本好き》と理解したらしい図書委員の女の子がオススメ本をチョイスしてくれるようになった。図書室の隅すみっこの開いた棚たなに、一冊さつだけ本が置かれているんだ。《面おも白しろいです》とか《泣けます》とか一言メモ付きで。ありがたくそれを読むことにしている。

　で。

　もう一つのヒマつぶしスポットは、屋上。

　こちらは主に昼ひる寝ね専せん用ようだ。屋上にある給きゆう水すい塔とうの屋根の上が、僕のお気に入り。

「さて、今日はどっちにいこうかな？」

　五秒だけ迷まよって、屋上に決めた。昨日の夜は、あまり眠ねむれなかったから少しだけ仮か眠みんをとりたい気がする。

　天使が襲しゆう来らいしてそれを追い払はらっていた──という理由もあるんだけど、昨晩ゆうべはそれだけじゃなかった。妹がちょっかいかけてきたから、仕方なく相手してやったんだ。それなりに可愛かわいい妹なんだけど、ときどき《ヘンなスイッチ》が入るのが困こまりものだね。

　アクビをしながら屋上へと繫つながるドアを開く。《立ち入り禁きん止し》のシールが貼はられているけど、誰だれも守るヤツはいない。

「……ん？」

　珍めずらしく、先客がいた。

　男子生徒が腕うでを組んで、屋上の真ん中で仁に王おう立だちしている。武蔵むさしを待つ小こ次じ郎ろうのような雰ふん囲い気きだ。

「待ってたぜ、密ひそか」

　クラスメイトの相あい沢ざわ尊たけるだった。

「セリフまで小次郎っぽいね」

「へ？　なんの話だ？」

「いや、こっちの話。今日はサッカーしないのか？」

　尊たけるはサッカー部で、昼休みはクラスの連中とサッカーに興きようじるのが常つねだった。今は部活をやめちゃったみたいだけど。

「ん。まあな。みんなには後で行くって言ってある」

「凪なぎ紗さは？　一人にしといていいの？」

「いいんだよ、あんなヤツ。オレはアイツのゲボクじゃないんだ」

　よく日焼けしてる顔をしかめて尊たけるは言い捨すてた。その言葉には、どこかしら怒いかりみたいなものも含ふくまれてる。

「ちょっと密ひそかに話があるんだ。二人だけで」

「嫌いやだ」──そんな風に即そく答とうしたい気分に駆かられた。

　クラスメイトとは良好な関係を保たもちたいと思っている。

　僕ぼくにとって《良好な関係》とは、《つかず離はなれず》《パーソナルスペースを維い持じした》《中立な》関係のことを言うんだ。

　あまり彼らに踏ふみ込みたいとは思わないし、ましてや踏み込んで欲ほしいとは思わない。

　こんな改まった雰囲気の話は、できれば回かい避ひしたいところだった。

　だけど、尊たけるの表情は、あまりにも真ま面じ目めだった。触さわったら切れそうなぐらいに真しん剣けんな顔。こんな尊たけるを見るのは初めてだ。

　断ことわれる《空気》じゃないよな……。真っ当なクラスメイトだったら、キチンと話を聞いてあげる局面だ。《普通の高校生》を演えんじると決めている僕も、それに準じゆんじるべきだろう。

　給水塔の屋根の上を指さして、

「いいよ。それじゃ、あの上で話そうよ。立ち話もなんだし」

「おう」

　給水塔の屋根の上に片かた膝ひざ立てて座る。その対面に尊たけるはあぐらをかいた。

「それで、話って何？」

　水を向けると、尊たけるは何度も咳せき払ばらいをした。

　たっぷり三〇秒ほど躊躇ためらって、切り出す。

「密ひそか。おまえ、萌ほう月づきと付き合ってるのか？」

　立て膝したまま、僕は後転しそうになった。

「なんだよ、それ。そんなことあるわけないだろ。あり得ないよ。《14》と《15》を入れ替かえた《15パズル》ぐらいあり得ない」

「《14》と《15》……？　密ひそかって、ときどき意味不明なこと言うよな」

　僕の比ひ喩ゆがわからなかったのか、尊たけるは首を傾かしげた。説明してあげようかと思ったけど、尊たけるは悩むのをすぐにやめたらしく会話を再さい開かいした。考えるのは苦手なタイプらしい。

「密ひそかと萌ほう月づきって、いつも一いつ緒しよにいるじゃん。付き合っててもおかしくないと思ったんだ」

「それは幼おさななじみだからさ。好きで一緒にいるわけじゃないよ」

「萌ほう月づきのこと……密ひそかは好きじゃないのか？」

「《好き》の定てい義ぎにもよるけどね。──例えば、僕の部屋で二人きり。来らい夏かの作ったマズイ料理の実験台かなにかにされて、それをお酒で流し込み、僕も来らい夏かもほどよく酔よっぱらったとする。でもって、ゲームでもやってひとしきり盛もり上がった後、ベッドに並ならんで座すわってマッタリしてるとき、アイツがしなだれかかってきたら……押し倒しちゃう可か能のう性せいが一〇％ぐらいはあるかもしれない。でも、仮かりにえっちしちゃっても交こう際さいに発はつ展てんする可能性は〇％。その程てい度どだよ。僕の来らい夏かに対する好意は」

「なんか、ひっでぇな。その言い方」

「そう？　でも、事実だからね。《嫌い》ではないけど《好き》ではない。《嫌いじゃない》が正解だね。……うん、まあ、そんなとこ」

　なんだか自分がムキになっているような気がして、

「いい友達だとは、思うよ」と付け足した。

「そうか……」

　尊たけるは嚙かみしめるように頷うなずく。

「なんで、突然、そんなこと聞いたんだよ？」

「あのさ……」

　意を決したように、尊たけるは言った。

「オレ、萌ほう月づきに告白してもいいかな？」

「……………………………………へ？」

「萌ほう月づきと付き合いたいんだ」

「……尊たける、来らい夏かのことが好きなのか？」

　逡しゆん巡じゆんするように尊たけるは視し線せんを彷徨さまよわせていたけれど、「そうだよ」と頷いた。

　リアクションに困った僕は、鼻の頭を人差し指で搔かいて、

「ふうん。なんていうか、悪趣しゆ味みだね……。あの来らい夏かを好きになるなんて」

「なにいってんだよ、萌ほう月づきって結けつ構こう人気あるんだぜ？」

「そうなの？」

「かなり可愛いしさ」

　まあ、来らい夏かはどちらかと言えば可愛い部類に入るかもしれない。僕は見み飽あきてしまっているので、どうも思わないけど。

　尊たけるは日に焼けた顔を少し赤くしながら、

「む……胸むねもデカイしさ。スタイルいいって評ひよう判ばんだぜ？　猿さ渡わたりなんて、『ぜひお願いしたい！』とか言ってたし」

「お願いって、なにをだよ」

　ツッコミつつも、内心で首しゆ肯こうしていた。来らい夏かのスタイルが良いってのは、僕も認みとめるにやぶさかじゃない。

　昔はペッタンコだったのに、今じゃとんでもなく成長してしまったんだ。

　……そういえば、いつだったかこんな言い合いをしたことがあったっけ。子こ供どもの頃ころ、平たいらな胸を僕がバカにすると、

「むむー！　私だって成長するよ！」

「無理だね。来らい夏かみたいにちっこいヤツは、絶ぜつ対たいに大きくならないよ」

「……ひーちゃん、おっきい方が好きなの？」

「ま、どっちかって言うとね」

「それじゃ、絶対に大きくするもん！　ひーちゃんのバカー！」

　気合いだけで大きくなれば苦労しないと、そのときは笑ったんだけど、いつの間にやら本当に成長してしまった。負けず嫌いココに極きわまれりって感じだね。

「それになによりさ、萌ほう月づきって性せい格かくいいだろ。明るくて、いつも笑ってるし」

「ガサツだし、暴ぼう力りよく的だし、いつも喧けん嘩か腰ごしだし、口は悪いし……アレなとこ多いと思うよ？」

「それは密ひそかを相手にしたときだけだよ。萌ほう月づき、男女問わず友達多いだろ」

「まあね……」

　それについてもまったく異い論ろんがない。来らい夏かは、多くの友達に囲まれて、一緒に笑っているようなヤツ。僕とはまるで正反対の女の子なんだ。

「なあ、オレ……萌ほう月づきにコクってもいいかな？」

「なんで僕に確かく認にんとるんだよ？」

「いちお、聞いておいた方がいいと思ってさ」

「いいもなにもないよ。好きにすればいいだろ？　僕が口を出すようなことじゃない」

　僕の言葉に、尊たけるは一いつ瞬しゆんひるんだような顔をした。

「本当にいいんだな？」

「……もし、来らい夏かと付き合うことになったら、祝福させてもらうよ」

　僕が肩を竦めた、そのとき。

「あっ」と、尊たけるは小さく声をあげた。

　給水塔からは、グラウンド全体が見み渡わたせる。その中央を車くるま椅い子すの女の子が横切っていた。

「凪なぎ紗さのヤツ、待ってろって言ったのに……。くそっ。あのワガママ女っ」

　吐はき捨すてるようにそう言うと、尊たけるは僕の方に向き直った。

「それじゃ、そういうわけだからさ！　よろしく頼たのむよ！」

　なにがよろしくなのかわかんないけど、尊たけるは僕に敬けい礼れいをすると、給水塔のハシゴに足をかけた。ハシゴの途と中ちゆうで飛び降おりて、走って行ってしまう。

　ダッシュで階かい段だんを駆かけ降りたのだろう。一分とかからずに、尊たけるは、凪なぎ紗さに追いついた。

　屋上にいる僕にまで聞こえるぐらい大声で、凪なぎ紗さは怒ど鳴なった。

「どこにいたのよ!?　プールを見に行きたいって言ってたでしょ!?」

「放課後まで待てって言ったろ！　だいたい、なんでこの時期にプールなんだよ!?」

「うっさいわね！　アンタはあたしに従したがっとけばいいのよ！」

　なおも言い合いをしつつ、尊たけるは凪なぎ紗さの車椅子を押していった。プールの方へ消えていく。

　給水塔の屋根の上に寝転がった。

「それにしても尊たけるが来らい夏かをねぇ……」

　見上げた青く高い空には、ぽっかりと白い雲が浮かんでいる。

「なんつーか、青春だな」

　ヒトゴトみたいに感想を述のべた。

　っていうか、完全無欠にヒトゴトなんだけどね。

　昼寝しようと思ったのに休み時間残り少なくなっちゃったな……とか思いながら、僕はゆっくりと目を閉とじた。




　妙みような夢ゆめを見た。

　夢の中、僕はバイクに跨またがっていた。夢であることを自覚している──いわゆる《明めい晰せき夢む》というヤツか。

　一〇〇キロオーバーで吹き飛んでいく背景。凶きよう暴ぼうな風が僕を襲う。太ふと腿ももに力を込め、車体をグリップする。懸けん命めいにバランスを取りつつ、僕はなおもスロットルを回した。

　なぜ、バイクに乗ってるんだろう？

　僕がバイクに乗るときは、《緊きん急きゆう事じ態たい》と決まっている。

　夜中、街を守るために奔ほん走そうするときも、移い動どう手しゆ段だんは自転車が主なんだ。どうしても急いでいる場合だけ単車に乗るようにしている。

　バイクの使用を避さけるワケはいろいろあるんだけど……その一つが、ガソリンの値ね段だんだね。最近、価格が異様に上がってて、リッター三〇〇円に迫せまる勢いきおいだっていうんだから、馬ば鹿かげてる。

　そして、一番大きな理由は──目立つからだったりする。

　日にち没ぼつ後の方が天使の出しゆつ現げん率りつが高まる。だから、夜間はジエータイや警けい察さつが巡じゆん回かいしていたりするんだ。夜な夜なバイクで走り回っているところを見つかったら、言い訳わけに窮きゆうしてしまうだろう。表向き人じん畜ちく無害な高校生を装よそおっている僕としては、それは避けたい。

　だから、普段はバイクは使わないようにしてるんだけど……

　夢の中の僕は、バイクで疾しつ走そうしていた。排はい気き音おんが僕の鼓こ膜まくを激はげしく揺ゆらす。

　なにを急いでいるんだろう？

　しばらく進むと、高く白い壁かべが左手に見えてきた。その壁に沿そうように、僕はバイクを走らせていく。その光景を見て、ようやく気づいた。

　ここは凪なぎ紗さの家──凪なぎ紗さが天使に襲われたときのようすを夢に見ているんだ。

　ビデオを再生するように。小説を読み返すみたいに。追体験している。

　大きな門の前で、バイクを停めた。

　開け放たれた門もん扉ぴの向こうに、大きなお屋や敷しきが見える。食べ物にハエがたかるみたいに、屋敷の周りに白い天使が飛び回っていた。錆さびついた鋸のこぎりの刃はを飛ばして、天使は屋敷を粉粉に破は壊かいしてしまう。

　銃じゆうを片かた手てに、僕は門の中へ駆かけ込んだ。綺き麗れいに手入れされた日本庭園を駆け抜ける。

　しかし、その足がすぐに止まった。

「お父さん！　お母さん！　しっかりして！」

　血ち塗まみれになった凪なぎ紗さが叫さけんでいた。彼女の両りよう脚あしには鋸の刃が突つき刺ささっている。

「お願い！　目を覚ましてよっ！　早く逃にげなきゃ……死んじゃうよ！」

　凪なぎ紗さの両親らしき人に、呼びかけている。

　だけど、それが無む駄だなことは一目見てわかった。

　父親も母親も、身体からだを真っ二つに引き裂かれていたんだ。

「お父さんっ！　お母さんっ！　起きてよっ！」

　上半身だけになってしまった両親が目を覚ますはずなんてないのに。凪なぎ紗さはボロ切れみたいになった二人にすがりついて泣き叫んだ。

　オオオオオオオオオォォォォ──……

　天使が悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげた。月夜の空が裂さけ、光の帯が降ふり注そそいだ。

　元は凪なぎ紗さの家であったであろう残ざん骸がいが、空へと昇のぼっていく。

「嫌いやァァァ──っ!!」

　凪なぎ紗さは涙なみだを流しながら、絶叫した。

　そんなようすを、僕は黙だまって見つめていた。

　悔くやしさも、悲しさもほとんど感じない。

　けが人がクラスメイトだったことは、少しだけ気になった。水泳部のエースだった凪なぎ紗さがもう二度と泳ぐことができない身体になってしまったのは気の毒だなと、ちょっと思った。だけど、その感情すらも、すぐに薄うすれていく。

　気の毒がってあげたところで、なにも変わらないからね。

　無駄なことは考えない主しゆ義ぎなんだ。

　クラスメイトの家が天使に襲おそわれた。急いで助けに向かったけれど、間に合わなかった。

《邸てい宅たくが一軒けん》と《人間が二人》回かい収しゆうされ、《けが人が一人》生み出された。

　その結果──また一歩、街が《死》に近づいてしまった。

　目の前で繰くり広げられている光景は、僕にとってそれ以上の意味を持たない。

　僕にできることと言えば、救急車を呼んでやることぐらいだろう。

　無言のまま、その場を立ち去ろうとして──そこで、目が覚めた。

　給きゆう水すい塔とうの上に横たわる僕。目の前に広がる高い空。

　昼休みの終わりを告げるチャイムが、鳴り響ひびいている。

「今日は図書館に行くべきだったね……」

　目を閉じて。三つ数える。ココロに再起動をかけて、

「さあ、授じゆ業ぎように出よう」

　敢あえて口に出して言いながら、僕は立ち上がった。
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「ひーちゃん。起きてる？」

　その夜。一〇時過すぎ。僕の部屋。

　窓まどの外から声がした。

　カーテンを開くと、向かいの家の窓から、来らい夏かが顔を出しているのが見えた。パジャマの上からカーディガンを羽は織おっている来らい夏かの頰ほおは上気していた。髪かみもほのかに濡ぬれている。風ふ呂ろ上がりなのだろう。

　来らい夏かは隣となりの家に住んでいて、お互たがいの部屋は一メートルちょいしか離はなれていない。二人して手を伸のばせば、余よ裕ゆうで握あく手しゆができそうな距きよ離りだ。

「起きてるよ。ってか、こんな時間には寝れないって」

「そっか。そだよね。ごめんね、突然、声かけて」

　珍しくしおらしい調子で、来らい夏かは謝あやまった。

「それで、なにか用？」

「あ、あのさ……」濡ぬれ髪を指先で何度も弄いじりながら「ひーちゃん、まだ進路の紙、出してないよね？」

　そういえば卒業後の進路調ちよう査さの用紙を配られたまま出してなかったっけ。

「特に夢とか希望とかないからさ。白紙で出そうかと思ってるんだけど」

「そんなの困こまるよ！」

　焦あせったように来らい夏かは言い募つのった。

「なんで、来らい夏かが困るんだ？」

「え？　それはその……ほら、なんていうか……」

　幼なじみはバツが悪そうな表情で、

「そう！　進路の紙を集めなきゃいけないから、いいんちょも困っててさ！」

　返答に詰つまって、指先で頰を搔かいた。

　僕は──卒業の日に《殺される》と決めている。

　だから、僕には《卒業後の進路》なんてものは存そん在ざいしないんだ。

　とはいえ。

　来夏に、それを言うわけにはいかないから、曖あい昧まいに笑って頷うなずいてみせた。

「わかった。テキトーに書いて出しとくよ」

「テキトーじゃダメだよ！　いちお、真ま面じ目めに考えて出してね。世界はこんな風になっちゃったけど……いつ《世界滅亡カーテンコール》が終わるかわかんないしさ」

「……そうだね。いつ、終わるかわからないもんな」

　本当は、いつ終わるかわかってるんだけどね。

　世界滅亡カーテンコールが終わるのも、卒業の日だ。

〝あの人〟が戻もどってきてくれさえすれば、

〝あの人〟が僕を殺してくれさえすれば、

　世界は、救われる。

「世界滅亡カーテンコールがはじまったときだって、すっごい突然だったもん。急に終わっちゃうかもしれないよ。明日あたりっ」

「そしたら世界中大パニックだな」

「お祭り騒さわぎの大騒ぎだよっ。みんなでパーティとかしなきゃね！　世界が平和になっておめでとうパーティ！」

「そんなパーティ、できたらいいな」

「……うんっ」

　来らい夏かの声は弾はずむようだったのに、頷いたときの表情はなぜだか切なげだった。

　街中に積まれた瓦礫の上を渡わたってきたのだろう。ほこりっぽい臭においのする冷たい風が僕たちの間を駆け抜けた。

　小さく震ふるえて、来らい夏かはカーディガンの胸むな元もとをかき合わせる。

「湯冷めしちゃうぞ。用よう件けんはそれだけ？　だったら、もう寝なよ」

「わ、私ねっ」慌あわてたように、来らい夏かはつけ加えた。

　だけど、その先の言葉をなかなか口にしようとしない。ギュッと唇くちびるを引き結んで、うつむいている。

「どうかしたの？」

「えへへ……尊たけるくんにコクられちゃった」

　へえ。尊たけるのヤツ、本当に告白したんだ。ひょっとしたら、なにかの冗じよう談だんかもしれないと思ってたんだけど。

　湯上がりの赤い頰をさらに真っ赤に染そめて、うつむいたまま来らい夏かは捲まくし立てる。

「こ、困っちゃうよね！　突然、『好きだから、付き合って欲ほしい』なんて言われたってさ！　尊たけるくんのことなんて、サッカーが得意なクラスメイトとしか思ってなかったし！ホント、ビックリだよ！」

　ひとしきり喋しやべりまくると来らい夏かは顔をあげた。イタズラを咎とがめられた子こ供どもみたいなようすで僕の表情をうかがう。

「ど……どうしたら、いいと、思う？」

「どうしたらって、来らい夏かの好きにすればいいだろ。僕に聞かれても困るよ」

　しゃくり上げるみたいに、来らい夏かは「ひぅっ」と言葉を詰まらせた。

「で、でもさ……っ！　ひーちゃんは、少しは気になったりしないのかな？　私が、その……告白されちゃったりなんかしちゃったりして……」

「まあ、多少は気になるよ」

「ホントにっ？」

　パッと来らい夏かは顔を輝かがやかせた。

「幼なじみだからね。不幸になるよりは、幸せになってくれた方が嬉うれしいしさ」

「そういう、意味なんだ……」

　ライトをオフにしたみたいに、幼なじみの表情が暗くなる。

「来らい夏かって浮ういた噂うわさゼンゼン聞かないだろ。高校生活も残り一年なのに、このままで大丈夫かよ？　なんて、少し心配してたんだよ。良かったじゃないか。きみみたいなガサツな女の子でも、好きになってくれるヤツがいて」

「…………」

　来らい夏かは黙だまったまま、切なげに僕を見つめていた。

「交こう際さいするとなったら祝福させてもらうよ。尊たけるはイイヤツだ。友達も多いし。きみと同じで明るいしね。きっと毎日、楽しいと思うよ」

「ひーちゃん……ひーちゃんは、さ……」

　なぜだろう。来らい夏かは叱しかられた子犬みたいにカラダを震わせていた。

　告白されるなんて、喜ばしいことなんだから、もっと明るい顔してりゃいいのにな？　どうしたっていうんだ？

　僕が首を傾かしげた──そのときだ。

　ゾクリ、と。

　気持ちの悪い感覚が、僕の背せ筋すじを駆け抜けた。

　絶ぜつ対たい零れい度どの寒気。圧あつ倒とう的な悪お寒かん。凶きよう悪あくな予感。

　僕は、この感覚を《違い和わ感かん》と呼んでいる。

　これは天使が出現する予兆なんだ。

「じゃ、僕は用事があるから。お喋りはおしまいにしよう」

「ま、待ってよ、ひーちゃん！　……私が尊たけるくんと付き合っても、いいのっ？」

「だから、それは僕が決めることじゃない。勝手にしなよ」

「勝手にしろって……そんなの酷ひどいよっ！」

「それじゃ、また明日、学校でね」

　僕は話を打ち切って、窓まどを閉しめた。

　ガラスの向こう側。檻おりに閉とじこめられた動物みたいな絶望的な表情で、来らい夏かは僕を見つめていた。その瞳ひとみに微かすかに涙の粒つぶが光っているように見えたのは……気のせいかな。

　ま、気のせいだよな。どちらかと言えば、喜ばしい話なんだから泣く意味がわからない。

　っていうか、どうして僕は『酷い』なんて言われたんだ？　酷いことを言ったつもりはないんだけど。

　カーテンを閉めるのと同時に、無む駄だな思考も閉め出した。天使が襲ってくるんだ。くだらないことを考えてる場合じゃない。

　押おし入れの奥おくに隠かくしているトランクを引っ張ぱり出した。ナンバー錠じようの数字を揃そろえてフタを開く。中には拳けん銃じゆうや弾だん丸がんが綺き麗れいに整理して入れてあった。

　弾たまを込こめてあるＳスミス＆Ｗウエツソンを引っつかみ、押し入れにトランクを蹴けりこんで駆け出す。

　自転車に飛び乗り、タチ漕こぎで一気に加速した。

　漂ただよってくる《違和感》に神しん経けいを研とぎ澄すまし、そちらに向けてハンドルを切る。この気持ち悪い感覚を辿たどっていけば、必ず天使の出現場所に行き当たるんだ。

　天使が攻こう撃げきをはじめる前に行かなければ、街が破は壊かいされてしまう。そうなる前に、辿たどり着かなくちゃいけない。

　懸けん命めいにペダルを漕ぎながら、いつの間にか僕は小さく歌を口ずさんでいた。

　タイトルは──《Loves, so that want to kill.殺したいほど、 愛してる》

　マイナーなオールディーズだ。天使との戦いの前に、〝あの人〟がいつも唄うたっていたから、僕も覚えてしまった。




♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、 想像してみるの。 あなたがいない明日を

　The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、 星もまたたかないわ

　A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、 小鳥も唄うのをやめるの

　I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、 あなたがいなければ、 世界に意味なんてないってこと

　I love you. Loves, so that want to kill.だって、 あなたを愛しているから。 殺したいほど愛してる




　僕の脳のう裏りに浮かんでいたものは、

　来らい夏かの顔でも、クラスメイトたちのことでも、ましてや天使のことでもなく、

〝あの人〟の優やさしい笑顔だった。

　天使の現れるであろう場所に通じるこの道が──〝あの人〟が消えていった桜さくら霞がすみの向こう側へと通じていることを信じて、僕は懸命にペダルを漕こぎ続けた。
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　来らい夏かと尊たけるが付き合うことになったと知ったのは、その翌よく日じつのことだ。





【卒業まで　残り３６２日】









　　　対たい話わ篇へん──Last meets First Ⅱ　３月24日（火）23時49分







　それはまるで、桜の花びらが舞い散るように──冷たくない雪が空を舞いはじめた。《紙吹雪》と呼ばれているそれは、なにかが回収されたあとに降ってくる。僕の四し肢し──いや三さん肢しか──を、確かに回収しましたという領りよう収しゆう証しようのつもりなのかもしれないね。

　岩に腰かけている〝そいつ〟は、舞い散る雪に視線を這はわせながら言葉を紡つむいだ。

「あなたは学校生活を楽しんでいるようですね。不死身のバケモノだってことをクラスメイトにはひた隠かくしにし、普ふ通つうの生徒を装よそおって──」

　少年は、銀色の髪かみをかき上げて、《紙吹雪》を払はらった。身体からだに着けたクロスがシャランと涼すずしげな音を立てる。

「あなたは、《世界で一番不幸な男》なのです。大人しく部屋にでも閉じこもっているのがお似に合あいだと、ボクは思いますよ」

　少年との会話がはじまって三分が経けい過かした。太ふと腿ももの中なか程ほどを修しゆう復ふく中だ。完全に復活するまで後一〇分はかかる。

　それまでは会話に付き合うしかないよな。

「僕ぼくのどこが不運だって言うんだ」

「自分が不運じゃないとでも思っているのですか？　いいでしょう。少し思考実験をしてみましょうか」

　芝しば居いがかった動作で、〝そいつ〟は手を横に広げた。

「地球上に六〇億の人間がいたとして、その全員が死ぬとします。着々と滅めつ亡ぼうに向かう世界。確かく実じつに減へっていく人類。

　さて、ここで問題です──

《死ぬ順番を選べるとした場合、何番目が最も人気があるでしょうね？》」

　さあね──？　気のない相づちを打つまえに、〝そいつ〟は勝手に話を進めた。

「当然《一番》は不人気でしょう」

「まあ、早死にするのを望むヤツは少ないだろうからね。ただ……」

「ただ、なんです？」

「それでも一番はじめを選ぶヤツはいるかもしれない。世界が一番平和な時に死ねるんだ。なにも知らないで死ねるなら、それは幸せだろ。それに、一番はじめに死ねるなら、その《死の価値》は最大だ」

　僕の答えに、〝そいつ〟は頷うなずいた。

「確かに、そういう考え方もありますね。一〇億の人間が死んだ後では、《死》はありきたりな茶番となります。人は皆みな、自分の死を特別視して欲しいと願っているものです。そういった意味で、一番目は付加価か値ちが高いと言えるかもしれません。あなたらしい答えですね」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　肩かたを竦すくめた僕を、冷たい瞳ひとみで見下ろしながら、〝そいつ〟は口を開く。

「時間がもったいないですから、結けつ論ろんを言ってしまうと──ボクは《四〇億番目》ぐらいが最も人気が高くなると思っています」

「どうして、そう思う？」

「人間というのは弱い生物ですからね。不幸のレベルが一定を超こえると、死を望みはじめます。絶望の中では、死は甘かん美びな誘ゆう惑わくとなるのです」

「つまり、きみはこう言いたいわけか。多くの人間が失われ、もはやマトモな社会生活が営いとなめなくなれば……人々は《生》よりも《死》を望むようになる、と」

「その通りです。南米のようすをこの目で見ましたが、ボクの考えを裏うら付づけるような地じ獄ごく絵図が展てん開かいされていましたよ」

《世界滅亡カーテンコール》がはじまったのは、地球の裏側。ブラジルのあたりからだと言われている。

　天使の一いち団だんが襲おそってきて、リオデジャネイロが一夜にして灰かい燼じんに帰し──回かい収しゆうされた。

　っていうか、《世界滅亡カーテンコール》がはじまって以来、渡と航こう許きよ可かがなかなか下りなくなったハズなんだけどね。特に南米は、危き険けん度どマックスの渡航禁きん止し区く域いきだ。そこを《見てきた》って、どういうことだ？

〝そいつ〟は、冷たい声で続ける。

「天使によってブラジルの人口は三分の二ほどが奪うばわれ、残りは人間同士が殺し合って、滅めつ亡ぼうしました」

「……全滅したのか」

「ほぼ、全滅です。今は焼け野原のようになった国土が広がるばかり。わずかに残る人間も天使に《回収》されるか、上位の天使──熾天使セラフイムや智天使ケルビムが残した爪つめ痕あとによって死ぬでしょう」

「爪痕？」

「放ほう射しや能のうや細さい菌きんや毒物など、《天使の毒エンジエル・ダスト》と呼よばれているものです。後は《大回収》を待つばかりという状態ですよ」

　やけに誇ほこらしげに語っているのが気になりつつも、僕は答えた。

「人類が《回収》されていくスピードが、地球上において一定じゃない──地域によって偏かたよりがあるから、一いち概がいには言えないけど《地球上の人類が三分の二ほど消滅した段階で、社会的な生活は維持できなくなる》と、きみは仮か定ていしたってことだね」

「ええ。そのぐらいの人類が失われれば、文明の復ふつ興こうは不可能でしょう」

「だったら、きみが言った四〇億という数字は、なかなかイイセンついてるかもしれないな。それだけの人類が失われれば、もはや文明が再生できない。滅びに向かって不ふ可か逆ぎやくだろう。ほどよくみんな生きていて、ほどよく人類が失われて、ほどよく不幸で、ほどよく幸せで──うん。四〇億番目というのは、悪くない推すい論ろんだ」

　同意するのが当然だ、とでも言いたげなようすで、少年は自分の唇くちびるを手て袋ぶくろをした指先でスッと撫なでた。それがクセなのだろうか？　綺き麗れいな女顔をしているせいか、そんな動作がやけに似に合あっていた。

「人口が残り少なくなればなるほど、世界滅亡カーテンコールが進めば進むほど生きることは困こん難なんとなります。死への欲よつ求きゆうは高まっていくのです。厳きびしい生と甘美な死とを天てん秤びんにかけて、人間は壮そう絶ぜつなせめぎ合いをはじめるでしょう。《人間らしい死》を望むのは当然の帰結です」

「……そうかもしれないね」

「では、ここで、もう一度聞きますよ？」

〝そいつ〟は、唇の端はしを曲げるようにして嗤わらって、

「それでも、まだ、あなたは自分が不運じゃないと言うんですか？」

「なにが言いたいんだ」

「では、もっとハッキリ言いましょう。シドウヒソカ」

　輝かがやく月光の下、〝そいつ〟は僕を真まっ直すぐに見つめた。

　そして、医者が死を宣せん告こくするような無む機き質しつな口調で、言い放つ。

「あなたは《オメガ》です」

　否ひ定ていも肯こう定ていもせず〝そいつ〟をにらみ返した。

　その沈ちん黙もくを少年は肯定と受け取ったようだ。

「オメガは──最後の人類。世界の人口が六〇億ならば、六〇億番目に死ぬことが決まっています。社会が崩ほう壊かいし、文明が瓦が解かいして、死がどんなに甘美な誘惑となっても、あなたは死ねません。人類が滅ほろびる瞬しゆん間かんまで、決して死ぬことが許ゆるされないのです。──そんな自分を、不運だとは思わないんですか？」

　さっきのくだらない推論は《思考実験》なんかじゃないね。単なる《当てこすり》だ。

　文もん句くをつけたいのをグッと堪こらえて言ってやった。

「何度でも言わせてもらうよ。僕は、不運なんかじゃない。むしろ天下無む双そうのラッキーボーイだね」

「呆あきれますね」

「呆れついでに、もう一つ言わせてもらう」

　無事だった方の左手で、僕は〝そいつ〟を指さして、

「さっききみは、僕が『日にち常じよう生活を楽しんでいる』と言ったけど、それも間ま違ちがってるよ」

「そうでしょうか。くだらないことで騒さわぎ立て、惚ほれた腫はれたに巻まき込こまれて……まるで、普ふ通つうの高校生のように見えましたよ」

　なにを勝手に人を観察してやがるんだよ、なんて思いながら僕は答える。

「楽しんじゃいないよ。クラスメイトたちと過すごす日々は《指標》に過ぎない」

「指標？」

「そ。学校がマトモに機能しているか否いなか──それを推おし量はかるための指標に過ぎないんだ」

「そのためだけに、学校に通っているのですか？」

〝そいつ〟の問いに、僕はキッパリと言い切った。

「ああ。僕にとって今や《学校生活》に、それ以上の意味はない」

「指標、ですか。まあいい。そういうことにしておきましょう」

「なにか言いたいことがありそうだね」

「いろいろと思うところがありますが、……先に別の質問をさせてもらうことにします」

〝そいつ〟は、リップでも塗ぬるみたいに唇をスッと指でなぞった後で、尋たずねてきた。

「ヒソカ。あなたにとって《恋れん愛あい》とはなんですか？」

















３月13日（金）

　僕のいる場所。届かない向こう側。















　熊くまが出しゆつ没ぼつした。




　昨日の夜も、僕ぼくは天使を追い払はらうために自転車で街中を駆かけずり回っていた。そのせいで食しよく欲よくは乏とぼしいけれど睡すい眠みん欲よくは旺おう盛せいな僕は、寝ね坊ぼうしてしまったんだ。

　どうせ寝坊するならいっそ昼過ぎとかに目が覚めてくれれば良かったんだけど……

　ガバッと飛び起きて目覚まし時計を確かく認にんしたところ──幸か不幸か時計の針はりは自転車でカッ飛ばせばギリギリで間に合いそうな時間を指していた。

　速そつ攻こうで支し度たくをして自転車に飛び乗り、ペダルを漕こぎ降おろすこと五分。

　すっかり、息も上がってきた頃ころに。

　プスン。

　気の抜ぬけるような音を立てて、自転車のタイヤがパンクした。

　これで遅ち刻こくは確定だ。だったら、もっと寝てれば良かったよ。

　自転車を押おして学校に向かって歩いた。

　僕の通う桜さくらヶが丘おか高校は高台に建っていて、校門の前にはラスボスみたいに急坂が立ちはだかってる。自転車を押して登っていくのはダルいなと思っていたところで、

「きゃああああああああああ！　だ、誰だれか止めてっ！」

　もの凄すごい勢いきおいで車くるま椅い子すが、坂道をバックしてきていた。反はん射しや的に自転車を放ほうり出して、車椅子を受け止めようと道路に飛び出す。

　と、僕の目の前で、車椅子は路ろ肩かたに乗り上げてバランスを崩くずした。

「きゃあっ!?」

　車椅子に座すわっていた制せい服ふく姿すがたの女の子が、空中に投げ出される。

　その娘コに飛びついて抱だき留とめた。勢いを殺すために、アスファルトの上を転がる。

　……っていうか、なにやってるんだ、僕は。

　咄とつ嗟さのことだったから助けちゃったよ。

　今からでも遅くないから女の子を突つき飛ばして逃にげようかな、なぁんて思った僕の目の前に、熊が出しゆつ没ぼつしたんだ。

　ある日、森の中、熊さんに出で逢あうぐらいの唐とう突とつさで。

　正確に言うと、クマさんのバックプリントと言うべきかな。

　僕の胸むねの上に後ろ向きに座って女の子は目を回していたんだけどスカートがまくれ上がっちゃってたんだ。

　すっごいファンシーな顔立ちなのに、目つきが悪くて頰ほおに傷きずのあるクマさん──たしか、《クマのヤーさん》とかってキャラじゃなかったっけ。任にん俠きよう系けいのクマだそうだ。妹もこのキャラクターが好きで、クレーンゲームで取った人形を飾かざってたから、なんとなく覚えてる。その可愛かわいいキャラクターが、おしりにデカデカと。

　女の子がフリーズ状じよう態たいから復ふつ帰きし、再さい起動に成功したらしい。

　スカートがすごいことになっていると気づいて、慌あわてて裾すそを押さえた。残ざん像ぞうが見えそうな勢いで振ふり向く。ツインテールの髪かみが、なにかの武ぶ器きみたいに揺ゆれた。

「し、椎し堂どうくんっ!?」

　クラスメイトの片かた桐ぎり凪なぎ紗さだった。

　僕は軽く手を挙あげて、

「やあ、おはよう。凪なぎ紗さ」

　スカートの裾をギュッと握にぎり、顔を真っ赤にして凪なぎ紗さは僕を睨にらみつける。

「…………………………………………………………………………………………見た？」

「……随ずい分ぶん、子こ供どもっぽいぱんつはいてるんだね」

　言い切る前に、胸むな元もとを殴おう打だされた。

「うっさいわね！　す……好きなのよ、このキャラがっ！」

「ゲホゲホ……へえ、思ったよりも、ファンシー趣しゆ味みなんだ」

　胸を叩かれて、ちょっぴりムセながら僕は答えた。

　凪なぎ紗さって気が強い方だから、そういう可愛らしいものには興きよう味みがないタイプだと思ってたんだけど、偏へん見けんだったようだ。

「っていうか、さっき見たものは、一いつ刻こくも早く忘わすれなさい！　ほら、いつまで寝てるの!?　さっさと起きあがって、あたしを立たせてよ！」

「だったら、そのまえにどいてくれないか」

　助けてやったのに、随ずい分ぶんな言い草だね。まあ、感かん謝しやされてもリアクションに困こまるだけだから、それよりはマシだけど。

　鼻を鳴らしながら、凪なぎ紗さは腰こしをずらしてアスファルトの上に腰を下ろした。立ち上がった僕は倒たおれた車椅子を彼女に近づけ、座らせてあげる。幸い、車椅子に異い常じようはないようだ。

「押しなさいっ」

　さも当然と言いたげな口調で、凪なぎ紗さは命じてきた。

　自転車を押していかなくちゃいけないんだけど──と言っても無む駄だだろうね。それに、彼女一人で坂道を登るのは大変そうだ。仕方なく車椅子を押していってやることにした。見み捨すてていきたいのはやまやまだけど、あとでどんな噂うわさが立つかわからないし。

「なんで、今日は一人なんだよ？　いつも、尊たけるが一いつ緒しよなのに」

　確たしか凪なぎ紗さは、坂下のバス停まではバスで通学して、坂は一緒に登校してきた尊たけるに押していってもらってたハズだ。

　凪なぎ紗さと尊たけるがケンカしながら坂を登ってる風景は、朝の風ふう物ぶつ詩しの一つとなっていて──

「ほら、もっとキビキビ押しなさい！」

「これでも、頑がん張ばって押してるよ！　おまえが重いから悪いんだろ！　っていうか、なんでオレが、おまえの世話なんかしなきゃいけないんだよ!?」

「なによ!?　イヤだっていうの!?」

「イヤに決まってるだろ！　親にやれって言われなかったら、ぜってぇしねえよ！　おまえの世話なんて！」

「ママの言いつけだから、守ってるんでちゅかー？　ふんっ、カッコワルいわねっ！」

「ンだとっ!?　ホントに怒おこるぞ！」

「うっさいわね！　あんたはゲボクなの！　あたしに従したがってればいいのよ！」

　──とまあ、こんな感じのやり取りが、毎朝のように繰くり広げられていたんだ。

　坂道を押していくのは、結けつ構こうな重労働だった。さんざん罵ののしられながらも、毎朝のように凪なぎ紗さを学校に連れてってあげていた尊たけるって、実はすごいヤツなのかもしれない。

「今日は、尊たけるはどうしたの？　風邪かぜでも引いたのか」

「ふんっ。あいつはバカだから風邪なんか引かないわよ」

　うわ。これまたヒドイ言いようだね。

　凪なぎ紗さは肩越しに振り返って、

「椎し堂どうくん知らないの？　尊たけるのヤツ、来らい夏かと付き合うことになったのよ」

「いや、初耳」

　ふむ。来らい夏か、ＯＫしたのか。なんだか迷まよってたみたいだけど。これは祝福してやんなきゃいけないな。

　バレンタインデーのお返しがてら、なにか記念品でも贈おくってやろう──頭の隅すみっこにメモしておく。バレンタインに「義ぎ理りだからね！」とか言いながらチョコを押しつけてくるくせに、ホワイトデーになにも返さないと、来らい夏かってば怒おこるんだよね。

「さすがにカノジョがいる男をコキ使うのもどうかと思ったのよ。ほら、やっぱ、来らい夏かに悪いでしょ？　だから、今朝は一人で来ることにしたってわけ」

「なるほど。……大変だね。これから毎朝一人じゃ」

「それは……余よ計けいな心配よ。明日からは叔父おじが車で送り迎むかえしてくれる予定なの」

「あれ？　叔父さんなんかいたっけ？」

「……ちょうど一週間ぐらい前から、ウチに来てるの」

　話題を変えるように凪なぎ紗さは、少し声のトーンを高めて、

「っていうか、椎し堂どうくんは、なんか感想はないわけ？」

「感想って？」

「来らい夏かってさ、椎し堂どうくんのことが好きでしょ？」

「……は？　なにを言ってるんだ。そんなことあるわけないだろ？　来らい夏かは僕のことを《幼おさななじみの腐くされ縁えん》としか思っていないはずだよ」

「ちょっと……それ、マジで言ってんの？」

「マジもマジ。大マジだよ」

「どう考えても《好き好き光線ビーム》出まくってると思うわよ？　来らい夏かは必死に否ひ定ていしてるけど、バレバレじゃない！」

「ことあるごとに突っかかってきて、すぐに暴ぼう力りよくを振るうことを《好き好き光線ビームを出す》なんて表ひよう現げんするのか。初めて知ったよ」

　大げさな動作で天を仰あおぎ、凪なぎ紗さは「うわぁ……来らい夏か、可哀かわい想そう……」と声をあげた。

「驚おどろいた。本気で気づいてないのね。どんだけ鈍どん感かんなのよ。それとも気づいているのに、知らんぷりしてるの？」

「悪いけど、僕は鈍感なんかじゃないよ。猿さ渡わたりなんかには《不ふ燃ねん物ぶつのゴミ箱》なんて言われるぐらいなんだからさ」

「クールで《不燃物もえない》ヤツってこと？」

「《不燃物ビン・カン》なヤツだってこと」

「うっわ、オヤヂギャグだよ、それっ。二点」

「五段階評価で？」

「ううん、一〇〇点満点で」

　凪なぎ紗さはジョークには容よう赦しやなく厳きびしい人らしかった。

「冗じよう談だんはさておき……。もしも来らい夏かが僕に好意を抱いだいてるとしたら、ちゃんと気づくよ。断だん言げんできるね。来らい夏かは僕のことを好きじゃないね」

　それに、僕には来らい夏かに好いてもらえる資し格かくはないよ。僕は来らい夏かを傷きずつけて壊こわそうとした酷ひどい男なんだから──そう付け加えようと思ったけど、ここで言うべき言葉ではないと判はん断だんして、言葉を飲み込んだ。

「ひょっとして、椎し堂どうくんって好きな人とかいるの？　その人のことしか見えてないから、来らい夏かの気持ちに気づかないとか。いわゆる、《恋こいは盲もう目もく》ってヤツ？」

「それは言葉の使い方が違ちがうと思うけどね」

　そう答えながらも、僕はココロの中で首しゆ肯こうしていた。

　確たしかに、僕には好きな人がいる。

　世界が滅ほろびに向かっていた中学三年の夏の日に、一生分の恋をしてしまったから。

　今の僕の人生は、ただの残りカスだ──

　そう言いきれるほどに好きな人が、僕にはいる。

　だけど僕は凪なぎ紗さに、「好きな人なんていないよ」と答えた。

〝あの人〟のことは、誰にもナイショにしているんだ。それが、どんな火種を生むかわからないから。

　ツインテールの先っぽを、凪なぎ紗さは指先に絡からめながら、

「ふうん……。それじゃ幼なじみってのがよくないのかもしれないわね。いつも一緒にいるから、お互たがいの気持ちに気づきにくいとか。そういうことって……あると思うし」

　納なつ得とくするように、凪なぎ紗さはうんうんと頷うなずいた。

　どうしても、来らい夏かの気持ちを捏ねつ造ぞうしたいみたいだね。来らい夏かが僕を好きになるなんて、あり得ないのにさ。

　その後は、テストのこととか当たり障さわりのないことを喋しやべりつつ、ゆっくりと坂を登る。どうせ遅ち刻こくは見えてるからね。

　車くるま椅い子すが校門へと着いたところで、

「あ、ここまででいいわ」

「教室まで連れていかなくていいの？」

「今日は先に職しよく員いん室しつに寄よってくことになってるの。椎し堂どうくんは先に行ってて」

「了りよう解かい」

「あ、そうだ」

　凪なぎ紗さは僕ぼくを振り返った。

「椎し堂どうくん。クラスの男どもにヘンなこと言ったら、ブッ飛ばすわよ」

「ヘンなことって？」

「あ……あたしのぱんつの柄がらとかよ！」

「わかった。凪なぎ紗さが《クマさんぱんつ》はいてたとか、言わないようにするよ」

「って、コラ！　言うなって言ってるでしょ！」

　凪なぎ紗さはパンチを繰くり出してきた。避よけることもできたけど、甘あまんじて食くらってあげる。

「ごめんごめん」

「まったくもうっ」

　凪なぎ紗さは自分で車椅子を動かし昇しよう降こう口ぐちへ向かおうとした。しかし、その手を止めて、振り返らずに言う。

「……いちお、言っとくわ。……ありがと。助かった」

「驚おどろいたな。凪なぎ紗さは、礼なんて絶対に言わないタイプだと思ってたよ」

「うっさいわね！　せっかくお礼を言ってあげたんだから素す直なおに受け止めなさいよっ！」

　振り向いた凪なぎ紗さの顔は、ちょっぴり赤く染そまっていた。かなりタカビーな女の子だから、礼を言ったりするのが苦手なのかもしれない。

「尊たけるにも言ってやればいいのに」

　なんとなく、そう言ってみた。

　凪なぎ紗さは腹はら立だたしげに眉まゆ根ねを寄せて、

「今さら尊たけるに、お礼なんて言えるわけないでしょ。いいのよ、もう、あんなヤツのことは！　じゃーねっ！」

　なぜだかものすごく怒おこりながら、車椅子を走らせて凪なぎ紗さは校こう舎しやの中に消えた。

「さて、これからどうしようかな」

　とっくに一時間目ははじまっている。ふうむ。なんて言い訳わけしようかな。「宇う宙ちゆう人じんにさらわれそうになった！」とか言ったら先生は怒るだろうか。なんてことを考えながら僕は昇降口へと向かった。




　その日は一日中、教室はお祭り騒さわぎだった。

　クラスメイト一丸となって、カップルとなった来らい夏かと尊たけるを冷やかし、祝い、喜び、羨うらやみ、からかい、騒ぎ立てたんだ。

　猿さ渡わたりからも「ホントにいいのか？」なんて耳打ちされたけれど、僕は「喜ばしいことだよ」と笑え顔がおを浮うかべておいた。

　来らい夏かの親友である雪ゆき村むら珊さん瑚ごには、わざわざ校こう舎しや裏うらまで引っ張ぱって行かれた。

　ハリセンを首くび筋すじに突つきつけられて、

「来らい夏かっちと尊たけるっちの二人は、二年生の終わりまで──修了式の日までお試ためし期間で付き合ってみて、フィーリングが合ったらそのまま交際を続けるって約束してるらしいよ。

　……私はね、密ひそかっち。あのコには、フモーな青春を送って欲ほしくない。だから、これでいいんじゃないかって思ってる。尊たけるっちと幸せになるなら、それはそれでいいって思ってるんだ。頼たのむから、来らい夏かっちのココロをかき乱みださないでやってよ」

　なぁんて、これまた意味不明なことを脅きよう迫はくめいた口調で言われた。

　いい加か減げんうんざりしながらも、作り笑いを浮かべて答える。

「来らい夏かは友達だからね。もちろん、応おう援えんさせてもらうよ」

　珊さん瑚ごは深い深いため息を吐ついて、僕の頭をハリセンで叩たたいた。

「ボケたつもりはないんだけどね？」

　僕は肩かたを竦すくめることしかできなかった。

　ホント、みんななんだっていうんだろうな。まったく。
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　三月一五日の日曜日。テスト直前の休日で、真っ当な生徒だったら最後の追い込みに必死になっているはずのこの日。

　僕は、《グランドブルー・コウガサキ》にいた。

　グランドブルーがどんな施し設せつなのか説明する前に、まずは僕たちの休日の過ごし方について語かたるべきだろう。

《カーテンコール》がはじまって、一番最初に打撃を受けたのが《娯ご楽らく》だった。

　当然だよね。生きていく上で必要のないものだから、真っ先に切り捨てられる。新曲やゲームの新タイトルも出なくなったし、新作映えい画がも封ふう切きられなくなった。ゲーセンやカラオケ店なども軒のき並なみ閉店を余よ儀ぎなくされたんだ。

　しかし。

　人類が持ち前の努力と鈍どん感かんさを発はつ揮きして《世界滅亡カーテンコール》との共きよう存ぞんを選せん択たくした現在、最も渇かつ望ぼうされたのもまた《娯楽》だった。

　暫ざん定てい政せい府ふによる復ふつ興こう奨しよう励れい策さくなんかが功こうを奏そうして、破は滅めつのはじまった六年前の水すい準じゆん──とまではいかないまでも、ある程てい度どの娯楽施し設せつは復活していた。高校生がヒマをもてあまさない程度にはね。

《グランドブルー・コウガサキ》も、そんな娯楽施設の復興計画の一いつ環かんとして、建けん造ぞうされた建物の一つだ。

　青い空。白い雲。煌きらめく砂すな浜はま。

　絵に描かいたような常とこ夏なつの雰ふん囲い気きだね。

「というか、実際に安っぽい《常夏の絵》が壁かべに描かいてあるんだけどね」

　ドーム形の建物の中に、砂を敷しき詰つめ、椰や子しの木を植え、波打つプールやウォータースライダーを配した温水プール施設。それがグランドブルーだ。

　日曜日とはいえ、春休み前のこの時期。来場者は、それほど多くはなかった。ひょっとしたら、建物を警けい備びしてるジエーカンの方ほうが数が多いんじゃないかな？

　巨きよ大だいな建造物は天使に狙ねらわれやすい。それに加えて、この場所は横浜に近かった。

　横浜といえば、誰だって五年前の《横浜大破壊ヨコハマ・カタストロフ》のことを思い出すだろう。

　熱波を発する上位の天使の攻撃を受け、横浜の街は消滅してしまったんだ。

　廃はい墟きよと化した横浜の治安は猛もう烈れつに悪化し、比ひ喩ゆでなく《北ほく斗との拳けん》の舞ぶ台たいみたいな状じよう態たいになっている。チーマーみたいな連中が縄なわ張ばり争いをして抗こう争そうを繰くり広げてる。中学生の頃ころ、入り浸びたっていたから、その治安の悪さは身に染しみて知っている。

　話が少し逸それたけど、そんなわけで天使や暴ぼう徒とから施設を守るために、周囲にはジエータイが配備されているんだ。

「勤きん勉べんなるジエーカンのみなさんのおかげで、こうしてノンビリできるんだ。感謝しなきゃいけないよね」

　ちううう。

　デッキチェアに横たわってる僕は、ストローでジュースをすすった。パイナップルとオレンジのミックスジュースかな？　うん。結けつ構こううまい。グラスにはパイナップルとクルクル回る小さな日ひ傘がさみたいなのが飾かざられていて、南国情じよう緒ちよ満点だ。《ハワイアン・ドロップス》なんて名前に恥はじぬ、豪ごう快かいにして颯さつ爽そうたるトロピカルぶりであることだなあ。

　ちううう。

「コラ！　椎し堂どうくん！」

　車くるま椅い子すに乗った片かた桐ぎり凪なぎ紗さが、僕を睨にらみつけた。ワンピース型の水着をつけている。腰に大きなパレオを巻まいているのは、きっと脚の傷きずを隠かくすためだろう。

　ちなみに、僕の格かつ好こうはカーゴパンツみたいな水着、上には白いパーカーを羽は織おっている。わざわざ上着を着ているのは、凪なぎ紗さと同じ理由──胸にある傷を隠すためだ。僕の胸の真ん中あたりに、十じゆう字じ架か形の傷きず痕あとがあるんだよね。この傷を人に見られるのが、あまり好きじゃないんだ。

「遊びに来たんじゃないのよ!?　なにをマッタリしてるのよ！」

　日傘みたいな飾りを僕は指で弾はじいて回した。

「現実逃とう避ひしてるんだよ。僕はどっちかっていうとインドア派はなんだけどな。ああ、日差しが目に眩まぶしい」

　ここは屋内で、差し込む光の半分はライトによるものなんだけど。まあ、気分的な問題だね。こういう健康的な雰ふん囲い気き、ダメなんだ。闇やみにまぎれて生きるのがお似に合あいなんだ。早く人間になりたい。

「なーにウダウダ言ってるのよっ！　ここまできて！」

　椰子の木こ陰かげから、向こう側を覗のぞき込こんだ凪なぎ紗さは「物もの陰かげに移い動どうしたわ！」と舌した打うちをした。椰子の木に手をついて、立ち上がろうとする。右足は完全に動かないけれど、左足はいくらか動かすことができるようだ。よろめきながら片かた足あし立ちして、懸けん命めいに首を巡めぐらせた。

「ああもうっ、ダメだわ！　ココからじゃ見えなくなっちゃった！」

　車椅子にどすんと座り、車輪を動かそうとする。

「砂が邪じや魔ま！　椎し堂どうくん！　手伝ってよ！」

「はいはい、わかりましたよ」

　ちううううううううっ。一気に《ハワイアン・ドロップス》を飲み干ほした僕は、デッキチェアから立ち上がった。

「どこへ移動すればいいですか？　お嬢じよう様さま」

「もっと見やすい位置に移動して！　あ、くれぐれも見つかっちゃダメよ！　慎しん重ちようかつ大だい胆たんに行動するのっ！　さあ、行って！」

　乗馬ムチでも振り回すような感じで、凪なぎ紗さは手を振ふり上げる。

「了りよう解かい」

　僕はため息を吐つきながら、車椅子を動かした。砂の上では移動するのが大変だったから、板張りのデッキを迂う回かいするようにして、更こう衣い室しつの近くにそびえる太い柱まで凪なぎ紗さを連れていってあげる。

「ここでどう？」

「上出来よ。ここならよく見えるわ！」

　柱に手を掛かけて、凪なぎ紗さはギラギラした瞳ひとみでプールの対岸を睨む。

　擬ぎ似じ的な砂浜の上に据すえられたデッキチェアに、白いビキニを着た来らい夏かがチョコンと座っていた。膝ひざを揃そろえ、ギュッと握にぎりしめた拳こぶしをその上に載のせている。

　と、両手にグラスを抱かかえた尊たけるが駆け寄ってきた。僕がさっきまで飲んでいたようなトロピカルかつファンシーなドリンクだ。

　それを受け取った来らい夏かは、必要以上にペコペコ頭を下げて受け取った。尊たけるもなぜか頭を下げながら、隣となりのデッキチェアに浅く腰かける。

　ストローに口をつけた二人は、照れたように笑い合った。

　そう──尊たけると来らい夏かは、ここへ初デートに来ているのだ。

　そして。

「ああもうっ、尊たけるのヤツ、なにイッキ飲みしてんのよ！　ドリンクなんかどうでもいいの！　もっと会話しなさいよ、バカね！」

　歯ぎしりしながら、凪なぎ紗さは尊たけるの行動に難なん癖くせをつけていた。

　彼女の任にん務むは、二人のデートがつつがなく執とり行われるかどうか確かく認にんすることらしい。

　曰いわく、「ゲボクがちゃんと交こう際さいできるかどうか、確認する義ぎ務むがあるのよ！」だそうだ。

　で。なんで僕まで巻きこまれているかというと。

　昨日の夜、突とつ然ぜん電話がかかってきた、からだったりする。

「椎し堂どうくん、あんたも付き合いなさい！」なんて言われてしまったんだ。

　凪なぎ紗さが一人で尾び行こうするのは大変だから、誰か一いつ緒しよに行った方がいいってのは理解できる。

「なんで僕なのかな？」

　当然、僕はそんな風に抗こう議ぎした。

　しかし、電話の向こうで凪なぎ紗さは一方的に、

「幼なじみがデートしようってのよっ!?　少しは心配するってのがスジってもんじゃないっ！　っていうか、乗りかかった船なんだから、ツベコベ言わず付き合いなさいっ！　明日の朝一〇時。ウチに迎むかえにきて！　来なかったら承しよう知ちしないわよ！　じゃーね！」

　ガチャン──電話は一方的に切られた。

「……僕がどんな船に乗りかかったっていうんだ？　ガレー船かなにかか？」

　脳のう内ないでスケジュールを検けん索さくして、僕は《船》から下りる手しゆ段だんを探さがした。しかし、残念ながら、日曜日のスケジュールはすっぽり空いていた。

《僕には関係がないし、そもそも面めん倒どうだから》というキャンセル理由は、僕としては正当なものだと思うんだけど、それを口にすれば世間一いつ般ぱん的には角が立つということも理解している。それに凪なぎ紗さみたいなタイプは、逆さからえば後々もっと面倒な事態に陥おちいることが見えていたからね。

　行き先が《グランドブルー》なら、水着のおねえさんが眺ながめられるかもしれないなぁ──なんてのは、承しよう諾だくした理由とはまるで関係がない。……本当ですよ？

「あっ、あっ！　なんか喋しやべってるわ！」

　支し柱ちゆうをベアハッグで抱き潰つぶしてしまいそうな勢いきおいでギリギリと締しめつけながら、凪なぎ紗さは怒ど鳴なってる。

「そりゃまあ、喋るだろうね。デートだし」

「なに喋ってんのかしら!?　ここからじゃ聞こえないじゃないのよ！」

「そりゃまあ、聞こえないよね。ざっと二〇メートルは離はなれてるし」

「なんとかして聞きたいわっ！」

「そりゃまあ、ムリだよね。僕らはエスパーじゃないし」

　凪なぎ紗さはクルッと振り返って、つり目がちな瞳ひとみで僕を睨みつける。

「聞きたいって言ってるのよ？」

「ムリだと答えたよ」

「このあーたーしーがー、聞きたいと言ってるのよ!?　なにか話を聞ける方法を考えるってのが道理ってもんでしょう!?」

「そんな道理は聞いたことがないよ」

「椎し堂どうくんは、あたしに従えばいいの！　なにかプランを考えて！」

「無茶言うなよ……」

　ため息を吐きながら、来らい夏かたちに近づく方法を考えた。

　二人が座るデッキチェアのすぐ後ろには椰子の木陰がある。施し設せつの壁かべ沿ぞいに回り込めば、見つかることなく近くまで行けそうだ。

　問題は車椅子の凪なぎ紗さじゃ移動が難むずかしいってこと──いいや、面倒だ。

「失礼するよ」

　僕は凪なぎ紗さの太ふと腿ももの下に腕うでを入れた。

「きゃっ、ちょっと、なにすんのよ!?　血迷ったの、椎し堂どうくんっ！」

「痛いたっ！　痛いっ！　叩たたくなよ！」

　凪なぎ紗さにポコポコ叩かれながら背せ中なか側がわにも手を回す。そのまま一気に彼女を持ち上げた。いわゆる《お姫ひめさま抱っこ》ってヤツだ。

　凪なぎ紗さは華きや奢しやだったから、そんなに重くなかったけど、手をバタつかせているので倒たおれそうになってしまう。

「コラ！　離しなさい！」

「暴あばれるなよ！　このまま近くまで連れてってやるから！」

「も、持ち上げるなら、そう言いなさいよ！　ビックリするじゃない！」

「大声出すなよ。二人に見つかるぞ」

　そう言うと、彼女は悔くやしそうに声を潜ひそめた。

　水着で男に抱き上げられるという状じよう況きようが恥はずかしいのか、頰ほおを真っ赤に染そめて、

「へ……ヘンなコト考えたら殴なぐるわよ」

　ふむ。ヘンなコトというと、どんなコトだろうな？

　凪なぎ紗さのスタイルについて、とかかな？　来らい夏かたちに見つからないように大回りして歩きながら、僕は腕の中の凪なぎ紗さを観察した。

　手足のすんなりと長い、バランスのとれたスタイルだった。確か凪なぎ紗さは水泳部のエースだったはずだ。彼女の華か麗れいな泳ぎを水泳大会のときに見たことがある。それが頷うなずけるような、よく鍛きたえられた、均きん整せいのとれた肢し体たいだ。一年ほど続いた車椅子生活のために、右足の筋きん肉にくは落ちてしまっていたけれど、それでも美び脚きやくと呼よんでかまわないと思う。

　ただ──長いパレオの下に見えた深い傷痕が、綺き麗れいなカラダにはあまりにも不ふ似に合あいだ。

「僕が《脚あしフェチ》だったら、いろいろヤバかったかも」──なぁんて軽口を叩こうと思ったんだけど脚には触ふれない方がいいだろう。

「凪なぎ紗さって、派は手でな顔立ちのわりに胸ないね」

　ごっ。

　容よう赦しやなく鼻にパンチを入れられた。

「考えるなって言ってるでしょ!?　しかも、胸のことは言わないでよっ！　これでも結構、気にしてんだからっ！」

「気にすることないって。貧ひん乳にゆう好きってかなり多いよ？　僕の調ちよう査さじゃ男性の半数は貧乳が好きだ。良かったね」

「慰なぐさめになってないッ！」

　思いっきり僕の胸に拳を叩き込むと、凪なぎ紗さはキッと僕を睨んだ。

「今度、そんなこと言ったら……ぶっ飛ばすわよ」

「ごめんごめん。それじゃ、つかまってくれる？」

「もうっ……」

　ブツブツ文もん句くを言いながら、凪なぎ紗さは僕の肩に手を回した。体たい勢せいが安定する。できるだけ音を立てないように、移い動どうした。

　来らい夏かと尊たけるが座すわっているデッキチェアの真後ろにある木陰につくと、凪なぎ紗さをそっと降ろしてあげる。

　来らい夏かたちとは三メートルほどしか離れていない。声を出せばバレてしまうだろう。

　唇くちびるに人差し指を当てて見せると、凪なぎ紗さは真しん剣けんな表情で頷いた。

　椰子の下に植えられている草に隠かくれながら、凪なぎ紗さは二人の方を覗きこんだ。

　デッキチェアに座る二人は、《先に喋ったら負け》というゲームでもやっているかのように、黙だまりこんでいた。

　カラになってしまったストローをすすってみたり、自分の膝ひざ小こ僧ぞうを見つめてみたり。そして、二人の目が合うと、顔を真っ赤にして微笑ほほえむ。

　そんなことを繰くり返していた。

　と、来らい夏かが沈ちん黙もくを破やぶった。

「あ、足っ。なんかバンソウコウがいっぱいだね？」

　尊たけるの両足は小さな絆ばん創そう膏こうがいくつも貼はられていた。

「尊たけるくんって、サッカー部だから怪け我がとかも多いのかな？」

「今はやめちゃったから、あんまサッカーしてないよ。転んでスリむいただけ」

「へえ、運動神しん経けいいいのに。転ぶことあるんだ」

「それはまあ……うん。わりとドジなんだ」

「痛いたい？」

「かすり傷きずだから平気だよ。こんなの痛くねぇよ」

「そっか」

「うん。そう」

　再ふたたび二人の間を沈黙が流れる。

　だけど、その静せい寂じやくは、端はしから見てる僕にとっては気まずいものには見えなかった。なんというか、初うい々ういしいね。来月には高校三年生にもなろうってヤツらのデートにしては幼おさない気もするけど……恋こい人びといない歴＝年ねん齢れいであろう二人にはお似合いな気もする。

　そんな二人を、凪なぎ紗さは下生えの草を思いっきり握にぎりしめながら見つめていた。

「……よしっ！」

　尊たけるは立ち上がった。勢いよく来らい夏かの腕をとって、

「泳ごうぜ！　こうしてても、オレ、なにしていいかわかんねぇし！」

「う、うん……」

　コクコク頷きながら立ち上がった来夏は、握られた腕を驚おどろいたように見つめていた。

「あっ」と叫さけんで、尊たけるは腕を放す。

「わ、ワリっ。思わず、オレっ」

「私こそ、ごめんっ。ちょっと驚いちゃって……」

　大きく息を吐くと、来らい夏かは尊たけるの手をそっと握った。

　離れてみている僕たちからでもわかるほど、尊たけるがビクッと震ふるえたのがわかった。

　これ以上ないってほど頰を真っ赤にしながら来らい夏かは微笑む。

「い、行こうか……尊たけるくん」

「お、おうっ」

　同じく身体からだ中の血けつ液えきを顔に集めてしまったぐらい顔を染そめた尊たけるは、来らい夏かの手を強く握り返した。

　手を繫つないだまま、来らい夏かと尊たけるは人工の白い砂すな浜はまを駆かけていく。

　青い空も。白い雲も。輝かがやく波も。

　全すべてが作り物のセカイで、施し設せつの外には崩ほう壊かいした街が──厳しい現実リアルが広がっているのだけれど。

　そんな中にあって、二人は本物に見えた。青春を謳おう歌かしている爽さわやかなカップルに。

　プールに足をつけて、二人は水の掛け合いをして遊びはじめた。さっきの沈黙がウソのように、楽しげに笑い合っている。

「……どうなることかと思ったけど、お似合いじゃん。アイツら」

　僕の言葉に、凪なぎ紗さはすぐに答こたえなかった。小さく唇を嚙かんで、黙だまりこんでいる。

「どうしたんだよ、凪なぎ紗さ」

「……帰るわ」

「へ？」

「帰るわよ！」

「これまた突とつ然ぜんだね」

「うるさいっ！　一分一秒でも、もうココにいたくないの！　さっさとあたしを連れて行きなさいっ！」
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　グランドブルーを出た僕たちは、駅に向かっていた。

「気をつけて帰れよー」

　九〇式戦車の上に座っているジエーカンが声をかけてきた。僕は軽く会え釈しやくを返しながら、凪なぎ紗さの車椅子を押していく。道路は戦車のキャタピラに削られ傷だらけ。車椅子がガタガタと小こ刻きざみに揺れた。

《グランドブルー》のある、高こうヶが崎さきの街は天使にやられてボロボロだ。

　建ち並ならぶビル群ぐんは酸さん性せい雨うにやられた死の森みたいに破は壊かいされていて、無事な建物はほとんどないと言っていいだろう。

「もうっ！　尊たけるってば、本当に嫌いやなヤツっ！　ゲボクのくせに、ナマイキよ！」

　白いワンピースに着き替がえている凪なぎ紗さは、ムカついたように手を振ふり上げた。

「グランドブルーなんかに来たのも、来らい夏かの水着が見たいからに決まってるのよ！　ホント、えっちぃんだからっ！　サイテーだわっ！　あんなヤツっ！」

　凪なぎ紗さは車椅子の手すりを叩いて、

「だいたいね！　プールに来ようってのが、あたしへの当てつけなのよ！　あたしが怪け我がして、泳げなくなったからっ！　ほんっと嫌な男よ、尊たけるはっ！　ふんっ！」

　さっきから、ずーっと凪なぎ紗さは怒鳴り続けていた。

　ふむ。なんで怒おこってるんだろうな？

　尊たけるが──凪なぎ紗さのゲボクが、ちゃんとデートできるかどうか見に来たハズだろ。二人はわりとイイ感じだったから、喜んでもいいんじゃないのか？　意味がわかんないな……。

　罵ば倒とうの言葉を聞きながら、首を傾かしげていた僕は、はた、と気がついた。

　これは、まさか。ひょっとして。

「凪なぎ紗さって……尊たけるのこと、好きなの？」

　ぼんっ。

　音が出そうな勢いで、凪なぎ紗さの顔が真っ赤になった。

　振り向いて僕を睨みつけ、

「なななななななっ!!　なーに言ってるのよ！　そんなワケないじゃないっっっ！」

「ものすごく顔が赤いよ」

　図星、だよね。この反はん応のうは。

　そうだったのか……まったく気づかなかった。

「くだらないコト言ったら怒るわよ！　殴るわよ！　蹴けるわよ！　大声出すわよ！」

「…………」

「な、泣いちゃうわよ！　いいの、それでもっ!?」

「……好きなんだろ？」

　顔を真っ赤にしながら、「ううう[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」とうなり声をあげていたけれど、ごまかしきれないと悟さとったのか、

「今までカンペキに演技してバレないようにしてきたのに……不ふ意い打うちだったわ……」

　プイッと横を向き、消え入りそうな声で呟つぶやく。

「そうよ……。悪かったわね……」

「別に、悪いとは言ってないけど」

「格好悪いとは思ってるでしょ？　こんな風に偵てい察さつに来るなんて」

「……恋こいする少女って感じで、可愛かわいいと思うよ。少なくとも、ゲボクの恋路を見み届とどけるなんて理由よりもね。本当に好きなんだね、尊たけるのこと」

　凪なぎ紗さはうつむいた。

　小さな小さな消え入りそうな声で、けれどキッパリと言いきる。

「……大好きよ」

　ためらいがちに、凪なぎ紗さは話してくれた。

「尊たけるって、ウチにいたお手伝いさんの子こ供どもなの。昔はウチの離れに住んでてね。ちっちゃな頃からずーっと一いつ緒しよだったのよ」

　尊たけるの親が、「お嬢じよう様さまに失礼のないように」と言い含ふくめていたので、彼は凪なぎ紗さに逆さからわなかったのだと教えてくれた。そんな家の事じ情じようが《王女サマとつき人》みたいな二人の関係を築きずいたのだろう。

　幼い頃から、凪なぎ紗さは尊たけるをゲボク呼ばわりして、無理難なん題だいを吹ふっかけていたようだ。

　しかしそれは《好き》の裏うら返がえし。

　好きな相手にカマって欲ほしいけど、どんな風に接せつして良いかわからずに──ついついイジワルしてしまう、あの心理だったらしい。

「尊たけるってね、ホントバカなのよっ！　バカでノロマで、ゼンゼン気が利きかなくてっ！　考えなしに行動しちゃって、すぐに失敗するしっ！　ほんっと使えないヤツよ！」

　さんざんバカにした後、凪なぎ紗さはポツリと付け加える。

「でも……すっごい優やさしいの」

　ワンピースの上から、そっと太ふと腿ももを撫なでて、

「あたし、天使に襲おそわれて、なにもかも失ったの」

　……知ってるよ。

　僕ぼくは、きみが全すべてを失う現げん場ばにいたんだ。

「天使に、お父さんもお母さんも殺されて……。あたしも傷きずつけられて、足も動かなくなっちゃって……。水泳で頑がん張ばってたけど、その夢ゆめも断たたれちゃって……。たった一ひと晩ばんで、私の大切なものが全部なくなっちゃったわ。家族も、夢も、希望も──全部」

　ついでに言うなら、彼女は住む家もなくしている。大きなお屋や敷しきも、《回かい収しゆう》されてしまったから。今は離れに住んでるんじゃなかったかな……あれ？　そこには尊たけるが住んでるんじゃなかったっけ？

　尋たずねてみると、凪なぎ紗さは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「お手伝いさんは辞やめてもらったの。あたしは尊たけるたち家族を追い払って、そこで暮くらしてるってワケ」

「ふうん……」と、僕は答える。そんな間の抜ぬけた返事以外することができなかった。

「全部失ったあたしは、なにもかもがどうでも良くなっちゃってね。入院してる病院の窓まどから、なんど飛び降おりようって思ったかわかんなかった。でも……そんなとき尊たけるが来てくれたのよ。尊たけるってば、毎日のようにお見み舞まいに来てくれて。『どうしてオレが、こんなこと！』とか言いながら、リハビリにも付き合ってくれて。ヤケになったあたしは、相当ヒドイこと言ったのに、『がんばれ』って励はげましてくれて……」

《死にたがり》になってしまった彼女は、尊たけるによって、元に戻もどることができたんだ。

　それは、まるで、

　僕と〝あの人〟の関係のようで。

　チクリと胸むねが痛いたむのを感じた。カサブタが剝はがされるみたいな、鈍にぶい痛み。

「ほら、尊たけるの脚って傷だらけだったでしょ？」

「絆ばん創そう膏こうでいっぱいだったな」

「アレって、私のせいなのよ。うまく歩けなくて転びそうになるあたしを、アイツが庇かばってくれて……だから、あんなボロボロになってたの」

　尊たけるは親に言われて世話してくれただけなんだけどね──と凪なぎ紗さはつけ加えた。

　凪なぎ紗さのカラダには、天使に傷つけられたもの以外、傷らしい傷はなかった。凪なぎ紗さが傷つかないように尊たけるが庇ってあげたからだろう。

「あたしの世話なんか、本当はしたくないのにそこまでしちゃうなんてバカでしょ!?　バカだけど……優しいでしょ？」

「……そうだね」

「そうなのよ！　尊たけるって、イイヤツなのよ！」

　凪なぎ紗さは、誇ほこらしげに言葉を強めた。さっきまで嫌いやなヤツって言ってたじゃないか。

「そんな日々を送ってるうちに、あたし気づいちゃったのよ」

「なにに？」

「尊たけるのことが、大好きだってことに。子どもの頃から、ずっとずーっと好きだったってことに……。一度気づいちゃったら、もう止まんなくてさっ」

　凪なぎ紗さは傍かたわらに置いていた小さなバッグから、写真を取り出した。

「あたしが、こんな写真持ってること誰かに言ったら、殴なぐるわよ」と言いながら、僕に差し出してくる。

　これは……球技大会のときの写真だ。サッカーをしている尊たけるが写っていた。シュートを決めた瞬しゆん間かんらしい。

「か、カッコイイと思わない？」

「そうか……？」

「そうなのよっ！　普ふ段だんはあか抜けない顔してるなーって思ってたけど、サッカーしてるときの尊たけるって、すっごいカッコイイの！」

　僕の手から写真を奪うばいとって、写真の中の尊たけるをじーっと見つめた。

「カッコイイのよ……」

　凪なぎ紗さは写真を大事そうにバッグへと戻す。

「そんなに好きだったら、告白すれば良かっただろ」

「言えるわけないじゃない！」

「どうして？　照れてる場合じゃないだろ」

「照れてるんじゃないわよ」

　悔くやしそうに、凪なぎ紗さは唇くちびるを嚙かんだ。

「今のあたしは、なにもかも失った《お荷物》でしかないから……」

「足手まといになるって、そういう風に思ってるの？」

「……尊たけるね、あたしの世話をするために、サッカー部もやめちゃったの……。友達と遊びたいのも我が慢まんして、送り迎むかえとかしてくれるし……。あたしのせいで尊たけるの高校生活を無む駄だ使づかいさせてるのよ」

　尊たけるは、いつも凪なぎ紗さと一緒にいた。自分の生活を犠ぎ牲せいにして、凪なぎ紗さ中心で生活を回していた。それは、クラスメイトなら誰しも知っていることだ。

「もしコクったら、アイツって優やさしいから、ひょっとしたら同情で付き合ってくれるかもしれない。あたしの命令なら大たい抵てい聞いてくれるしね。でも、そうしたら、もっと尊たけるに犠牲を強しいることになる。そんなのは、嫌なのよ。あたしは、そんなの耐たえられないわ」

　凪なぎ紗さは自分の脚あしを叩たたいた。何度も何度も。

　僕は凪なぎ紗さの手を摑つかんで、止めた。彼女は悔しそうに唇くちびるを嚙かんでいる。

「尊たけるは──来らい夏かが好きなの」

「みたいだな」

「あたしって、性せい格かく悪いでしょ？」

「……自覚あったんだ」

「ふんっ。ちっちゃい頃からずーっとこうだから、今さら変えられないけど……ちょっとタカビーかもって思うこともあるわ」

　前言撤てつ回かい。きみの高たか飛び車しや度は《ちょっと》なんてレベルじゃない。あまり自覚的とは言えないね──そうツッコミたいところだったけど、黙っておいた。

「こんな性格だから、あたしって昔から友達多い方じゃないのよ。イジメられはしなかったけど、悪口言われることも多かったわ」

　なにかを思い出すように、凪なぎ紗さは遠い目をした。

　壊こわれかけたビルがアスファルトに醜みにくい影かげを落とし、怪かい物ぶつのように僕たちにのしかかってきた。

　ビルの合間から差し込む太陽に、凪なぎ紗さは眩まぶしそうに目を細めて、

「来らい夏かってね、こんな私とも仲良くしてくれるようなコなのよ。いっぱい話しかけてくれて、友達の輪に入れてくれて……今のクラスにあたしがとけ込めてるのは、間違いなく来らい夏かのおかげだと思う。尊たけるが来らい夏かとくっつくなら、あたしも祝福できそうな気がするし……。

　それに、あたしはもうすぐ……」

　なにかを言いかけたところで、凪なぎ紗さは黙りこんでしまった。

　黙ったまま、僕は車くるま椅い子すを押していく。かけるべき言葉が見つからなかったし、そもそも声をかけるべき必要性も感じられなかったから口を開かなかった。

　僕には──そう、僕にはまったく関係がないことだから。

　クラスメイトの誰が誰に好意を抱いだいていようが、僕にはまるで関係がない。勝手にやってくれって感じだ。願わくば、僕を巻まき込こまないでくれ。ココロの底からそう思う。

　だけど──どうしてかな？

　なぜだかココロがジクジクと痛いたみ続けていた。徐じよ々じよに強くなっていく痛みを堪こらえながら、駅のコンコースへと車椅子を押していった──。
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　数日後。放課後。第二校こう舎しやの三階。

　カラカラカラ──

《情じよう報ほう処しよ理り室しつ》の引き戸を開けた僕は、絶ぜつ句くした。

「……しばらく見ないうちに、また凄すごいことになってるね」

　薄うす暗ぐらい情報処理室は、床ゆかの至いたるところに生き物みたいにコードがのたくり、モニターには複ふく雑ざつ怪かい奇きな文字列が流れ続け、ＰＣの筐きよう体たいが複雑なパズルみたいに山積みされている。阿あ片へん窟くつとか九クー龍ロン城じようなんて言葉を思い出しそうな、完全なカオス状じよう態たい。

　この部屋は、パソコンの使い方なんかを学ぶ《情報処理》の特別授じゆ業ぎようのときに使うための場所──だった。過か去こ形けいで言ったのは、現在は情報処理の授業を行っていないからだ。

《世界滅亡カーテンコール》がはじまって、しばらく経たった頃、インターネット接せつ続ぞくが制せい限げんされるようになった。具体的に言うと、プロバイダ契けい約やくが難むずかしく、接続速度は遅おそく、利用料金は高く、そして異い様ように繫つながりにくくなったんだ。

　ジエータイに優ゆう先せん的に使用させるためだとか、風説の流る布ふを防ふせぐためだと言われている。

　そんな制限がかかったために、授業でインターネットに関することを教えるのが困こん難なんになり──結果、情報処理の授業がなくなったってわけ。

　だから、今はこの部屋は使われていない、ハズなのに。

　カタカタカタカタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ──軽機き関かん銃じゆうを装そう備びした一個小隊が全軍突とつ撃げきしてるみたいな勢いきおいでキーボードを叩く音が響ひびいていた。

　どこから聞こえるのかと、僕はＰＣで作られた塔とうの向こう側を覗のぞき込もうとした。

「センパイ。危あぶないですよ。手をかけると崩れます」

　ギョッとして、手を引っ込める。

　天てん井じようまで積み上げられたＰＣの山が倒たおれてきたら無事では済すむまい。僕が押しつぶされて脳のう漿しようが飛び散るぐらいだったら別にいいんだけど、コンピュータが壊こわれてしまったら一大事だ。

「にゃみちゃん、どこにいるんだ？」

　声をかけると、奥おくの方から声がした。

「窓まど側がわです。教室の右前方」

　窓って言ったって、暗あん幕まくがかけられててどの辺に窓があるのかすらよくわかんないぞ。

　コードに躓つまずきそうになりながら、明めい滅めつするモニターの光を頼たよりに教室を進んでいく。しばらくすると目が暗順応してくれたのか、山積みになったＰＣの合間に、細い道があるのが見えた。

　その先、コンピュータの隙すき間まに挟はさまるような位置に、小こ柄がらな少女が座すわっていた。ものすごい勢いで、キーボードを叩たたき続けている。

　縁えん遠どう丹に闇やみ──僕は《にゃみちゃん》と呼んでいる。細っこい体たい軀くに華きや奢しやな手足。おかっぱ頭の可愛かわいらしい女の子だ。

　にゃみちゃんは、《転校生トランスフアー》の一人。あるセンパイがつけた二つ名は《世界樹アンダーワールド》だ。

　キーボードを操そう作さしながら、抑よく揚ように乏とぼしい声でにゃみちゃんは呟つぶやく。

「うふふ。なかなか手こずらせますね」

「今度はどこに入り込んでるんだ？」

「《殉じゆん教きよう天てん使し団だん》本部のコンピュータです」

「テロリストかよ」

　にゃみちゃんは、複数のモニターを同時に見ながら答えた。

「はい。この方かたたち、単なる暴ぼう力りよくバカかと思ったら小こ癪しやくな対たい策さくをとっていますよ。さすがは、世界規き模ぼのテロ組そ織しきです。日銀のときより入るのが難し、あら？　こちらもダミーですか。やってくれますね、まったく」

　うーん。なにをやってるのか、まったくわかんないな。僕にわかるのは彼女が《天才的なハッカー》で、ただ知ち識しき欲よくを満たすために、あらゆる場所のコンピュータに侵しん入にゆうしまくって情報を盗ぬすみ出しているということだけ。

　別に、わかんなくてもいいんだけどね。

　彼女が有ゆう能のうでありさえすれば。道具の仕組みがわからなくても、それを使いこなすことができれば構かまわないのと同じでさ。

　世界樹アンダーワールド──縁えん遠どう丹に闇やみ。彼女は僕ぼくが手に入れた重要な《力》。僕の協力者の一人なんだ。

「うふふ。楽しいので、もう少し時間をかけて攻こう略りやくすることにします」

　ロープレでもやってるような気安い口調でそう言うと、にゃみちゃんは人差し指ほどの大きさの外部メモリを取り出した。

「いってらっしゃい」小さな声で呟きながら、スロットにメモリを叩たたき込む。

　部屋中の至る所に置かれているモニターが、一いつ斉せいに同じ文字列をスクロールしはじめた。逆さまになった滝たきのように、白い文字が画面を昇のぼっていく。

「おしまい」

　メモリを抜ぬく。それと同時に、モニターに流れている文字列が止まった。

「……なにをしたんだ？」

　さっきよりも遅い速度で、キーボードを叩きながら、

「ひぃセンパイにもわかりやすいように説明すると……わたしの位置を悟さとられないように、特とく製せいのウィルスたんで攻撃させて頂いただきました。しばらく向こうは対策に追われることでしょう。うふふ」

「…………。とりあえず、ウィルスって《たん》をつけて呼ぶようなものじゃないだろうなってことは、僕にもわかった」

「……可愛いですよ？」

「きみにとっては、そうかもしれないけどね。頼たのんでおいたもの調べてくれた？」

「はい。……どうせ頼むなら、難しいものを頼んで欲ほしいですね」

　文句を言いながら、封ふう筒とうを差し出した。

「こちらがいつものです」

「ありがと。悪いね」

「いいえ。それと、もう一個こ頼まれていたものが……あら？　あらら？　おかしいですね。プリントアウトしておいたはずなのですが」

　にゃみちゃんは学生カバンを探さぐった。にゃみちゃんは丁てい寧ねいな言葉遣づかいで喋しやべる女の子なんだけど、整理整せい頓とんは苦手らしい。

「……あ、ありました」

　くしゃくしゃになったＰＰＣ用紙を、にゃみちゃんは僕に差し出した。

　そのとき、彼女は今日初めて僕の方を見た。

　猫ねこっぽい雰ふん囲い気きのある小作りな顔。彼女はその目に特とく徴ちようがある。左目の光こう彩さいがキュッと縦たてにすぼまっていて、猫の目みたいになってるんだ。こういうのも《ヘテロクロミア》っていうんだろうか？

　なんでも眼がん球きゆうの奥おくに腫しゆ瘍ようがあるらしく、そのせいで左目だけが《猫目》になってるらしい。珍めずらしい症しよう例れいだけど、医学的に未知のものではなく、昔から同じような患かん者じやが存そん在ざいするそうだ。

「そんなもの調べて、どうする気です？　ひょっとして、その片かた桐ぎり凪なぎ紗さって方を新しいドレイにするつもりですか？　わたしのように」

「ドレイとは人聞き悪いね。協力者と呼びなさい」

「弱みを握にぎって従したがわせるのはドレイと呼よびます。世間一いつ般ぱんでは。ひぃセンパイはワルワルですね」

「弱みを握ってとは、これまたイヤな言い方だなあ……。僕はギブ＆テイクを心がけているつもりだよ」

　まあ、ワルワルだってのは事実だから、否ひ定ていしないけど。

「ってか、にゃみちゃんに世間一般を語って欲しくないよ」

「センパイは失礼です。わたしは保ほ健けん室しつ登校ならぬ、情報処理室登校をしてる可哀かわい想そうな女の子なんですよ？」

「自分で言うな」

「うふふ」にゃみちゃんはニンマリ笑うと立ち上がった。モニターの光を照り返し、猫目が妖あやしく輝かがやいた。

「その片かた桐ぎり凪なぎ紗さってセンパイを、ドレイにしようと思ってらっしゃるなら、恐おそらく期待はずれです。読んでいただくまでもない情報なので説明しますと《中くらいのお金持ち》──それだけです。なんの《力》もありません。その方の叔父おじサマは、ちょっと面おも白しろいかもしれませんが」

「叔父さん？」

「はい。かなり鬼き畜ちくなヒトです」

　頷うなずきながら、にゃみちゃんは僕の胸むねに両手をついてそっと押おした。押されるままに、パーティションで区切られた小さなブースへと入る。周囲をビニールでコーティングされた、奇き妙みような場所だ。中央に据すえられた椅い子すに腰掛ける。

「片かた桐ぎりセンパイの父親が天使に殺されたのを契けい機きに、父親が経けい営えいしていた会社や財ざい産さんなどを根こそぎ手に入れています」

「相続したってこと？」

「相続と言いますか……一人になってしまった凪なぎ紗さセンパイと養子縁組をしたようです。そうやって親権を主しゆ張ちようすることで、センパイの分の財産まで横取りしたんですね」

「驚おどろいた。そんなことまでわかるんだな」

「銀行の取引記録やなんかを見れば、全すべてわかりますよ。オンラインにあるものなら、このわたしに隠かくし事などできません」

「えへん」と吹ふき出しを付けたくなるような仕草で、にゃみちゃんは胸を張った。

「親権を持ってるってわりに、叔父さんとは一いつ緒しよには暮くらしてないみたいだね」

「はい」

　頷きながら、にゃみちゃんは僕の膝ひざの上にちょこんと座すわった。僕の制せい服ふくの首輪を手て慣なれた手付きで外してしまう。僕はにゃみちゃんの為なすがままにされていた。

「足の悪い凪なぎ紗さセンパイを放置して、自分は田舎で悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活をしています。最さい低てい限げんの生活費は渡わたしてるようですが」

「ふうん。酷ひどい話だね」

「はい、しかも──ですよ？」

　にゃみちゃんは、僕の制服のボタンを外しながら、

「うふふ。この叔父サマ、青少年保ほ護ご条じよう例れい違い反はんで検けん挙きよされた実じつ績せきの持ち主ですよ」

「じょしこーせーに手を出して、とっ捕つかまった、とか？」

「女子中学生も含ふくまれます」

「複ふく数すう回かいかよ。そいつは随ずい分ぶん……ハッスルしちゃってるね」

「そういった意味では凪なぎ紗さセンパイと一緒に暮らしてないのは僥ぎよう倖こうかもしれません」

「一緒に住みはじめたら、手を出すかもってことだね」

「いわゆる、狒ひ々ひ爺じじいという輩やからかと思います」

「その言い方はちょっと失礼だよ」

「叔父サマに対してですか？」

「いや、ヒヒに対して」

　ハッチャケた性せい格かくに似に合あわず、凪なぎ紗さってかなりハードな身の上なんだね。天使になにもかも奪うばわれた上に、肉親にも酷い目に遭あわされてるのか。難なん儀ぎなことだ。

「この叔父サマ、ひぃセンパイに比くらべたらまだまだですが……相当にワルワルですね」

「いちいち僕と比べるな」

「うふふ。そのような理由から、凪なぎ紗さセンパイを利用するぐらいなら、その叔父サマを強請ゆすった方が有ゆう効こうである──というのが、わたしの結けつ論ろんです」

「なるほどね……」

　にゃみちゃんは、僕の制服とシャツをはだけさせた。なまっちろい僕の胸むな板いたがあらわになる。僕の胸に指を這はわせて、にゃみちゃんはコクンとノドを鳴らした。

「それでは、いただきます」

「コラコラコラ、まだＯＫって言ってないだろ。待て！　ウェイト！」

「おあずけですか？　それはとても辛つらいです」

　上目遣づかいで、にゃみちゃんは僕の顔を覗のぞき込こむ。あどけない顔のにゃみちゃんが、そういうことを言うと……かなり倒とう錯さく的だね。

「……ワガママ言うと、もう《血》をあげないぞ」

「ひぃセンパイはワルワルですね。鬼おにですね。ヒトの弱みを握にぎっていますっ」

　身み悶もだえしながらにゃみちゃんは呻うめいた。あー、にゃみちゃん。短いスカートを穿はいたまま同年代の男の膝の上で身悶えるってのは、あまりよくない行動だと思うよ。なんだか気持ちよくなってしまうから。

　そんなアレなことを思いながら、僕は質しつ問もんした。

「凪なぎ紗さには大した利用価か値ちはないってことだな」

「はい。財産を処しよ分ぶんする権けん利りがないですから、金づるにもむきませんね」

「なにか特殊な才能は持ってないのかな？　きみたち《転校生トランスフアー》みたいな」

「わたしの調べた限りでは、それもないようですね」

「そっか」

　肩かたを竦すくめながら、はだけたシャツのボタンに手を伸のばした。僕の胸には十じゆう字じ架か形がたの傷きずがある。それが隠れる程てい度どにボタンをしめようと思ったんだ。

　この胸の傷は、〝あの人〟が付けたものだ。

　数少ない〝あの人〟が僕に残してくれたものであり、僕の愛している人が確たしかに存そん在ざいした証あかしと言える。

　大切なものを入れておく宝たから箱ばこを開けっぱなしにしておくのは気分が悪い──それと似たような理由で、この傷をあまり晒さらしたくなかったりするんだよね。絶対にイヤというわけじゃないけど。なんとなく。気分的に。

　ボタンを留めようとした僕の手を、にゃみちゃんは「だめ」と言いながら押さえた。むぅ。止められてしまった。

「……なんで凪なぎ紗さセンパイにそんなにこだわるんですか？」

「最近、いろいろとちょっかいかけられててさ。もし協力者として使えるようなら、利用してやろうと思ったんだ。無意味に引ひっ張ぱり回されるのは好きくないからさ」

「…………」

　にゃみちゃんは少しだけ詰つまらなそうな顔をした後で、僕の鼻先に唇くちびるを寄よせてきた。

「もう吸すっていいですか？　我が慢まんできません」

「……いいよ。好きにして」

「ありがとうございます」

　モニターの光を照り返して、にゃみちゃんの猫ねこ目めがキラリ☆と輝かがやいた。

　ポケットから大型のカッターナイフを取り出して、キチキチキチっと刃はをスライドさせる。鈍にび色いろの刃を、僕の胸元に滑すべらせた。鋭するどい痛いたみを感じ、僕は少し顔をしかめる。

　胸に走った傷きず痕あとから、血が噴ふき出す。

　すかさず、にゃみちゃんは血液を舐なめはじめた。ぴちゃぴちゃと音を立てて。まるで、仔こ猫ねこがミルクを飲むように、一心不ふ乱らんに僕の血を舐めとる。僕の傷が癒いえてしまうと、何度もカッターナイフを滑らせて別の傷口を作り、血を啜すすった。

「いつも思うんだけどさ。血なんて美味おいしいの？」

「美味しいですよ。特に、ひぃセンパイのは、たまらない美味しさです。ペットボトルに詰めて販はん売ばいしたら売れると思います」

「劣れつ化かが早そうだから、流りゆう通つう革かく命めいが必要だね」

「…………今のセリフは冗じよう談だんのつもりでした」

「あ、そうなの。にゃみちゃんのことだから、本ほん気きで言ったのかと思ったよ」

　にゃみちゃんは、ちょっぴり切せつなげな顔で、

「わたしなりに頑がん張ばったつもりなんですが……面おも白しろくなかったですよね。すみません」

「いや、そんなことないよ。気づかなかった僕が悪い。遅おそくなったけど《なんでやねんっ》。これからはちゃんとツッコミ入れるからね。ほれ、この通り」

　ピシッと平ひら手てで裏うら拳けんを入れた僕を、にゃみちゃんは恨うらめしげに見つめた。

「ううー。ひょっとして、ひぃセンパイ。わざとマジ返ししたんですか？　わたしをからかうために」

「……バレた？　ワザとだよ」

「ひぃセンパイのイジワル」

「ごめんごめん」

　謝あやまりながら、僕の膝ひざに座っている少女を見下ろす。しばらく唇くちびるを尖とがらせていたけれど、にゃみちゃんは再び僕の血を舐なめはじめた。

　ハッカー娘むすめであるにゃみちゃんには、もう一つの顔があった。

　それは《吸きゆう血けつ鬼き》。

　といっても伝でん奇きファンタジーなお話ではない。彼女は《嗜し血けつ症しよう》という病気なのだそうだ。ヘンなものを食べ続けてしまう《異い食しよく症しよう》という病気がある。氷が食べたくて仕方がなくなる《氷食症》なんていうのが有名だね。それの血けつ液えきバージョンだと僕は認にん識しきしている（栄養価が存在するという点では、異食症とは決定的に異ことなるけど）。

　嗜血症にかかると人間の血が飲みたくてたまらなくなってしまうのだそうだ。

　縁えん遠どう丹に闇やみは、《知ち識しき欲よく》と《血ち食しき欲よく》の二つに突つき動かされている。医学に裏うら打うちされたリアル《吸血鬼》ってわけ。

　前にいた学校で、にゃみちゃんは人を死なせてしまった。親友のリスカ娘から血をわけてもらっていたんだけど、それがエスカレートしてしまったらしい。それ故ゆえ、以前の学校にはいられなくなり──

《転校生トランスフアー》としてウチの学校へやってきた。

　で。

　にゃみちゃんの能のう力りよくを知った僕は、彼女に《取引》を持ちかけたんだ。

　彼女のハッキング能力を利用させてもらう代わりに、僕ぼくはにゃみちゃんに血を分け与あたえる──そんな契けい約やくを。

　にゃみちゃんの《力》は魅み力りよく的だった。ジエータイや暫ざん定てい政せい府ふの動きを知ることができるし、いざとなればニセの情じよう報ほうを流して、神かみ代しろ市しにジエータイを展てん開かいさせることもできる。

　にゃみちゃんにとっても僕という存在は、魅力的だった。不死身である僕は、《汲くめど尽つきぬ血液の泉いずみ》なのだ。血を思う存分飲むことができるという誘ゆう惑わくに負けて、彼女は僕に従したがうことを誓ちかってくれた。

　ギブ＆テイクの関係が成立し《取引》が成立したんだ。

「いつ見ても綺き麗れいですよね。ひぃセンパイの《コレ》」

　傷口から噴ふき出す光の粒つぶに、にゃみちゃんは手を翳かざした。傷が癒えていくようすを、興きよう味み深げに眺ながめる。

　僕が不死身だってことは、誰にも話さないようにしている。騒さわがれるわけにはいかない。

　特に、クラスメイトには絶対に知られてはいけないと思っている。不死身のバケモノが同じクラスにいるなんて、恐きよう怖ふ以外の何物でもないだろ？

　だけど、協力者であるにゃみちゃんには、僕が不死身であることを教えてある。彼女との《取引》を成立させる上で必要な要素だから仕方がない。まあ、にゃみちゃんにとって他人ひとにそれをバラすことはマイナスにしかならないから、秘ひ密みつを守ってくれるだろうという判はん断だんがあってのことだけど。

「綺麗かな？　僕は禍まが々まがしく思えるんだけど」

「そんなことありません。綺麗ですよ。なんだか神こう々ごうしさすら感じます。雲の切れ間から光がさしているのを見たような気分です」

「《神の見えざる手》とか言うよね、それ」

「はい。《天使の階かい段だん》とも言います」

「この時代じゃ、その比ひ喩ゆも禍々しいよ」

「それは……そうかもしれません。しかし、比喩は撤てつ回かいしますが、綺麗だというのは撤回しませんよ。本当に、すごく、綺麗です」

　僕の胸に幾いく筋すじも傷をつけて、にゃみちゃんは光を眺めながら血を舐め取った。だけど、〝あの人〟のつけた傷痕には決して触ふれようとしない。触さわったら僕が怒おこるとわかっているからだ。

「もっと、ください」

　トロンとした瞳ひとみで、にゃみちゃんは僕を見つめた。カッターを逆さか手てに握る。

「失礼します。……えいっ」

　僕の首にカッターの刃を突き込み──頸けい動どう脈みやくを搔かき切った。噴き出す血液を逃のがさぬように唇をつける。コクコクとノドの鳴る音が聞こえた。

「頸動脈はやめろよな。頭がボーッとするだろ」

「ごめんなさい……。はむ…うむ……」

　返り血を浴びて、うっとりとした表情でにゃみちゃんは謝あやまった。でも、僕の首から口を離はなそうとはしない。

　金色の光の粒が弾はじけ、傷きず口ぐちが修しゆう復ふくされていく。僕の制せい服ふくにしみこんだ血液に光の粒が触ふれると血けつ痕こんが消えていった。飛び散った血液も《カラダの部品》として認にん識しきし、修復に使ってるんだろう。例えば、腕うでが切せつ断だんされたとして、切り落とされた腕を切断面に近づけると、ちゃんとくっついてくれる。原理としては、それと同じだ。

　光の粒が当たらないにゃみちゃんの制服は、返り血で真っ赤なままだった。

　僕の首にしがみついて、にゃみちゃんは小さくカラダを震ふるわせた。耳元で、消え入りそうな声で囁ささやく。

「ねえ、ひぃセンパイ？」

「なに？」

「わたし……とてもドキドキしてきました」

「僕もドキドキしてるよ。一時的に血液が減へってるから」

「そういう物理的なことを言っているのではありません。精せい神しん的に…その…昂たかぶっています」

「ふうん？　意味がわからないな」

「つまり、もしセンパイがよろしいならば……」

「ならば、なに？」

　濃い血の臭いと一緒に、女の子特とく有ゆうの甘い香りが僕の鼻をくすぐる。猫が匂いつけをするように僕の首に頰ほおずりをして、ちゅっちゅっと何度も唇くちびるを寄せてくる。くすぐったいような快感が、首筋から背中へと抜けて行った。

「えーっと……わかりませんか？」

　返り血を浴びた顔を、さらに朱に染そめてにゃみちゃんは僕の胸にしなだれかかった。

「わからないね」

　わかるけどね。さすがに、僕でも。

　イジワルな気分でにゃみちゃんを見やる。にゃみちゃんは、涙なみだ目めで「ひぃセンパイのイジワル……」と唸うなっていたけれど、

「わたしは、とてもドキドキしています。もしセンパイがいいなら、そーゆーコトをシたい感じです……」

　にゃみちゃんの艶つややかな髪かみに飛んだ血痕を指で拭ぬぐってやりながら、

「うーん、魅み力りよく的なお誘さそいだけど、悪いね。今日はパスな気分だな」

「ヒドイです。最後まで言わせたくせに。わたしは魅力がないですか？」

「そんなことないけどさ。……ってか、どうしたの、そんなこと言うなんて。発情期？」

「それは、ですね……」

　言いよどんだにゃみちゃんは、視し線せんを彷徨さまよわせた。なにかを誤ご魔ま化かすように自分の両手についた血を舐なめはじめる。それは猫が毛け繕づくろいをするみたいにも見えた。

　観念したように、にゃみちゃんは口を開く。

「……少し、不安でした。凪なぎ紗さセンパイについて調べているとき」

「不安……？」

「はい。彼女が、ひぃセンパイが望んでいる《力》を持ってる人だったらどうしようって……。きっと、その《力》を持つ人が現あらわれたら、わたしは不要になります。わたしが──ううん、わたしたち《転校生トランスフアー》が持っているのは所しよ詮せん人間のレベルを超こえない《能のう力りよく》ですから」

　にゃみちゃんは僕の頰ほおに両手を添そえて、

「……ひぃセンパイ？」

　僕の瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめる。

「わたしは、病気のせいで至いたる所が壊こわれています。正せい常じようなところの方が少ないです」

　間近で見開かれている猫ねこ目めは明るいところではほとんど見えないそうだ。

「しかしながら……こんなわたしでも、一いち応おう、女の子なんですよ」

　にゃみちゃんの顔は、すごく真しん剣けんだった。

「意味がわからないな」

「センパイはイジワルです。ワルワルで、鬼おにで、失礼で、そのうえ、イジワルです」

「よく言われるよ」

「ひぃセンパイ……。最後までシてくれなくていいです。だから……少しだけ。途と中ちゆうまで」

　無言のまま、僕は頷うなずいた。これもギブ＆テイクのうちだろう。

　カッターでにゃみちゃんは僕の唇くちびるを切った。滲にじむ血をゆっくりと舐め取る──

　時間にして二〇分ほどが経たった頃ころ。

　にゃみちゃんは、僕の膝ひざからようやく降おりた。

　僕は制せい服ふくのボタンを留とめる。癒いやしの力のおかげで、僕の制服についた返り血は全すべて消え去っている。

「また、なにかあったら、お願いするね」

「こちらこそです。うふふ」

　にゃみちゃんは、ペコッと頭を下げた。柔やわらかな髪かみがふわっと揺ゆれた。

　ふむ。僕は一つ頷いて、

「にゃみちゃん」

「はい？」

「さっき、いろんなところが壊れてるって言ってたけど……それは《健康》を、どう定てい義ぎするかによるよね？」

「はあ……」

「僕は《傷が治ってしまう身体からだ》の持ち主だ。健康度で言ったら、一いつ般ぱん人じん以上だよ。ニキビすらできないんだからね」

「そうですね」

「だけど、そんな僕は《異常》だよな」

「なにが言いたいんですか？」

　会え釈しやくをしたにゃみちゃんの姿すがたが、年相応に可愛かわいらしかった。ごく普ふ通つうの可愛い後こう輩はいに見えたよ──なんて言うのは気き恥はずかしかったので、

「……なにが言いたかったんだろう。忘わすれちゃった」

　テキトーに誤ご魔ま化かすことにした。

　彼女がマトモに見えるのは、

　僕も同じようにブッ壊れているからに違ちがいない。

　それに、にゃみちゃんは僕にとって《道具》でしかないのだから、フォローを入れてやる必要なんてないんだからね。

「……？　ヘンなセンパイですね」

　そう言いつつも、にゃみちゃんは少しだけ嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ。

　にゃみちゃんにもらったプリントアウトを手に、情じよう報ほう処しよ理り室しつを出た。

　廊下に出た途と端たん、図書室の方から、知った声が聞こえてきた。

　図書室も情報処理室も、第一校こう舎しやの三階にあるんだ。

「ゼンゼン席空いてなかったね」

「そうだな。いっそやめちゃおうぜ、勉強。どうせ、イイ点なんか取れねーし」

「あはは、私もそうしたいけどねー、ダメだってば」

　来らい夏かと尊たけるがお喋しやべりしながら、歩いてきてる。話の内ない容ようから察さつするに、図書室でテスト勉強しようと思ったけれど席が空いていなかったというところかな。

　今週はテスト週間──というか、明日はテストの最終日で、英語と数学という難なん敵てきが待ちかまえている。来らい夏かも尊たけるも成せい績せきが良い方じゃない。だから、最後に助け合って足あ搔がいているんだろう。

　僕は柱の陰に隠かくれ、窓まどガラスに自分の姿を映うつしてみた。どこかに血けつ痕こんが残ってないか確かく認にんしたんだ。大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、一応ね。

　二人は、そんな僕に気づかず階段の前で話をしている。

「市立図書館まで行く？」

　尊たけるの言葉に、「うーん」と来らい夏かが難色を示しめす。

「ちょっと遠いからなあ」

「じゃあ、どうしよっか？」

　しばらく悩なやんだ末、来らい夏かがためらいがちに切り出した。

「そ、それじゃ……ウチ来る？」

「ええっ、来らい夏かんチ？」

　おおっ、いつの間にやら下の名前で呼ぶようになったんだな。ちょっとずつ進しん展てんしている二人に、拍はく手しゆを送りたい気持ちになった。

「う…うんっ。弟がいて、ちょっとウルサイかもしれないけど……」

「い、いいのか……？」

「うん、いいよ……。ってゆーか、尊たけるくん、そんな緊きん張ちようするのやめてよっ！　私までドキドキしちゃうじゃん！」

　来らい夏かは照れたように、尊たけるにチョップをカマした。頭を抱かかえて避よけながら、

「しゃーねーだろ！　女の子の部屋なんてほとんど遊び行ったことないんだからさ！」

「私だって、そうだよ！　ほとんど男の子なんか遊びに来たことないもん！」

「……オレなんかでよければ、行くよ」

「オレなんかっていうか、カ……カレシなんだからさっ！　お試ためし期間とはいえ！」

「そうだよな、オレ……カレシだもんな」

　照れまくりながら、二人は笑っていた。

「あんまり女の子っぽい部屋じゃないから、期待されちゃうと困こまるけど……勉強するには十分だと思うから」

「おう、それじゃ、参考書とか取りに帰りたいから、一いつ旦たんウチに戻ったあとで来らい夏かの家に行くよ。三時頃って感じでいいか？」

「うん、いいよ」

「じゃ、オレ、帰るな！」

「あ、そうだ。凪なぎ紗さはいいの？」

　来らい夏かの問いに、尊たけるはいぶかしげな顔をした。

「いいのって、どういうことだよ？」

「ほら、いつも送って行ってあげてたでしょ？　最近、一人で帰ってるみたいだから」

「ああ、いいんだよ、凪なぎ紗さは。もう送ってかなくてもイイって言われたんだ」

「そうなんだ」

「……アイツの面めん倒どう見なくてイイと思うと、せいせいしたよ」

　吐はき捨すてるようにそう言うと、尊たけるは来らい夏かに手を振ふった。

「それじゃ、またな！」

　元気よく走り去って行く。

　尊たけるが見えなくなるまで手を振っていた来らい夏かは、小さくため息を吐つきながら手を下ろした。

　そんな二人の姿が、やけに眩まぶしく見えた。

　暗い井戸の底から太陽を見ているような、絶ぜつ望ぼう的な目ま映ばゆさ。

　どんなに手を伸のばそうと届とどかない、向こう側のセカイ。

　羨うらやましい。

　羨ましい？

　いや、羨ましいとは思わない。

　単たん純じゆんに、住むべきセカイが違ちがうんだ。

〝あの人〟は僕ぼくに言ってくれた。

　──きみだって、普ふ通つうの人間なんだよ

　だけど、それは違うと思う。

　僕は普通のフリをしているだけだ。来らい夏かたちとは、なにかが異なっている。完かん膚ぷ無なきまでに、なにかが壊れている。決定的になにかが欠けているんだ。

　普通のフリをしているおかげで、精神の均きん衡こうが取れていることは認みとめる。《死ねない死にたがり状じよう態たい》から復帰できたのは、〝あの人〟が僕のココロに巻まいてくれた、そんな包帯のおかげだろうね。

　だけど──向こう側のセカイに行きたいなんて、今さら思わない。

　……だったらなんで《眩しさ》なんて感じたんだろうね？

　にゃみちゃんと会っていたから、かな。後ろ暗いところがあるから、明順応に時間がかかってるのだろうか。

「……なんにせよ、僕もまだまだ甘あまいってことだね」

　自じ戒かいを込めてそう呟つぶやきながら、柱の陰から踏ふみ出した。

「よっ、来らい夏か」

「ひ、ひーちゃん……！」

　幽ゆう霊れいでも見たような顔で、来らい夏かは僕を見上げた。

「どうして、そこにいるの？　ってゆーか、見てたの、さっきの！」

「ああ。なんだか邪じや魔まするのも悪いと思って、声かけそびれちゃってさ。仲良くやってるみたいじゃん」

　ためらうように、視し線せんを彷徨さまよわせていた来らい夏かは、気合いを入れるように大きく頷うなずいて、

「うんっ。とっても仲いいよっ。尊たけるくん、ひーちゃんと違って優やさしいし！　イジワル言わないし！　紳しん士しだし！」

「それじゃ、まるで、僕が紳士じゃないみたいじゃないか」

　挑いどみかかるような口調で、来らい夏かは捲まくし立てる。

「この間もデートに行って、すっごい楽しかったよ！」

　それは知ってるよ──って言ったら、驚おどろくだろうなと思おもいながら、僕は微笑ほほえんだ。

「そっか、良かったじゃないか。来らい夏かが付き合うなんて、無事にやっていけるのかって心配したけど、幸せだったらなによりだよ」

「[image: う]……」

　さっきの威い勢せいはどこへ行ったのか、来らい夏かは言葉を詰つまらせた。

「今日は部屋に尊たけるが来るんだろ？　きみは服とか脱ぬぎ散らかすクセがあるんだから、カレシが来るまえにちゃんと片かたづけとけよな。嫌きらわれないようにさ」

「…………」

「どうしたんだよ？　帰った方がいいんじゃないのか？　早くしないと尊たけるが家に来ちゃうよ？」

　来らい夏かは、キッと僕を睨にらみつけてきた。片方の眉まゆが上がっている。この表情は怒おこっている証しよう拠こなんだ。僕、怒らせるようなこと言ったかな？

　むしろ、誠せい心しん誠意アドバイスしたつもりなんだけど。

「ひーちゃんのバカッ！」

　来らい夏かは僕にチョップをカマしてきた。

「本当に知らないんだからね！」

　意味のわかんないことを捨てゼリフみたいに叫さけぶと、短いスカートを蹴け立たてて階段を駆かけ下りていった。

「痛いたいな……僕がなにをしたっていうんだよ？」

　首をひねっても来らい夏かを怒らせた理由がわからなかったので、考えることをやめた。

「さて、僕もテスト勉強しなきゃな。めんどくさいけど」

　ま、僕の場合は来らい夏かたちと違って、小一時間もあればテスト対たい策さくは終わるんだけどね。

《世界樹アンダーワールド》からもらった封ふう筒とうを見つめる。

　中には──明日行われるテスト用紙が入っている。その解かい答とうも一緒に。

　僕はそれを覚えるだけでいい。

　苦手な国語を除のぞけば、勉強しなくても平へい均きん点てんぐらいの点数なら取る自信がある。

　でも、赤点なんか取るわけにはいかない。間違っても、留りゆう年ねんなんかするわけにはいかないんだ。僕は絶対に、この学校を卒業しなくてはいけないから。

　だから、テスト問題を事前に入手することにしているってワケ。

「来らい夏かの言うとおり、僕は紳士なんかじゃないよな。最低の人間だ」

　苦く笑しようしながら、僕も階段を下りていった。
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　学年末考査も終わり、その結果が全すべて戻もどってきてしまうと、後は春休みを待つだけとなる。修しゆう了りよう式しき前日である今日は、そんな《消化試合》みたいな一日だ。

　午前中しかない授業が終わったあと、出所した囚しゆう人じんみたいな顔した友人たちに、「遊びに行こうぜ！」と誘さそわれた。

　でも、それを丁てい重ちように断って、僕は凪なぎ紗さの家に向かった。「放課後、あたしに付き合って欲しいの」と頼まれたんだ。

　大した見み返かえりもないのに、振り回されるのは好きじゃない。今回は断ろうと思った。だけど、真剣な表情で「椎し堂どうくんぐらいしか、頼める人がいないから」と言われてしまったから、仕し方かたがなく従したがうことにしたんだ。

　神代市にある一四校の小学校のうち、もっとも北に位置する《藤ふじ宮みや小学校》。

　その裏うら手てにある森を抜ぬけ、さらに先にある小高い丘おかを僕は登っていた。街のことならほとんど知っている僕でも、こんな場所へ来るのは初めてだ。

　斜しや面めんはそれほど急ではなかったけれど、舗ほ装そうされていなかったので歩きづらかった。制服姿の凪なぎ紗さをお姫さま抱だっこしていたから、なおさらだ。転ばないように慎重に僕は歩あゆみを進めていく。

　いつもの僕だったら、「重たいよ」とか「どうして僕がこんなこと」なんて軽口を叩くところだろう。

　だけど、黙だまっていた。凪なぎ紗さが、そんな言葉を許ゆるさないような真ま面じ目めな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたから。

　交かわした言葉と言えば、ほんの一言ぐらい。

　凪なぎ紗さを抱き上げたときに、彼女の唇くちびるの端はしが小さく切れているのに気づいた。しかも、薄うすい化け粧しようで隠かくしていたけれどアザのようになっているのがわかった──だから、尋ねたんだ。

「唇のとこ、どうしたんだ？」

「……転んだの」

「転んでできたアザには見えないけどね」

「…………。いろいろあるのよ。あたしにも」

　凪なぎ紗さを家に迎むかえに行ってあげたとき、家の中から怒ど鳴なり声が聞こえていた。彼女が叔父おじさんと言い争っていたようだ。そのときに殴られたのかもしれないね。

　車くるま椅い子すの女の子を殴るなんて、なかなか出来たオトナだなあ──なぁんて感想を持っただけで、なんの手出しもしなかったんだけどさ。

　とまれ、僕たちが交わした会話は、そのぐらいのものだった。

　たくさんの桜さくらが植えられた丘。天然の桜並なみ木きのようになっている道を、ゆっくりと登っていく。桜の花はチラホラと咲さきはじめ、ときどき思い出したように、花びらが僕たちの上に舞まい降おりてくる。

　春の陽気に、軽く汗あせばみはじめた頃、ようやく目的地についた。

　頂ちよう上じようだ。

　丘のテッペンは少しだけ開けていて、その中央に桜の樹きが立っていた。立りつ派ぱな枝えだ振ぶりの老木だ。

「あの根元で降ろして」

　言われた通りに、彼女を桜の下に降ろしてあげる。

　桜の樹に寄より添そうようにして、凪なぎ紗さは立った。

　よろけそうになる彼女の肩かたに手を添そえて、支ささえてあげた。

　凪なぎ紗さは樹の幹みきを見上げ、なにかを探さがす。

「あった……」

　樹の皮かわが剝はがれたようなところに、文字が彫ほりつけてあった。

《ナギサ》

《タケル》

「子どもの頃に彫ったのよ」

「へえ……」

　凪なぎ紗さや尊たけるとは、高校からの付き合いだ。二人の子こ供ども時代を知らない。だから、僕の知らない二人の姿すがたに触ふれるのは、少し不思議な気分だった。

　僕と来らい夏かにだって、幼おさないときの想おもい出があちこちに残っているのだから、凪なぎ紗さたちの想い出が残っているのも不思議ではないんだけど。

「……昔ね。尊たけると一いつ緒しよに、よくココで遊んだの」

　彫りつけられたヘタクソな文字を、凪なぎ紗さは愛いとおしげに撫なでた。

「あたしと尊たけるで探たん検けんしているウチに見つけたのよ。二人だけの秘ひ密みつの場所」

「よくこんなところ見つけたね」

「当然よ。優すぐれた探検隊長がいたんだからっ」

　凪なぎ紗さは胸むねを張はってみせたけれど。すぐに、ペロッと舌したを見せた。

「なんてね。あたしが『探検よー！』なんて言いながら、尊たけるを引き連れて森の中を歩き回ってたら迷まい子ごになっちゃって……。泣きべそかいてるときに尊たけるが偶ぐう然ぜんに見つけた場所なの」

「タケル隊員、思ったよりも優ゆう秀しゆうだな」

　僕の言葉に凪なぎ紗さはクスクス笑いながら老木を回り込んだ。

　樹の向こう側からは、街が一望できた。あちらこちらが壊こわれてしまった僕らの街が、眼がん前ぜんに広がっている。

「その日から……ここはあたしたちの秘密基き地ちになったの……」

　樹の根本に凪なぎ紗さは座すわり込こんだ。

　膝ひざを抱かかえて、眩まぶしそうに街を眺ながめ渡わたした。

「春は一緒にお菓か子しを持ってきてお花見したり。ラジオを持ってきて一緒に聞いたり。ココから一緒に天体観かん測そくをして、星せい座ざにテキトーな名前をつけて笑い合ったりして──そのあと、お父さんにものすごく怒おこられたっけ」

　つぼみばかりが目立つ枝から気の早い桜の花びらが、ふわり、と降りてきた。

　優しく凪なぎ紗さの肩かたにとまる。

「思い出したわ。あたしが怒られてるとき、尊たけるが庇かばってくれたの。『僕が連れ出したんだ。凪なぎ紗さは悪くない』とか言ってね。……もうっ。ムカつくわ。その頃からカッコイイじゃないのよ、アイツ」

　桜の花びらを、凪なぎ紗さはつまみあげた。

「ずっと……。ずーっと、そんな日が続くと思ってた……。オトナになっても、あたしが隊長で、尊たけるが隊員で。あたしが泣いてたら、アイツが助けてくれて……。そんな幸せな日々が、ずっとずっと……続くと……」

　薄うす紅べに色の花か弁べんを、凪なぎ紗さは手のひらに、そっと載のせて、

　フッ──と吹ふいた。

「あたしね、この街を出るの」

　桜の花びらは、早春の空へと舞い上がる。

「叔父さんに引き取られることになって。嫌いやだって言ったんだけど、逆さからえなくって」

　ウチも売ることになったの。お父さんやお母さんとの想い出が残ってるのに──凪なぎ紗さはそうつけ加えた。

　きっと叔父さんにとっては、そちらがメインなんだろうね。凪なぎ紗さを一人住まわせておくために、あれだけの広い敷しき地ちを使わせるのはもったいないと思ったんだろう。なんにせよ、オトナのジジョーってヤツが絡からんでいるのは間違いない。

「修しゆう了りよう式しきの日までは学校に通わせてもらえることになったんだけど、それで、おしまい」

　修了式は、明日だ。

　明日には、彼女は、この街を出る。

「だから最後に、想い出の場所に連れてきてもらったの。尊たけると一いつ緒しよに過すごした想い出の場所に……」

　凪なぎ紗さは顔を上げた。

　彼女は笑っていた。

「尊たけるのヤツにもカノジョができて、幸せそうだし！　これで思い残すことないわっ！　ありがと、椎し堂どうくん」

　凪なぎ紗さは笑っていた。

　必死に笑っていた。

「でも、なんでなのかな？」

　だけど、

　すぐに、

　その笑え顔がおは、壊こわれた。

「どうして──」

　空に舞った花びらが、風に吹かれて見えなくなる。

「どうして、こんな風になっちゃったのかなあ……？」

　懸けん命めいに笑う凪なぎ紗さの頰ほおを、涙なみだが伝っていた。

　堰せきを切ったように、次から次へと──

　凪なぎ紗さは、全すべてを失った。

　夢ゆめも。未来も。

　希望も。自由も。

　そしてついには、両親との想い出や、幼い頃から過ごした街や、クラスメイトたちとの──尊たけるとの生活を失ってしまうんだ。

　彼女に残されるのは、きっと、絶望に満ちた生活だけ。

　そうなってしまった理由を知りたいのかい？

　きみが全てを失ったのは、




　僕のせいだ。




　この僕が《世界滅亡カーテンコール》の引き金を引いてしまったから天使が襲しゆう来らいすることとなった。

　そして──凪なぎ紗さはなにもかもを失ったんだよ。

　全部、僕の、せいなんだ。

　抱えた膝に額ひたいをつけて、凪なぎ紗さは声をあげて泣きはじめた。高たか飛び車しやで強気な彼女が、小さな子どもみたいに肩を震ふるわせて。

　春の日差し。柔やわらかな木こ漏もれ日。丘を渡っていく暖かな風──幸せだった過去の日々を彩いろどっているのと同じものが、泣きじゃくる彼女を優やさしく包んでいる。そのコントラストはひどく残ざん酷こくなものに感じられた。

　そんな凪なぎ紗さを見下ろしながら僕は──黙だまっていた。

　慰なぐさめの言葉をかけてやることは簡かん単たんだったけれど、黙っていた。

　声をあげて泣く凪なぎ紗さを、ただ黙って見つめていたんだ。

　そこでなにも言わなかったのは、僕が卑ひ怯きよう者ものだからだろうか？

　それとも、卑怯者なりに矜きよう恃じがあったからだろうか？

　わからない。わからないけれど、凪なぎ紗さの泣き声を真まっ直すぐに受け止めるという選せん択たく肢しを選んでいた。

　どれほどの時が経たっただろうか──

　泣きやんだ凪なぎ紗さは僕に言った。

　明日の昼には、この街を出る。

　旅立つことを、どうか尊たけるには黙っていて欲しい、と。

　僕は頷うなずいた。ただ、頷いた。





【卒業まで　残り３５７日】









　　　対たい話わ篇へん──Last meets First Ⅲ　３月24日（火）23時55分







　ジーンズの腰こしのあたりに、僕は拳けん銃じゆうを隠かくし持っている。

　唐とう突とつに天使が襲しゆう来らいしたときはホルスターをつけているヒマがないから、ジーンズに拳銃を突つっ込こんで駆かけつけるんだ。

　岩によりかかりながら、〝そいつ〟と対たい峙じしている今も、腰こし骨ぼねのあたりに無ぶ骨こつな鉄の塊かたまりの存そん在ざいを感じていた。

「《恋れん愛あい》とはなにかなんて、ずいぶん観念的なことを聞くんだな。哲てつ学がく者しやになりたいんなら、あまりオススメしないよ。哲学者ってのは、不幸な死を迎むかえるってのが相場だし」

　そんな軽口を叩たたきながら、僕は唯ゆい一いつ無事だった左手に力を込めた。芝生に手をついて、身体からだを微び妙みようにズラしていく。法ほう衣えを着た少年との距きよ離りや角度を測はかりつつ。バレないように。慎しん重ちように。

「そういう物言いはやめろと言ったはずですが？」

「答えればいいんだろ。そうだね……。《恋愛》とは、《呪のろい》だと思うね。恋こい焦こがれる相手にしか解とくことのできない《忌いまわしき呪じゆ縛ばく》ってとこかな」

「呪いですか……」仮か面めんのような無表情で、〝そいつ〟は僕を見下ろし、

「自じ虐ぎやく的な答えですね。しかし、あなたにお似に合あいの表ひよう現げんとも言えます。ヒソカにとって、《恋愛》は《死に至いたる呪い》ですからね」

　少年は綺き麗れいな顔に驚おどろくほどマッチした、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。そして、魔ま術じゆつ師しが滅ほろびの呪文を唱えるような口調で、〝そいつ〟はある女じよ性せいの名前を口にした。




「────」




　それは〝あの人〟の名前だった。

　僕が愛している、ただ一人の女性の名前。

「どうして、きみが〝あの人〟の名前を知っている？」

「名前だけじゃありません。他にもいろいろと知っていますよ。……そう。あなたが〝あの人〟と呼よんでいる女性は、元は終末委員会ＡＲＩＣＥの兵員。対天使兵器ルシフエリオンでした」

〝そいつ〟は僕を指さして、

「〝あの人〟は、あなたを殺すためにやって来ました。しかし、結局、殺すことができませんでした。あなたと恋に落ちてしまったから」

〝そいつ〟はネズミをいたぶる猫ねこみたいな表情で、ニヤニヤと笑った。

「いや、恋に落ちてしまったのに──というべきでしょうか？」

　僕の脳のう裏りに警けい報ほう音おんが鳴り響ひびいている。

　目の前にいる少年は、僕の不死身のカラダの秘ひ密みつを知っている。

　天使と。

　世界滅亡カーテンコールと。

　それを食い止めるための方法について、熟じゆく知ちしている。

　彼は、危き険けんだ。

　視し線せんだけを巡めぐらして、両りよう足あしの切せつ断だん面めんを見下ろした。断面から傷きずを癒いやす光の粒つぶが噴ふき出している。だが、その勢いきおいはかなり弱かった。まだ膝ひざのあたりを再さい生せい中だ。

　僕は不死身だ。傷つけられても、速攻で回かい復ふくする。だけど、なぜか天使に《回かい収しゆう》された場合は治りが遅おそくなるんだ。

　さっさと治ってくれよ──苦々しく思いながら喋しやべり続けている〝そいつ〟を睨にらみつけた。

「あなたと〝あの人〟は、愛し合っていました。《神の計画アポカリプス》を破は綻たんさせるほど──心の底から。だが、それは過か去こ形けいです」

　僕の視線を真まっ直すぐに受け止めながら、〝そいつ〟は口を開く。

「あなたが愛してやまなかった〝あの人〟は、天使に殺された」

「黙だまれ」

「死体も残らないほどに、メチャクチャにされた」

「黙れ──！」

　カッと頭に血が上って、僕は無様にも声を荒あららげてしまった。

〝そいつ〟は岩の上から飛び降おりて、僕の上に馬乗りになった。キスするみたいに、僕に顔を近づけて、

「そうです。もっと怒おこってください。ボクはもっとあなたのことを知りたいのですよ。クールぶった仮か面めんの下に隠かくしてる感情バケモノを見せてください」

　動どう揺ようするココロを懸けん命めいに落ち着けて、僕は冷静な声で言い返した。

「〝あの人〟は、死んではいないよ」

「《死体を確かく認にんしていないこと》と、《死んでないこと》は同一ではありません。はき違ちがえてはいけない。現実を見てください」

　いちいちうるせぇな。

　今にも殴なぐりかかりたい気分を堪こらえながら、

「きみがなんと言おうと、〝あの人〟は、生きてる。僕を殺してくれると約束したからね。〝あの人〟は約束を一度も破やぶったことがないんだ」




　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で




〝あの人〟は、僕にそう言った。

　確たしかに、約束してくれた。

　だから、〝あの人〟は生きている。絶対に戻もどってきてくれるんだ。

　少年は僕の上に馬乗りになったまま、服に絡からみついたクロスを手にした。祈いのりの言葉のようなものを唱えると、小さな十じゆう字じ架かが涼すずやかな音を立てて短たん剣けんに姿すがたを変える。

「卒業の日に戻ってくると、あなたは信じているんですよね？　生きていると信じるに足る証しよう拠こが他にないから……だから、あなたは、それにすがって生きることにしたのです」

「…………」

「ヒソカ。あなたの目標は《学校を卒業すること》、ただ一つとなりました。《学校》というシステムを維い持じするためだけに、天使から街を守ろうと戦い続けています。いや……」

〝そいつ〟は、僕の右みぎ腕うでにナイフを突つき立てた。もっと正確に言えば、《再生中の傷口》に刃やいばをねじ込みやがった。

「……ッ」

　激はげしい痛いたみが走り、小さくうめき声をあげてしまう。

「随ずい分ぶん、酷ひどい傷だ。満身創そう痍いという状じよう態たいですね」

「その傷口をナイフで抉えぐってるヤツに言われたくないよ」

　僕の言葉を無視して、〝そいつ〟は肩かたを竦すくめた。

「あなたの無様な行こう為いは《戦う》とは言いません。そんな、ご大たい層そうなものではない。不死身の身体からだの一部を天使に与あたえて、追い返しているだけですからね」

　彼の言う通りだった。僕の身体は無む限げんの生命力を持っていて、霊れい的てきな質しつ量りようは街一つに相当するとか……？　詳くわしい理り屈くつはわかんないけど、腕一本渡わたすだけで天使は満足して帰ってくれるんだ。そうやって、僕は街を守り続けてきた。

「有ゆう効こうとは、とても言えない方法ですね」

〝そいつ〟は、僕の顔を覗のぞき込んだまま、スッと腕を横に伸のばした。壊こわれた家屋の残ざん骸がいや、倒たおれた男女の遺い体たいを指さす。

「失敗すれば……あんな風に全すべてを天使に壊されてしまう。言うなれば、《砂すなの城しろ》を守るために、津つ波なみに身体を晒さらすかのような方法です。不毛だと思いませんか？」

「……効率が悪いってのは百も承しよう知ちだよ。だけど、仕方ないだろ、僕には《力》がないんだからさ。《砂の城》を永えい久きゆうに守りたいと思ってるわけじゃない。卒業までの一年間。ただ一年間だけ原形をとどめてくれればいいんだ」

「それが目め障ざわりなんですよ」

　ナイフの先せん端たんで、〝そいつ〟は幾いく度ども傷きず口ぐちを抉り、抉くじり、抉こじった。冷たい無表情のままで。

「あなたの行動が、いかに美しくないか。わかっていないのですか？」

「そのまえに……きみには、僕がマゾでもなければ、男に馬乗りにされて喜ぶ趣しゆ味みもないってことをわかって欲ほしいね……」

　激しい痛みを堪えながら、笑ってみせてやる。ここで叫さけび声をあげるのはプライドが許ゆるさなかった。

〝そいつ〟は、ふん、と鼻を鳴らして立ち上がる。

「最後の質しつ問もんをします」

　蔑さげすむような瞳ひとみで、僕を見下ろして尋たずねてきた。

「その不毛な行為をやめるつもりはありませんか？　《神の計画アポカリプス》を受け入れ、静かに最さい期ごを待つことはできませんか？」

















３月19日（木）

　大切な／刹那／切なく















　修了式が終わった。

　二年生最後のＨＲホームルームで通知票を受け取り、クラスは解放感と妙みような感動に包まれていた。

　教室の至るところで「春休み、遊ぼうね！」「無事でな！」なんて、言葉が交かわされているのだ。中には泣いている女の子までいる。

　春休みが終わったあと、友人ともう一度会えるという保ほ証しようがない。だから、みんな必要以上に別れを惜おしんでいるんだ。

　本来なら、僕もいつも通りの作り笑いを浮かべて、肩かたでも叩き合っていなくちゃいけないんだけど。

　なぜだか、そんな気分になれなかった。

　今日、凪なぎ紗さは登校しなかった。きっとクラスメイトに会うのがツライから、最後の別れも言わずに去ることにしたんだろう。

　そんなことが気になって、僕の気持ちは酷ひどく波立っていたんだ。

　凪なぎ紗さには、大した利用価か値ちはないことがわかっている。彼女にココロを割さいたところで、なんの見返りもないんだ。考えるだけ無む駄だなんだぞ……。

　机つくえに頰ほお杖づえをついて、僕は鼻から大きく息を吐はいた。

「あの、椎し堂どうくん？」

　声をかけられた。プリントの束を抱かかえたいいんちょが、小動物っぽいオドオドした雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら僕ぼくの表情をうかがっている。

「ん？　どうした、いいんちょ」

　慌あわてて笑顔を作って返事をした。

　僕の顔を見て、いいんちょはホッと胸むねを撫なで下ろす。

　そんなに安心するほど、怖こわい顔してたかな？　とちょっと心配になった。

「これ、提てい出しゆつしてないですよね？」

　いいんちょは、プリントの束を見せた。《進路調ちよう査さ書しよ》と書かれている。

　あー、そういえば、進路の紙を出せって言われてたっけ。すっかり忘わすれてたよ。

　机の中に放り込んであった白紙のプリントを取り出し、いいんちょにそのまま渡した。

「テキトーに書いて、出しておいてよ」

　めっそうもございません、そんな大役を担になうなんて私にはできません、力不足にございます！　なぁんて叫さけび出しそうな勢いきおいで、いいんちょは首をブルブル横に振った。

「ダメですよぉ！　ちゃんと自分で書いてください！」

　うーん。進路なんて、なんて書いていいのかわかんないな。《進学》とかテキトーに書きたいところだけど、このご時世だから進学するヤツの数も減へっている。先生に「どうして進学したいの？」なんて聞かれたら、答えに窮きゆうしてしまう。

「どんなこと書けばいいと思う？」

「わたしに聞かれても困こまりますけど……先生は、自分の好きなことを書きなさいって仰おつしやってました。だから、自分の気持ちに正直に書けばいいと思います」

「みんながなんて書いたのか見せてよ」

「ああっ、椎堂くんっ！」

　いいんちょの手からプリントの束をひったくって、パラパラとめくってみた。

　猿さ渡わたりは《王様》と書いていた。アイツ、お寺の息子むすこだと思ってたんだけど、実は高こう貴きな血ち筋すじだったらしい。戴たい冠かん式しきには、是ぜ非ひ呼よんで欲しいね。

　珊さん瑚ごは《大学進学》。うん、アイツらしいね。

　いいんちょは……《およめさん》？

「ふゎっ！」

　バッと自分の進路の紙を奪うばい取ると、後ろ手に隠かくした。顔を真っ赤に染そめている。

「…………見ちゃいました？」

「なかなかアグレッシブな、進路だね」

「あっ、あくまで夢ですからね。特定の相手がいるってわけじゃありませんっ」

　わたわたしながら、いいんちょは言い訳わけっぽく捲まくし立てた。

「でも……できれば白い小さな教会で式を挙あげたいです。わたしは真っ白なウェディングドレスを着てバージンロードを歩くんですよ……」

　ぽわわわわ～んと、夢の世界に旅立ってしまったいいんちょは放っておいて、他のヤツの進路の紙をめくってみた。

　みんな、それなりに真ま面じ目めに考えて書いているようだ。

　パラパラとめくっていったら、一枚まいの紙が目についた。

　尊たけるの進路調査書だ。

　進路の志し望ぼうを書く欄に《かいご士》と書いて、それをペンで塗ぬり潰つぶしてあった。

　そして、その下にデッカイ文字で《医者！》と記されていた。

　あの尊たけるが医者だって？　しかも、介かい護ご士しを塗り潰して……医者？

「ツッコむべきところは、『介護ぐらい漢字で書けよ』じゃないよな……」

　目眩めまいのようなものを感じて、僕は額ひたいを抑おさえた。

　これってつまり……そういう意味だよな……？

　なんで、このタイミングで──凪なぎ紗さが断だん腸ちようの想いで旅たび立だつ日に、こんなことを知らなくちゃいけないんだよ……。くっそ……！

「ああもうっ。本当に迷めい惑わくなんだけどなっ」

　進路の紙に、僕の本心を走り書きすると、それをいいんちょに押おしつけた。

「なあ、尊たけるどこに行ったか知らない？」

「相あい沢ざわくん？　萌ほう月づきさんと一いつ緒しよにどこかに出かけてましたけど」

「サンキュ、いいんちょ。きみはきっと、いいおよめさんになるよ」

　いいんちょの頭を一撫ですると、僕は教室を飛び出した。

　幸い、二人はすぐに見つかった。

　来らい夏かたちは屋上にいた。晴れ渡わたる空の下した。ものすごく真しん剣けんな表ひよう情じようで向かい合っている。

「お試ためし期間って……今日までだったよね」

　来らい夏かの声は、緊きん張ちように震ふるえていた。

　珊さん瑚ごの話によれば、来らい夏かと尊たけるの交こう際さいは今のところ《お試し期間》らしい。今後も付き合っていくかどうかの結けつ論ろんは、二年生最後の日である今日、出すことになっていたはずだ。

「お、おう……」

　対する尊たけるの声も、上ずっている。

　二人はどんな結論を出すつもりだろう？

　声をかけるのを忘わすれて、僕は二人を見守った。

　来らい夏かは──

　深々と頭を下げた。

「ごめん、尊たけるくんっ」

　立位体前ぜん屈くつでもするみたいに限げん界かいまで腰こしを曲げて、来らい夏かは続ける。

「私、やっぱり付き合っていけそうにないよ。あの、私……好きな人がいるんだっ！」

「お、オレの方こそ、ごめんっ！」

　尊たけるも同じぐらい深く腰を折った。

「ほえ？　どうして尊たけるくんが謝あやまるの？」

「オレ……来夏のこと好きじゃないのに、告白したんだっ！」

「えええっ!?」

　来らい夏かは驚おどろいたけれど、僕は驚かなかった。

　やっぱり、そうだったのかよ──

「どういうことなのっ、尊たけるくんっ!?」

「ストップ！」

　僕は二人の前に飛び出した。

「って、ひーちゃんっ!?　なんでココに!?」

「悪い。ちょっと黙だまっててくれ」

　突つっかかってくる来らい夏かの唇くちびるに、僕は人差し指を軽く当てた。

「んむっ!?」と呻うめいて来らい夏かは黙りこむ。

　僕は尊たけるの方に向き直り、

「来らい夏かのことが好きじゃないって言ったけど……別に好きなヤツがいるんじゃないの？」

「……うん、まあ」

「それって、凪なぎ紗さのことだろ」

　ぼんっ。

　音が出そうな勢いで、尊たけるの顔が真っ赤になった。

「なななななななななっ!!　なーに言ってるんだよ！　そんなワケないだろっっっ！」

「照てれてる時間はない。大事なことなんだ。正しよう直じきに答えてくれよ」

　気け圧おされるように、尊たけるは白はく状じようした。

「そうだよ……凪なぎ紗さが好きなんだ」

「どうして来らい夏かに告白なんかしたんだ？」

「凪なぎ紗さに告白しろって言われたからだよ。『来らい夏かのことが好きだったら、告白しなさい！　応おう援えんするわ！』とか何度も言われてさ。きっと、オレの気持ちをそれとなく知って、遠回しに断ってるんだろうなと思ったんだよ」

「だ、だからって、私に告白すること……」

　僕の人差し指を振ふり払はらって抗こう議ぎした来らい夏かに、尊たけるは手を合わせて謝あやまった。

「本当にごめんっ。オレ、来らい夏かが断ってくれると思ったんだ」

『断ってくれると思った？』声をハモらせる来らい夏かと僕。

「うん。来らい夏かって、密ひそかのコトが好、」

「あーあーあーあーあー[image: !!!]　聞ーこーえーなーいー！」

　来らい夏かは大声をあげて、尊たけるの言葉を遮さえぎった。

「あ、悪っ」

　なんなんだ、いったい？　首を傾かしげる僕をチラ見しつつ、尊たけるは続ける。

「そんなわけでさ、来らい夏かなら絶対に断ってくれると思ったんだ。見事玉ぎよく砕さいすれば、オレも諦あきらめがつくしさ。そしたらＯＫされちゃって……本当にごめん」

「来らい夏かはなんでＯＫしたんだよ？」

「そ、それは……ひーちゃんが悪いんだからねっ！」

「なんで僕が!?」

「うっさいうっさい！」

　来らい夏かは僕の頭にチョップの雨を降ふらせた。なんで僕が攻こう撃げきされるのか謎なぞだ。謎すぎる。

「それは、たぶん、密ひそかへの当てつけ……」

「尊たけるくん、しゃーらーっぷ[image: !!!]」

　元恋こい人びとの頭にも、来らい夏かは手刀を叩き込んだ。

「もう一度確認するけど、凪なぎ紗さのことが好きなんだな？」

「そうだよ」

　尊たけるは制せい服ふくのポケットから、写真を取り出した。

「オレがこんな写真を持ってるなんて、凪なぎ紗さには言うなよ？」と言いながら、僕に差し出してくる。

　これは……水泳大会のときの写真だ。プールから上がる瞬しゆん間かんの凪なぎ紗さの姿すがたが写うつっていた。煌きらめく水を纏まとわせた凪なぎ紗さは、とてもいい笑え顔がおを浮うかべている。

「す……すげぇカワイイと思わない？」

　夢ゆめ見みるような瞳ひとみで、尊たけるは言った。

「いつもはムカつくんだけど……。水泳してるときの凪なぎ紗さって、本当にキラキラしてて……。すげぇカワイイんだ……」

　来らい夏かとデートに行ったグランドブルーのチケットは、本当は凪なぎ紗さと一いつ緒しよに行こうとして手に入れたものらしい。水泳の夢を取り戻もどして欲ほしいという願いがあったようだ。

「確たしかに、イイ笑顔だと思う。だけど、この写真、おかしくないか？」

　その写真の中央には、来らい夏かの姿がドアップで写っていたんだ。凪なぎ紗さは、満面の笑みを浮かべている来らい夏かの後ろ。心しん霊れい写真みたいに、写りこんでるって感じだった。

「それは……しょうがないだろ。アイツの水着写真なんか見てるのがバレたら、オレ殺されちゃうからさ。オレなりに考えたカモフラージュってヤツだ！」

「尊たける。きみ、さては……バカだな？」

「なんでだよ!?」

　ぱちり。

　パズルのピースがはまるような音を聞いたような気がした。

　恐おそらく、凪なぎ紗さはこの写真を見て《尊たけるは来らい夏かが好きだ》と思い違いしたんだ。来らい夏かがデカデカとプリントされた写真を眺めてるのがバレれば、勘違いするなって方がムリだよね。

　こんな些さ細さいな勘違いのために、相思相愛の二人はすれ違ってしまった。

　この物語は──すれ違いが生んだ馬ば鹿か馬ば鹿かしいドタバタ劇げき。

　この物語は──勘違いが引き起こした脱だつ力りよくモノの滑こつ稽けい劇だ。

　この物語は──素す直なおになれない二人の、あまりにもくだらない喜劇なんだ。

　だけどこの物語は──僕は思わず笑ってしまった。

「この物語は……悲劇じゃなかったんだ」

　腕うで時計を見る。一一時四五分。凪なぎ紗さは昼には街をたつと言っていた。

　今から急げば、ひょっとしたら街を出る前に出で逢あえるかもしれない。

「凪なぎ紗さは、今日、街を出る」

　僕はなんの躊躇ためらいもなくそう伝えた。凪なぎ紗さには口止めされていたけど、そんなことまるで気にせずに。

　人を裏うら切ぎっても、なんとも思わない人間だ。みんなを傷きずつけて、苦しめて、偽いつわって、裏切って、束そく縛ばくして、利用して──そして、なにもかも見み捨すてる。そういうヤツなんだ。

　この僕が、約束なんか守るはずないじゃないか。信じた凪なぎ紗さが悪いんだよ。

「叔父おじさんと一緒に住むことになったって。もう二度と戻らないって」

「そんな……オレ、一言も聞いてないぜ！　アイツ、叔父さんのこと大だい嫌きらいだって言ってたのに……！」

「黙ったまま出ていくつもりだったんだよ。きっと、別れが辛つらいから」

　言い終わらぬうちに、尊たけるは駆かけ出していた。
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　僕ぼくは尊たけるをタンデムシートに乗せて、バイクを走らせていた。

　凪なぎ紗さの家にたどり着いたとき、既すでに彼女は家を出た後だった。

　僕はバイクで送っていってやることにしたんだ。

　家族がまるごと回かい収しゆうされてしまったせいで、空き家になっている家が神代市には何なん軒けんもある。そんな空き家のいくつかを僕は《隠かくれ家が》として拝はい借しやくしていた。そんな中の一軒に、バイクを隠しておいたんだ。単車は緊きん急きゆう時じにしか使わないと決めていたけれど、たぶん、今はそのときだ。

「密ひそか、バイクなんて運転できたのかよ!?」

　吹ふきつける風に負けないように、尊たけるは大声で怒ど鳴なった。僕も怒鳴り返す。

「今はそんなこと気にしてる場合じゃないだろ!?　凪なぎ紗さがどのルートを通って街を出るかわかるか!?」

「わかるよ。たぶん……旭あさ井い橋ばしを渡っていくんだ！」

「ＯＫ」

　僕はスロットルを回しエンジンを吹かした。トップスピードで狭せまい路地へ突とつ入にゆうする。

　旭井橋へ抜ぬけるには、ここが近道なんだ。神代市の道を熟じゆく知ちしている。伊達だてに何年も街を守るためにかけずり回ってないからね。

　最近乗ってなかったけれど、バイクは軽快な排はい気き音おんを響ひびかせてくれる。

「よろしく頼たのむよ」と、心の中で語りかけながら真まっ直すぐに前を見み据すえた。

　今なら、ハッキリ言える気がする。

　どうしても、二人を出逢わせてやりたかった。再ふたたび邂かい逅こうさせてやりたかった。

　僕は、凪なぎ紗さを助けてやりたかった。

　凪紗の境きよう遇ぐうを知って以来、ずっと助けてやりたいと思っていたんだ。

　にゃみちゃんに、凪なぎ紗さに利用できる力はないかと調ちよう査さを頼んだのも、彼女が《力》を持っているならば、僕はその代だい価かとして堂々と彼女を助けてやることができるからに他ならない。今にして思えば、助けるための《理由》を求めていたんだよね。

　いちいち《言い訳わけ》しなきゃ助けられないなんて、格かつ好こう悪いと思うけど……それが僕なんだから仕方がない。

　ふいに──僕の脳のう裏りに〝あの人〟の声が蘇よみがえった。

《死ねない死にたがり》だった中学生の頃ころの僕と〝あの人〟とのやり取り。




「お願いだから、ぼくを殺してよ……」

　──どうして？

「ぼくが死ねば《世界滅亡カーテンコール》は終わるんだろ？」

　──そうね

「ぼくの父さんや、来らい夏かのお母さんや、クラスメイトたち……みんな、みんなみんな、ぼくが生きていたから天使に殺されたんだろ？　ぼくのせいで、回収されちゃったんだろ？」

　──そうね

「もう、生きていたくないんだ。死にたいんだよ……」

　──あなたが死ねば、きっと世界は救われるわ

「ぼくを殺してよ。そして、みんなを助けてよ……！　ぼくを……助けてよ！」

　──だけど、死んではダメ

「どうして!?」

　──あなたが死ねば、きっと世界は救われる。けれど、あなたの〝世界〟が終わってしまうわ。それは、世界滅亡カーテンコールと同じよ

「意味がわかんないよ！」

　──それじゃ、言い方を変えるわね

　　　あなたが死んだら、私は悲しいから

　　　だから、死なないで

「悲しい……？」

　──精せい一いつ杯ぱい生き抜いたと胸むねを張はれるまででいいから。それまで、生きてみて




　絶ぜつ望ぼうの淵ふちにいた僕に〝あの人〟が手を差し伸のべてくれた。

《死ねない死にたがり》だった僕を、救ってくれた。

　傷つき血を流す僕のココロを〝あの人〟が懸けん命めいに癒いやしてくれたんだ。

　それはちょうど、何もかも奪うばわれて失意の底で苦しむ凪なぎ紗さを、尊たけるが支ささえてあげたみたいに。

　僕は〝あの人〟を失ってしまった。卒業の日には帰ってきてくれると信じているけれど、今は、いなくなってしまった。

　でも、凪なぎ紗さは、失ってはいない。

　自分を絶望の淵から救ってくれた存そん在ざいを、失ってしまってはいない。

　尊たけるを失ってはいないんだ。

　我われながら、なんて甘あまっちょろいことをしているんだろうと思う。

　二人がどうなろうと、僕にはなんの関係もない。このまま会えなくたって損そんはない。僕がしてることは、無む益えきだってわかってる。

　だけど、僕は叫んでいた。

「シッカリ摑つかまってろよ。絶対に追いついてみせるから──！」

　フルスロットルで、バイクを飛ばした。
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　僕たちは、凪なぎ紗さに追いつくことができた。

　考え得うる、最も悪いカタチで。
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　神代市を流れる早はや瀬せ川。その中ちゆう流りゆう域いきに架かかっている橋が旭井橋だ。

　鋼こう鉄てつの虹にじみたいにアーチ型に鉄てつ骨こつが組まれた、全長五〇メートルの橋の上は、あたかも地じ獄ごくへと続く回かい廊ろうのようになっていた。

　天使に、襲おそわれていたんだ。

　橋の対岸側に、聖せい母ぼ像ぞうを思わせる慈じ愛あいに満ちた女じよ性せいの姿すがたが浮うかんでいた。その身体からだは青白い炎ほのおで包まれている。

　熱せられた空気が立ち上り、禍まが々まがしく周囲の風景を揺ゆらめかせていた。

　橋の上では多重に玉突き事じ故こが発生していて、車は動かせない状じよう態たいだ。

　オオオオオオオオオオオオオ──……

　炎を纏まとった天使が、悲ひ哀あいに満ちた慟どう哭こくを上げた。翳かざした掌てから火か炎えんが放たれる。

　直撃した乗用車が爆ばく発はつ炎上した。

　橋を揺るがす轟ごう音おん。立ち上る爆ばく炎えん。黒こく煙えん。逃にげまどう人たちの悲鳴。母を呼ぶ子こ供どもの泣き声。断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きよう。

　終末的なＢＧＭの響く中、人々は車を乗り捨て我先に逃げた。逃げ遅れた女性が突き飛ばされ、焼けるアスファルトの上に倒たおれ伏ふす。その人を踏ふみつけ、乗り越えて、人々は逃げまどった。

　その姿は、まるで《大回収》の日を迎むかえた民みん衆しゆうのように思えた。

　車が邪じや魔までバイクで進入することもできず、僕たちは橋の入り口で呆ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

「火を噴ふくなんて……こんな天使、聞いたことないぜ……」

　恐きよう怖ふに震ふるえながら、尊たけるは呻うめく。

　最も出現率の高い天使は、白大理石のような肌はだを持つ異い形ぎようの怪かい物ぶつだ。攻撃方法も稚ち拙せつで、錆さび付いた武ぶ器きを振り回す程てい度どだった。

　しかし、目の前にいる天使は──

　オオオオオオオオオオオオオ──……

　再び悲しみに震えるような叫びが聞こえた。火炎が放ほう射しやされ、それを浴びた人々が燃もえあがった。声をあげる間も無く、炭化してしまう。

　炎による攻撃なんて、目にするのは初めてだった。

　しかも、普ふ通つうの天使に比くらべて、僕らの眼前に漂う天使は明らかに美しかった。ピザに顔面を突っ込んだあとのような、とろけた顔ではなく、より人間に近い容よう姿しをしている。上位の天使ほど、その姿は人間に近づいていくと聞いたことがある。

　間違いない。旭井橋を襲っているのは、上位の天使。ひょっとしたら、横浜を滅ぼしたのと同じタイプかもしれない。

「あっ！　あれ……っ！」

　タンデムシートの尊たけるが、橋の中なか程ほどを指さした。黒くろ塗ぬりの乗用車が欄らん干かんに乗り上げるようにして停とまっている。

「凪なぎ紗さの叔父おじさんが乗ってるクルマだ……！」

　車の窓まどから、

　凪なぎ紗さが身を乗り出しているのが見えた。

　尊たけるはタンデムシートから飛び降りた。

「凪なぎ紗さ──ッ[image: !!!]」

　焼けた地面を蹴けり、逃げまどう人波に逆さからって駆かけ出す。

「待てよ、尊たける！」

　橋を渡るのは自殺行こう為いだ。至いたる所で火の手が上がり、行く手を塞ふさいでいる。天使の足あし下もとは完全に火に包まれ、橋の鉄骨が真っ赤に灼しやく熱ねつしているほどなんだ。

　それでも、尊たけるは凪なぎ紗さに向けて駆けていく。

「……止まってくれるなんて、思っちゃいないけどね」

　もし〝あの人〟が危き機きに陥おちいっていたら、僕だってどんな死地にでも飛び込んでいくだろう。不死身の僕が言ったって、尊たけるの言葉ほどの価か値ちはないだろうけどさ。

　バイクの後部につけてある革かわ製せいのバッグを開いた。緊きん急きゆう用に拳けん銃じゆうを隠かくしてあるんだ。

　デザートイーグル50ＡＥ。

　僕が持っている中では、最強の一挺ちようだ。

　ずしりと重い銃じゆう把はを握にぎりしめ、予よ備びのマガジンをありったけポケットにねじ込んで、僕も尊たけるのあとを追った。

　乗り捨てられた車の隙すき間まを走り抜け、時にはボンネットに飛び乗って、懸けん命めいに尊たけるは凪なぎ紗さの下もとを目指していた。

　凪なぎ紗さは、車から必死に這はい出そうとしている。叔父さんらしき姿はない。彼女をおいて逃げ出したようだ。

　黒煙と炎が、彼女の下に迫せまっていた。

「凪なぎ紗さっ！　すぐに行くから！　待ってろ！」

　ボンネットの上から、尊たけるはアスファルトの上に飛び降りた。ジュッ──熱せられた地面に、尊たけるの履はくスニーカーの底が溶とけだす。

　あたりは目も開けているのが辛つらいほどの灼熱地獄だった。

　凪なぎ紗さは駆け寄ってくる尊たけるを見て叫んだ。

「尊たける……っ。なんでココに……！　来ちゃダメっ[image: !!!]　命令よ！　戻りなさいっ！」

　彼女の声をかき消すように、

　オオオオオオオオオオオオオ──……

　天使が、慟どう哭こくをあげた。炎ほのおの帯おびが辺りを舐なめる。

　直後、爆ばく撃げきを受けたみたいに自動車が爆発した。車が跳はね上げられる。一いつ瞬しゆん遅おくれて、爆風が襲おそってきた。

　破は片へん混まじりの暴ぼう力りよく的な風が凪なぎ紗さを巻まき込もうとした──一瞬。

　間かん一いつ髪ぱつで尊たけるは彼女に抱だきついた。車の陰に引っ張り込む。

　マシンガンを乱らん射しやしたみたいに、フロントウィンドウにヒビが入った。

「凪なぎ紗さっ！　怪け我がないか!?　どっか痛いたくないか!?」

　抱きしめたまま、尊たけるは凪なぎ紗さの顔を覗のぞき込む。

「どうして、来たのよ……！　バッカじゃないの……!?」

「そうだよ、バカだよ！　バカだから来たんだよ！」

　ムキになったみたいに、尊たけるは言い返す。

「言い争ってるヒマはないって！　火の手が迫ってる！」

　二人に向けて怒ど鳴なった。

　炎は刻こく一いつ刻こくと迫っている。それだけじゃない。天使がゆっくりと移い動どうをはじめていた。

　天使に触ふれた瞬間、車やトラックが火の手をあげる。熱に晒さらされた橋の鉄てつ骨こつがひしゃげはじめていた。

　天使との距きよ離りは二〇メートルは離はなれている。でも、放射熱だけで髪かみが燃もえ上がりそうだ。

「早く逃にげろ！　僕が天使を止めるから」

「そんなことできるのかよ？」

　僕は拳銃を持ち上げた。

「時間稼かせぎしかできないだろうけど……やるだけやってみる。危あぶなくなったら逃げるよ」

　ギョッとしたように、尊たけるは鈍にぶく光る銃口と僕の顔を交こう互ごに見つめる。

「おまえ、何者だよ……？」

　何も答えずに僕が笑ってみせると、尊たけるは怒おこったような顔で言い返してきた。

「死んだら怒るぜ」

「善ぜん処しよするよ」

　火の粉が火か山ざん弾だんのように降ふり注ぐ中、尊たけるは凪なぎ紗さの身体からだを支ささえた。

「逃げるぞ！　凪なぎ紗さっ！」

　そんな二人を背せに、僕はデザートイーグルを天使に向けた。足を踏ふん張りながら引き金を絞しぼる。

　ドンッ──凶きよう暴ぼうな反動が僕の腕うでを跳ね上げた。

　強力な弾丸が、聖せい母ぼ像ぞうのような天使の顔に吸すい込まれた。花か瓶びんが割われるように、白大理石みたいな肌はだの顔面が吹っ飛んだ。

　オオオオオオオオオオオオオ──……ッッッ[image: !!!]

　慟哭をあげながら、天使は顔を押おさえる。

　吹っ飛ばされた頭が、まるで時間が逆ぎやく戻もどりするみたいに癒いえていった。

　天使には銃器なんて効きかない。対戦車砲ほうをしこたま叩たたき込んで、ようやく倒たおせるかどうか──そういうレベルの怪かい物ぶつなんだ。この程てい度どでは殺すことはできない。

「だけど……足止めぐらいならできるよな」

　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！

　強すぎる反動に肩が抜けそうになりながらも、引き金を引き続けた。

　背はい後ごから、尊たけると凪なぎ紗さの声が聞こえてくる。

「まだ間に合うから。椎し堂どうくんと二人だけで逃げて。あたしを、置いて」

「なに言ってんだよ!?」

「このままじゃみんな死んじゃうわ！　あたしは足手まといになんかなりたくないの！尊たけるに迷めい惑わくかけたくないのよ」

　なにやってんだよ──空になったマガジンを落としながら振り返った。

　抱き上げて移動するには足場が悪すぎるらしく、尊たけるは彼女を支えて歩こうとしている。

「やめろって言ってるのがわかんないの!?　あたしは歩けないのよ！」

「支えてやれば、歩けるだろ!?」

「ウルサイ！　あんたはあたしのゲボクなのよ！　言うこと聞いて一人で逃げなさい！」

　凪なぎ紗さは尊たけるを叩こうと手を振り上げた。その手を摑つかみ、尊たけるは凪なぎ紗さを睨にらみつける。

「おまえこそウルサイんだよ！　いい加か減げん黙だまれ！」

　その怒鳴り声に、凪なぎ紗さの身体がビクッと震ふるえる。

「歩くぞ！　左足は動くんだから、ちゃんと動かせよ！　ほら、行くぞっ！」

　ススであちこちが黒くなった顔を歪ゆがませながら、尊たけるは愛いとしい人の身体を必死に支えて進んでいく。

　どんなに凪なぎ紗さが止めても、彼は歩みを止めなかった。

「やめて……。もうやめてよ……」

　凪なぎ紗さは泣いていた。涙なみだを流しながら、力なく首を横に振って、

「同情なんかで助けてくれなくていいよ……。尊たけるの足手まといになりたくないの……」

「同情じゃねえよ！　親に言われたからでもねえよ！」

　天使による火炎放射は止んでいた。

　しかし、熱せられた車のガソリンに引火し、至いたる所で火柱が上がっている。黒こく煙えんが臓ぞう物もつのように蠢うごめいて、二人を取り囲もうと迫る。戦場のようなありさまだ。

「おまえは、足手まといなんかじゃないんだよっ！」

　尊たけるは凪なぎ紗さを炎ほのおから庇かばい、黒煙を避さけるようにしながら、一歩一歩進んでいく。

「オレは……おまえを助けたいんだよ！　くそぉっ！　邪じや魔まなんだよ、この車ぁっ！」

　トラックが二人の行く手を塞ふさいでいた。太いタイヤに尊たけるは幾いく度ども蹴けりを入れる。

「どうして、そんなこと……？」

　焼き尽くそうとする炎を、

　押しつぶすように響く不ふ吉きつな轟ごう音おんを、

　逆さか巻まく風を、天使を、過か酷こくな運命を、滅めつ亡ぼうに向かう世界を、

　二人に立ちはだかるありとあらゆる全すべてを振り払うように、

　尊たけるは、ただ、叫さけんだ。

「オレは凪なぎ紗さが好きなんだよ!!」

「な……なによっ」

「なんだよ！　文もん句くあるのか!?」

「……ないわよっ」

「よしっ！　だったら、黙って助けられとけよ！　頼たのむから！」

　ススと涙でぐちゃぐちゃになった顔で凪なぎ紗さは、尊たけるを見つめていたけれど、

「…………うんっ」

　小さな子こ供どもみたいに、頷うなずいた。

　とはいえ、二人は燃もえさかる車の列に囲まれて、逃にげ場を失っている。

　弾丸を続けざまに発はつ射しやしながら、どうする気かと心配していた僕は、尊たけるの言葉を聞いて驚おどろいた。

「川に飛び込もう！」

　言うが早いか、尊たけるは凪なぎ紗さを抱だき上げた。彼女を抱いたまま勢いきおいをつけてジャンプし、欄らん干かんの上に立つ。

　旭井橋から川かわ面もまでは優ゆうに五メートルはある。きっと目も眩くらむような高さだろう。

　燃えさかる火の粉を背中に浴びながら、

「水泳は得意だろ？」

「そんなの無理よ。あたしがもう泳げないの知ってるでしょ？」

「だったら、オレが、凪なぎ紗さの足になるよ」

　尊たけるは凪なぎ紗さに微笑ほほえみかけた。イタズラッコみたいな、屈くつ託たくのない笑みを。

「オレさ、凪なぎ紗さの泳ぐ姿が好きだったんだ」

「尊たける……」

「無事だったら、オレと付き合ってよ」

「え……？」

「いいのか!?　イヤなのか!?　どっちだよ!?」

「いいわよ！　付き合ってあげるわよ！　だから、あたしのこと……助けなさいっ!!」

「よしっ」

　尊たけるはギュッと凪なぎ紗さを抱きしめた。彼女も尊たけるの背中に手を回して、強く抱きしめ返す。

　二人は固く抱き合ったまま、川へと身を躍おどらせた──

　ほどなく響いた水音は、一つだけ。その水音が、僕の耳には実に清すが々すがしく聞こえた。

　用意した弾だん丸がんのほとんどを撃うちつくした僕は、拳けん銃じゆうを捨てた。

　青白い炎に包まれた天使を見み据すえる。

「さあ、青春ドラマの時間は終わったよ。次は、僕たちの時間だ」

　弾丸の連射を受けて全身にヒビが入っていた天使が、悲しみに満ちた咆ほう吼こうをあげる。

　身体からだの傷が癒いえていった。

「お互たがい、バケモノ同士仲良くしようよ」

　天使の発する熱波によって、橋の鉄てつ骨こつが折れ曲がりはじめていた。このままでは橋が崩ほう壊かいする。川に逃のがれた二人も危あぶないだろう。

　この天使には、なんとしてもお引き取り願わなくちゃいけない。

　爆風でねじ切れた車の破は片へんだろうか、ナイフみたいに尖とがった鉄片を拾った。それを左手に握りしめ、天使に向かって、ゆっくりと近づく。

　天使の発する超ちよう高音により、アスファルトまでもが溶とけて燃え出していた。

　近くにある自動車は、一台とて原形をとどめていない。巨きよ大だいなトーチのようになって火柱を上げている。

　業ごう火かに晒さらされながら──僕は歌を口ずさんでいた。

〝あの人〟が好きだった歌を。

　Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、 想像してみるの。 あなたがいない明日を

　辺りを埋うめ尽つくす火炎は、癒されるそばから皮ひ膚ふを焦こがした。

　タンパク質の焦げる吐はきそうな臭におい。気が狂くるいそうなほどの灼しやく熱ねつ。絶たえ間なく襲おそい来る激げき痛つう。常じよう人じんなら何遍べんも死んでいるだろう。

　The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、 星もまたたかないわ

　しかし、僕は死ぬことができない。

　死という名の赦ゆるしを持っていない僕は、全身を生きたまま焼かれることになるんだ。

　苦痛に歯を食いしばりながら、なおも足を運び続けた。

　A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、　小鳥も唄うのをやめるの

　オオオオオオオオオオオオオ──……!!

　天使が炎ほのおを放ほう射しやする。

　とっさに避よけたけれど、左ひだり腕うでをかすめてしまった。それだけで、僕の腕が丸ごと焼け落ちてしまう。しかし、金色の光の粒つぶが弾はじけ、左腕が再さい生せいした。

　I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、 あなたがいなければ、 世界に意味なんてないってこと

　炎の回かい廊ろうとなった灼熱の橋の上を、

　一歩。

　また一歩。

　死の谷を歩む罪ざい人にんのように、僕は進んでいく。

　ほんの数分間だったかもしれない。けれど、僕には数時間にも数日間にも感じられる時間が流れて、

　I love you. Loves, so that want to kill.だって、 あなたを愛しているから。 殺したいほど愛してる

　天使に手が届とどきそうなほど近くに近づくことができた。

　地上に太陽が誕たん生じようしたかのような、神こう々ごうしさすら感じさせる灼熱の光に包まれて、真まっ直すぐに天使を睨にらみつける。

　天使は慈じ母ぼを思わせる表ひよう情じようを浮かべていた。

　天使に語りかける。

　喉のどが焼け、肺はいが爛ただれてうまく喋しやべれなかったけど、懸けん命めいに口を動かした。

「帰って……くれないか」

　左手に握にぎっていたナイフのような破片を、右肩に突き立てた。

　焼け焦げた皮膚を突き破り、肉を割さいて、鋭するどい鉄てつ塊かいが肩に刺ささる。そのまま関節を抉えぐって、

「ぐああああああああっっっっ[image: !!!]」

　自分の腕をもぎ取った。

　全身を炎に包まれながら、右腕を掲かかげてみせる。

「僕には、守りたいものがあるんだ」

　火か炎えんを纏まとった天使は、慈悲に満ちた瞳ひとみで僕を見つめ返していた。

「だから、これ以上奪うばわないでくれよ」

　供く物もつを捧ささげるように、自分の腕を天使に差し出す。炎にさらされ、腕がみるみる焦げていく。

　雪せつ花か石せつ膏こうのデスマスクのような天使の顔が、微かすかに歪ゆがんだように見えた。

「頼むからさ……」

　天使は──炎に包まれた手を伸ばしてきた。

　赤子を抱だくような仕草で、僕の腕を搔かき抱く。

　オオオオオオオオオオオオオ────…………ッ[image: !!!]

　一ひと際きわ大きな慟どう哭こくをあげて、天使は空を仰あおいだ。

　突とつ如じよ、空が裂さけ、スポットライトのような光が降ふり注ぐ。

　天使は空に帰っていった──







　気を失っていた時間は、どのくらいだったんだろう？

　燃えさかる橋の上で目を覚ました。

　周囲ではまだ乗用車が延えん焼しようを続けている。

　横たわる僕の耳に、微かすかに声が聞こえてきた。

「ちゃんと、泳げるじゃん、凪なぎ紗さ！」

「と、当然でしょっ！　あたしは、水泳部でエースだったのよっ！」

「そろそろ岸にあがるぞ！　もう少しがんばれ！」

「は、離はなしたら怒おこるわよっ!?」

「離さないよ。……もう、絶対に！」

「…………うんっ」

　それは間違いなく、幸せな恋こい人びとたちの語らいだった。

「はあ……なにやってんだろうね……。僕ぼくは……」

　どう考えても似に合あわないことしちゃったよ。なぁにが「絶ぜつ対たいに追いついてみせるから！」だよ。なぁぁぁにが「僕が天使を止める」だよっ。こんなヒーローじみたセリフは、僕が吐くべきものじゃない。完全にキャラ違ちがいってヤツだ。あーもー、恥はずかしいなっ。穴あながあったら、この世の全すべてをソコに放り込みたい気分だね。

　頭の中をグルグルと後こう悔かいの念が駆かけ巡めぐりまくっている。

　だけど、不思議なことに。

「……悪い気分じゃないんだけどさ……」

　街を守る日々の中で、いくつもの失敗を積み重ねてきた。天使はあまりにも強大で、理り不ふ尽じんだから。身体の一部を渡してお引き取り願うなんて方法じゃ守りきれないんだ。

　それゆえ、僕は──

　いくつもの《死》を。

　いくつもの《別べつ離り》を。

　いくつもの《悲ひ哀あい》を。

　いくつもの《絶ぜつ望ぼう》を。

　目まの当たりにすることとなった。

　いくつもの《命》が、僕の手をすり抜けていった。誰だれかの大切なモノが失われていくようすを、僕は為なす術すべなく見ていることしかできなかったんだ。

　だけど──今日はそんな絶望的な《日常》に一いつ矢し報むくいることができたような気がした。

　遥はるか遠くで、消しよう防ぼう車しやのサイレンが響きはじめた。野や次じ馬うまも集まり出しているようだ。

　天使が去ったという通つう報ほうが入って、消火活動に来たんだろう。

　ここで見つかったら面めん倒どうだ。さっさと退たい散さんすることにしようかな。

　尊たけると凪なぎ紗さには口止めしなくちゃいけないことがいくつかあったけれど、後回しにしよう。

「よっと」

　勢いきおいよく立ち上がり、背せ中なかにこびり付いた溶とけたアスファルトを落とす。一いつ緒しよに皮膚が焼け落ちたけれど、すぐに修しゆう復ふくされた。

　僕の制せい服ふくは完全に黒こげで、服としての機き能のうを果たしていなかったから、近くに転がっていた比ひ較かく的綺き麗れいな遺い体たいからシャツとジーンズを拝はい借しやくする。

「ちょっとー！　バカ尊たけるーっ！」

「ンだよ、凪なぎ紗さーっ！」

「一度しか言わないから、よぉ[image: ][image: ][image: ]っく聞きなさいっっっっっ」

《っ》五つ分ぐらいたっぷりと溜ためたあとで、

　凪なぎ紗さが大声で叫さけんだ。

「大好きよっ！」

「ごめん、聞こえなかった！　もう一回！」

「二度と言うかーっ！　バカーっ！」

　バシャーン。派は手でな水音が響いた。




　　　　[image: ]




　翌よく日じつの夜。春休み一日目。僕の部屋。

「天使が襲おそって来ちゃって、叔父おじさんが亡なくなっちゃったんだってっ。それは悲しいことなんだけどさ……。凪なぎ紗さの引き取り手がいなくなっちゃったから、尊たけるくんチに一緒に住むことになったんだってさー！　すっごいと思わないっ!?　付き合いはじめて一日で同どう棲せいだよ～っ!?　うっきゃー！」

　屋根を挟はさんで一メートルほど離はなれた向こう側の窓まど辺べ。オーバーな身み振ぶり手振りを交えつつ、パジャマ姿すがたの来らい夏かが《驚おどろきの最新情じよう報ほう》を喋しやべっている。

　作り笑いを浮うかべながら、僕は「へえ」とか「おお、すごいな」とかテキトーに相づちを打った。

　ぶっちゃけた話、来らい夏かが話してくれたネタは既すでに知っているんだよね。不死身のカラダについては知られていないけど、尊たけるには銃じゆうやバイクを見られてしまった。それについて口止めするときに教えてもらったんだ。

　凪なぎ紗さを捨すて置いて逃にげ出した直後、叔父さんは爆ばく発はつした車の破は片へんが直ちよく撃げきして死んでしまったらしい。

　そして、天てん涯がい孤こ独どくとなった凪なぎ紗さは、尊たけるや彼の家族と一緒に暮くらすことになった。屋や敷しきの離れ（尊たけるがもともと住んでいた家）に住むことになるそうだ。

　そして。

　二人は交こう際さいをはじめた。

　ずっとスレ違ちがい続けていたけれど、ようやくお互たがいの気持ちに気づくことができたんだ。感かん慨がいもひとしおなんだろう。

　尊たけるも凪なぎ紗さも照れくさそうに、けれど、とても幸せそうに笑っていた。相あい変かわらず尊たけるは尻しりにしかれているあたり、あの二人らしいよね。

　なんというか、ごちそうさまって感じだよ。

　二人が如何いかに幸せそうだったかを、ひたすら捲まくし立てた来らい夏かは、ピシッと人差し指を立てた。

「あのね、ひーちゃん」

「どうした？」

「やっぱり、大好きな人と付き合うのが一番だよね。想いが届とどかないままじゃ切ないよ」

　なぁにを当たり前のこと言ってんだ──ってツッコもうと思ったけれど、ふと思い出した。

「そういえば、来らい夏か。好きな人がいるんだっけ？　屋上でそんなこと口走ってたよな」

「それはその……」

　来らい夏かは僕から視し線せんを彷徨さまよわせて、しばらく口ごもっていた。だけど、大きく深しん呼こ吸きゆうを三回した後で、大きく頷うなずいた。

「い、いるよっ。好きな人」

「へえ、初耳だな。どんなヤツなの？　僕が知ってる人？」

「……うんっ。ひーちゃんがよっっっっっく知ってる人」

「ってことは、クラスメイト？」

「まあ、クラスメイトって言えば、クラスメイトかも」

「ふうん？」クラスメイトの顔を順番に思い浮うかべてみる。誰だか見当もつかないな。

「わ、私ねっ！」

　なんでか顔を真っ赤にし、両手の人差し指を付き合わせながら、来らい夏かは続ける。

「実は、とってもズルイんだっ」

「来らい夏かが？」

　僕のイメージでは、来らい夏かは竹を割わったような真まっ直すぐなヤツって感じなんだけど。

「好きな人とは、今は友達なんだよ。一いつ緒しよに遊んだり、お喋しやべりしたり、ときどきケンカもするけど……そんなカンケーって、楽しくて、わりと幸せなんだ」

「かなり近しい間あいだ柄がらなんだな」

「そう。ものすごっく、近いんだよ」

　来らい夏かは真っ直ぐに、僕を見つめた。

「でもね、もし告白して断ことわられちゃったら、このカンケーが壊こわれちゃいそうで、怖こわいんだ。だから、告白できないでいるんだよ」

「へえ。来らい夏かにしちゃ珍めずらしいね。ぶつかって玉ぎよく砕さいってタイプだと思ってたのに」

「本当は、そうしたいところなんだけど……ダメ。その人のことが本当に大好きだから。好きだからこそ言えないんだよ」

「ふうん……。そんなもんなのか。僕にはよくわからないけど」

　少しだけ寂さびしげに来らい夏かは笑って、

「だけどさ、凪なぎ紗さたちを見て、私ちょっと頑がん張ばろうって思ったの」

「頑張るってなにを？」

「高校生活ってあと一年しかないでしょ……。だから……その……私の好きな人に、気持ちが、わかってもらえるように。少しずつ頑張ろうって決めたんだよ。告白はできなくても、好きな気持ちをアピールするっていうか？　あはは、ひきょう者でしょ？」

　小鳥みたいに首を傾かしげながら、来らい夏かはちらっと僕の顔をうかがってきた。

「そんなに好きになってもらえるなんて、誰だか知らないけど……ご愁しゆう傷しようさまだね」

「んもーっ！　なによそれっ！　ひーちゃんのバカッ！」

　来らい夏かは枕まくらを投げつけてきた。

「ぶおっ！」

　見事に僕の顔面にヒットする。

「なにすんだよっ!?」

「とにかくっ！　私、頑張るからねっ！」

　なんだか宣せん戦せん布告するみたいに、来らい夏かは僕を指さした。

　枕を投げ返してやりながら、僕は答えた。

「なんかよくわかんないけど、頑張れよ」

「うんっ。がんばるっ！」

　投げ返された枕をギュッと抱だきしめて、来らい夏かは頷いた。その顔は、やっぱり真っ赤だ。照れるぐらいなら、言うなよな。別にそんな決意を僕に話す意味なんてないだろうに──なんて感想を抱いだきながら僕が窓まどを閉しめようとすると、

「ちょっと待ってっ！」

　呼よび止められた。

「ひーちゃんさ、進路の紙、提てい出しゆつしたでしょ」

「いいんちょにせっつかれたから、慌あわてて書いて出したよ」

「進路の希望の欄らんに──《卒業》って書いたよね？」

「……ああ」

　卒業こそが、僕のココロから望む進路だから。それを書くことにしたんだ。

「それじゃ、きっと先生に再さい提てい出しゆつって言われちゃうからさ！　ひーちゃんの進路、書き換かえといてあげたよ！　いちお、《大学進学》ってことにしといたからね。風かぜ原はら大学」

　風原大は、隣となり町まちにある大学だ。ランクとしては中の上ぐらい。

「……勝手なことすんなよな」

「いいからいいからっ。とりあえず、進学ってことにして、おいおい考えていこうよっ」

　ま、別にいいけどさ。再提出させられるよりはマシだろう。

　来らい夏かは何気ない風を装よそおいながら、

「ちなみに、私も《大学進学》って書いて出したからっ！　おんなじハラ大だよ！　えへへ……私が《頑張る》っていうのは、こういうことっ！」

　早口にそう言って、

「それじゃ、おやすみねっ！」

　ガラガラガラ──ピシャっ！

　勢いきおいよく窓を閉しめて、ついでにカーテンまで閉めてしまう。

　夜空の下、僕は一人取り残された。

「僕と一緒に大学に進学したいってこと？　……まさかね」

　肩かたを竦すくめつつ、僕は空を見上げる。

　夜空には、とても綺き麗れいな星が瞬またたいていた。

　なんとなく、明日は平和になってくれそうな気がした。





【卒業まで　残り３５５日】









　　　対たい話わ篇へん──Last meets First Ⅳ　３月25日（水） 00時01分







「ヒソカ。あなたは子こ供どもなんですよ」

〝そいつ〟の口調は善ぜん導どうする牧ぼく師しみたいだった。

「死という現実リアルを受け入れることができず、ないものねだりをしている、子供です。死を受け入れ、《悲しみ》を悲しむことを覚えたらどうですか？」

「《悲ひ哀あいの儀式》かよ。ここでフロイトを引き合いに出すのは格かつ好こう悪くない？」

　気分を害したように〝そいつ〟は眉まゆをひそめながらも、

「不毛な日々の繰くり返しで、絶ぜつ望ぼうに苛さいなまれているのではないですか？　もうやめたいと叫さけびたいのではないですか？」

「どうして、そう言い切れる。人の気持ちを決めつけないで欲ほしいね」

「なぜなら──」

〝そいつ〟は、指さした。

　庭に折り重なるように横たわる、男女の死体を。

「あれが、現実だからです」

「…………」

「片かた桐ぎり凪なぎ紗さと相あい沢ざわ尊たけるの二人は、結ばれてたった四日で天使に殺された。結局、あなたは二人を助けることができなかったんですよ」

　ここは凪なぎ紗さの住んでいた屋や敷しき。転がっている遺い体たいは、無む惨ざんに殺された凪なぎ紗さと尊たける。

　ようやく幸せになった二人は、その幸せを味わう間もなく殺されてしまったんだ。

「あなたが、どんなに頑がん張ばったって、街を守ることなどできません。いつかは、あなたを置いて全員が死んでいきます。それは決定事項であり、変へん更こうはありません。抗あらがっても、悲しみや後こう悔かいや無力感が膨ふくれあがっていくだけですよ」

「質しつ問もんしておきながら、人の話を聞いてなかったのか？　僕ぼくにとって《日にち常じよう》は指標でしかないんだよ」

「そのわりに、随ずい分ぶんと肩入れしているようですが？」

　ジグジグと気持ちの悪い音を立てて、腕うでの傷きずが回かい復ふくした。残るは、足首から先だけだ。

　視し線せんだけを動かして、それを確かく認にんしつつ、

「……凪なぎ紗さたちに協力したのは、ただの気まぐれだよ。本来の僕は、素そっ気けないヤツなんだ。だから、《悲しむ》ことなんてない。っていうかさ、悲しんだって戻もどってこないんだから、意味ないだろ、そんなの。

　それに、僕は後悔することもない。悔くやしいって感かん情じようは、惜せき敗はいしてこそ感じるものだろ？

　オリンピック選手に負けても悔しくないってのと一いつ緒しよだね。天使相手じゃ負けるのがデフォルトなんだ。後悔することなんてないよ」

「饒じよう舌ぜつですね」

　僕のココロの奥おく底そこを見み透すかすように、〝そいつ〟は赤色の瞳ひとみで僕を見み据すえて、

「あなたには、幼おさななじみがいましたね。萌ほう月づき来らい夏かと言いましたか……」

「いるけど、それが？」

「あなたは彼女を大切に想おもっているようだ。少なくとも、普ふ通つうの友人たちよりは。その幼なじみが回かい収しゆうされても、あなたは同じことが言えますか？」

　僕は即そく答とうした。

「言えるよ。来らい夏かも、僕にとって《日常》を形作る一要よう素そに過すぎないからね」

「強ごう情じようですね」〝そいつ〟は、指先で唇くちびるをなぞって、

「どうせ、愛いとしの〝あの人〟は戻ってこないのです。素直に《神の計画アポカリプス》を受け入れたらどうですか？　これは《運命》なのですよ。《運命》に抗えば苦しむだけです」

　〝そいつ〟の言葉を鼻で嗤わらう。

「冗じよう談だんじゃない。もしも、この世に《運命》なんてものがあるのなら──〝あの人〟と再ふたたび巡めぐり逢あうことが、僕にとっての《運命》だ」

〝あの人〟と出で逢あったこと。

　恋こいをして、そして愛し合ったこと。

　今は離はなれているけれど──卒業の日に、再び巡り逢あうこと。

　全すべてが僕にとっての《運命》だ。

〝あの人〟という存そん在ざいこそが、僕にとっての《運命》なんだ。

「僕は《日常》を守り続け、卒業の日まで学校を存そん続ぞくさせ、そして──〝あの人〟に殺される。その点は譲ゆずるつもりがないよ。なんと言われようとね」

　その未来へとたどり着いてやる。

　必ず。必ずだ。

「あくまで《神の計画アポカリプス》に逆さからうというのなら、こちらにも考えがあります」

　足首の再生が終わり、僕の身体からだは完全に修しゆう復ふくされた。

　横たわったまま、間髪入れずに銃を抜いて、

「それじゃ、その考えとやらを聞かせてもらおうかな」

　タンッ──躊躇ためらわずに引き金を引いた。

〝そいつ〟の肩を撃うち抜いた。

「ぐっ……！」

　数歩よろめいて、少年は僕を睨にらみつける。

　立ち上がった僕は、その太ふと腿ももめがけて、続けざまに引き金を引いた。血ち飛沫しぶきをあげて、弾だん丸がんが少年の脚を通り抜ける。

「いきなり撃つなんて、どうかしていますね……」

　片かた膝ひざをついた〝そいつ〟を見下ろしながら、

「僕がどうかしてるってことは、きみもわかっていただろ？　くだらない質問に答えてやっていたのは傷が治るまでの時間稼かせぎだったんだ。こうして、立場を逆転するためのね」

「……なるほど。道理で素直だったわけです」

「さて、次は僕が質問をする番だ」

〝そいつ〟の額ひたいに銃口を突きつけた。

　一番聞きたかった質問をぶつける。

「きみは、誰だ？」

「ボク、ですか？」

〝そいつ〟は、肩を押さえたまま──

　笑っていた。

　僕は息を飲んだ。

〝そいつ〟の肩の傷きず口ぐちから、金色に輝かがやく光の粒つぶが噴き出していたんだ。

　傷がみるみる癒いえていく。

　僕と同じ不死身のカラダを持っている──？

「その質しつ問もんには、答えるわけにはいきません。今は、まだ」

　ヒュッ──一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず、〝そいつ〟は動いた。僕の腹ふく部ぶにナイフを突き立てる。

　激はげしい痛いたみに反はん射しや的に腰こしを折った僕の背中に、続けざまに刃やいばの雨を降らせやがった。

　膝をついた僕は、再び見下ろされる立場になってしまう。

「しかし、名乗らないのは失礼ですからね。名前だけでも教えて差し上げましょう。人間たちは、ボクをこう呼ぶようです」

〝そいつ〟は僕を見下ろしながら、冷たい声で言いはなった。




「アダム──と」




　聖書に詳くわしくない日本人だって、その名前ぐらい知っている。

　人類の始し祖そ。最初の人間──それが、アダム。

「神である主、今おられ、かつておられ、やがて来られる方、全能者がこう言われた。

　わたしはアルファであり、オメガである」

　アダムと名乗った少年は、ヨハネ黙もく示し録ろくの有名な一いつ篇ぺんを口ずさんだ。

「これは歴史的な邂かい逅こうなのですよ、ヒソカ。対極にして同一な。原点にして無限な。不ふ縁えんにして由ゆ縁えんな──[image: α]アダムと[image: ω]オメガが対面したのですから」

　持っていたナイフを十字架に戻すと、〝そいつ〟は踵きびすを返す。

「また、会いに来ます。あなたが《運命》に従わないのならば──今度は敵てきとして」

　そんな言葉を残して、アダムは闇やみに溶とけるように消えた。

















４月13日（月）

　プロローグ２

　　──あるいは全ての始まり















　残ざん酷こくな日にち常じようは、

　僕たちから全すべてを奪うばっていく。

　恋こいも。

　夢ゆめも。

　友ゆう情じようも。

　未来も。




　なにより残酷なのは、

　それでも明日がやってくるということ。







　春休みが終わり、僕たちは三年生になった──




　　　　[image: ]




「♪Imagines.Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　昼休み。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　桜さくらヶ丘おか高校のテッペンに片かた膝ひざ立てて座すわって、僕ぼくは拳けん銃じゆうの手入れをしていた。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　お送りしている鼻歌は、《Loves, so that want to kill.殺したいほど愛してる》。

　バカの一つ覚えみたいに、僕はことあるごとにこの曲を繰くり返し唄うたっている。〝あの人〟が大好きな曲だったから、耳にこびりついちゃって離はなれないんだ。

　どうせなら、もっとメジャーな曲を口ずさんでくれりゃ良かったのにね。これじゃカラオケで披ひ露ろうすることもできないじゃないか。ま、営えい業ぎようしてるカラオケ店なんて、あんまり残ってないんだけど。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよかぜも途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　ふわり。

　春風に吹かれた桜の花びらが、蝶ちようのように前まえ髪がみにとまった。

　プールのあとのバスタオルみたいな温かな日差し。グラウンドからは、サッカーに興きようじるクラスメイトの歓かん声せいが響ひびいてくる。

　う～ん。のどかだねぇ。

　銃身を磨みがきながら、僕は顔を上げた。

　ここからの眺ながめが、かなり好きだ。

　ウチの学校は高台に建っていて、神かみ代しろ市しの街まち並なみや、その先の海まで見み渡わたせる。本当は海岸に立つオバケ灯とう台だいの姿すがたも、ココから眺めることができたんだけど。現げん在ざいは回かい収しゆうされて、その台だい座ざ部分しか見ることができない。

　それを差し引いても、いい景色だと思う。高校三年になったこの春まで毎日のように見続けてきたけど、未いまだに飽あきない。特に桜が満開の今の季節は最高。これでうまいコーヒーの一いつ杯ぱいもあればあとはなにもいらないよ。

「……って、言いたいとこなんだけど……」

　一年生の頃ころと比くらべると、ここからの光景もずいぶん変わっちゃったよな。

　隣となりに建っている第二校こう舎しやは食べかけのカロリーメイトみたいだ。半分だけ囓かじり取ったように無くなっている。広がる街並みは、ゲーム中ちゆう盤ばんのビンゴカードのように穴あなだらけ。

　いろんな物が失われているんだ。代わりに残されたのは、瓦が礫れきの山とホコリっぽい空気。

「世界は、ボロボロだね……」

　手入れを終えた拳銃を制せい服ふくの下にねじ込んで、いつものように隠かくした。

　給水塔の上に寝ね転ころぶ。給水塔の屋根は硬いけれど、ちょっとヒンヤリいい気持ち。

　さて、授じゆ業ぎようが始まるまで昼寝でもしようかな？

　そう、思ったとき、

「こんな所にいたんだね」

　校章のついた指定のニーソックスの脚あしが僕の顔の横にそびえ立った。

　ショートカットの小こ柄がらな女の子が、片かた手てを腰こしに当てて僕を見下ろしている。眩まぶしくて顔はよく見えないけど……結けつ構こう、巨きよ乳にゆうかも？　小柄で胸むねの大きい娘むすめって好みなんだよね。

　僕は手庇てびざしをして、目を細めた。

　少女の顔が見える。意い志しの強そうなきりっとした眉まゆの下に、つぶらな瞳ひとみ。

「って、来らい夏かかよ」

　うわ。危あやうく欲よく情じようしちゃうとこだったよ。

「来らい夏かかよじゃないよっ。探さがしちゃったじゃない。すぐどっか行っちゃうんだからっ」

「きみは僕の保ほ護ご者しやか。なにしに来たんだよ」

「なにしに来たはないんじゃない？」

　来らい夏かは、片方の眉を吊つり上げた。

　むむ。この表情をするときはムカついてる証しよう拠こだ。なにを怒おこってるんだ？

「おべんと作れって言ったくせにっ」

「は？　頼たのんだ覚えはないんだけど」

「この間、みんなの前で言ったでしょ!?　『来らい夏かの料理は食えたもんじゃない』って。ほら、三年になってクラス替わったから、みんなでまた、お花見しようってことになってさ！　そのときに！」

「あー、言った……ような気もする」

「言いましたー！　確かに言いましたー！　あんなこと言われたら、作ってこざるを得ないでしょ？　作ってこいって言ってるのと同じでしょ？」

「劇げき的てきに違ちがうと思うぞ」

「ツベコベ言わなーい！　さっさと食べる！　ひーちゃんには、その義ぎ務むがあるよ！」

　来らい夏かはお弁べん当とう箱ばこを突つき出した。

「あのさ……」

「なに？　なんか文もん句くあるっ？　言いたいことがあるなら言ってみなさいっ！」

「じゃ、言わせてもらうけど……」

　横たわったまま、僕は天を指さした。

「ぱんつ見えてる」

「死んでしまえっ！」

「おぶっ！」思い切り腹はらを踏ふんづけられた。

「なにすんだよ!?」

　げしげしっ。来らい夏かはストンピングを続ける。

「バカ！　バカ！　バカ星人！　ひーちゃんなんか天使に《回収》されちゃえ！」

「うっわ、酷ひどい言いよう！　ってか、ホントに痛いたいからやめてくれっ！」

　来らい夏かはスカートの裾すそを押おさえてその場に座り込んだ。顔を真っ赤にしてる。

「これからは見えた瞬しゆん間かんに目をそらして！」

「そこで目をそらすようなヤツとは、友達になれそうにないな。たとえ来らい夏かのぱんつでも」

　デコに四つ角作りつつ、来らい夏かは拳こぶしを握にぎった。

「そーゆー返事を求めてるんじゃないよ」

「すみませんすみません気をつけます」

　弁当箱をありがたく受け取り、フタを開いた。タコさんウィンナーやミートボールが詰つめられた可愛かわいいお弁当だ。なんだか、口うるさくて乱らん暴ぼうな来らい夏かには似に合あわない感じ。

　恐おそる恐る、卵たまご焼やきを頰ほお張ばってみる。

「………………どう？」

　素す直なおに褒ほめるのは、なんかシャクだけど。

「ウマイよ」

「そっかぁ……」

　安心したように息をついた来らい夏かは、急に勝ち誇ほこったような顔をした。

「わかったでしょ？　私だって、ちゃんと作れるんだからっ。お母さんが《回かい収しゆう》されちゃってから、私がごはん作ってるんだよ？」

　真夏の太陽みたいな顔で来らい夏かは笑った。

　強いヤツだよなって、いつも思う。

　母親が《回収》されたときも、来らい夏かは泣かなかった。弟たちを笑顔で慰なぐさめていたんだ。

　タワラ形のおむすびをパクつく僕を、満足げに眺ながめていた来らい夏かは、

「で？　こんなところでなにしてたの？」

　銃の手入れをしていました……とは言えないよな。警けい察さつ機き構こうが破は綻たんしたワケじゃないし、なにより来らい夏かってばうるさいし。

「昼寝でもしようと思ってさ」

　適てき当とうにゴマカすと、彼女は顔を曇くもらせた。

「眠ねむいのって、夜寝ねてないから……かな？　ひーちゃん、夜中どこかに出で掛かけてるよね。最近、また夜間外出禁きん止し令れいが出されたのに……」

　なんで知ってるんだ？　窓まど越ごしに見られたのか？

「心配すんなって。散歩してるだけだから」

「べ、別にっ！　心配なんかしてないけど！」

　唇くちびるを尖とがらせて、来らい夏かはそっぽを向く。

「ホントに天使に《回収》されちゃったら気分悪いし」

「……ありがとな」

　幼なじみの頭をポンポンと叩たたいた。

「そうやって叩かないでよっ。背せがちっこいってバカにされてるみたいでしょ!?」

　来らい夏かはチョップを繰くり出してくる。

　笑いながら、いつも通り攻こう撃げきを食らってやろうとして──

「なんだ……？」

　背せ筋すじがゾクッとした。悪お寒かんが走る。

　それと同時に感じる《違い和わ感かん》。これは、天使が現あらわれる合図だ。

　思わず、来らい夏かの手刀を受け止めた。

「こらー！　よけるなー！」

「ちょっと黙だまってろって」

　目を閉とじて、神しん経けいを研とぎ澄すます。違和感は微び弱じやくだった。しかも高校から見て、東側から漂ただよってきてる。街の東は山林だ。そこが襲おそわれるなら、被ひ害がいは少なくて済すむだろう。

「どうしたの、ひーちゃん……？」

　不安そうに、来らい夏かが尋たずねてきた。

「いや、来らい夏かのお弁べん当とうのあまりのウマさに目眩めまいがしただけ」

「ほ、ホントにっ？」

「ウソに決まってるだろ」

「うわっ、ヒドっ！」

　来らい夏かが再ふたたび手を振ふり上げたとき、

「あ……雪……？」

　青空に、白い結けつ晶しようが舞まいはじめた。

　冷たくない雪──《紙かみ吹雪ふぶき》だ。

「どこかでなにかが回収されちゃったんだね」

　来夏は切なげに呟つぶやいた。彼女の言う通り、紙吹雪はなにかが回収されてしまった合図なんだ。

「いつか、この学校もなくなっちゃうかな？　凪なぎ紗さや尊たけるくんみたいに、みんなも回収されちゃうのかな……？」

　二人が天使に殺されてしまったと知った来らい夏かは、本当に悲しんでいた。僕の前では涙なみだこそ流さなかったけど、まぶたが腫はれぼったくなっていたのを何度も見たから、一人で泣いてたんだろう。

　幼なじみが泣き出しそうに見えて、彼女の頭をポンポンと叩いた。

「……大だい丈じよう夫ぶ。なくなったりしないよ」

　今度は来らい夏かは怒らなかった。

　写真に撮とっておきたくなるようなイイ顔で笑ってくれたんだ。

「そうだよね。大丈夫だよね」

「うん。きっと、ね」

　それは見え透すいたウソだ。だけど、来夏は僕の言葉を嚙かみしめるように頷うなずいた。

「ねえ、ひーちゃん！」

「ん？」

「天使は怖こわいけどさぁ」

　雪を受け止めるように来らい夏かは腕うでを横に広げる。

「紙吹雪は、きれいだよね」

　舞い散る雪と踊おどるように、クルンと回った。

「あははっ！　はははは！」

　嬉うれしそうに笑いながら、クルクルくるくる。

　滅ほろび行く世界で来らい夏かは笑っている。

　こんな世界でも人は笑えるんだ。

　そのようすをぼんやりと眺めながら、僕は小さく歌を口ずさむ。

〝あの人〟が唄うたっていた歌。その続きを。

♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと

　ボロボロの世界が純じゆん白ぱくに塗ぬり潰つぶされていく。汚よごれきった世界を浄じよう化かしているみたいに。

　神様にとって、人間は《汚けがれ》でしかないってことなのかな。

♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる

　だったら。

　僕ぼくは世界を汚し続けてやろうと思う。ありったけの力を込めて、世界を汚してやる。

　ただ問題は──僕には、なんの《力》もないってことだけどね。

　相あい変かわらず、僕は津つ波なみに身体を投げ出すような方法で街を守り続けているんだ。他に手しゆ段だんがないんだから仕方がない。

　大切な《砂すなの城しろ》が刻こく一いつ刻こくと崩くずれていくのを見つめながら、僕は僕にできることをするだけだ。




　　　　[image: ]




　なにごとにも因いん果が関係ってヤツがある。

　あらゆる未来を見通せるマクスウェルの悪あく魔まじゃなくても……あれ、ラプラスの魔だったかな？　まあいいや。そんな存そん在ざいじゃなくっても、ちょっとした未来なら想そう像ぞうがつく。

　コーラを飲んだらゲップが出るとか。

　地じ震しんが起きたら津つ波なみが来るとか。

　昼間に天使が出たら、その夜も現あらわれてもっと大きなものを《回かい収しゆう》していく、とかね。

　そんなわけで。

　夜間外出禁きん止し令れいの出ている街に、僕は自転車を走らせていた。巡じゆん回かい中のパトカーや装そう甲こう車しやに見つからないように気をつけながら。

　背せ中なかがゾクゾクっとする奇き妙みような感覚。それを強く感じる方へハンドルを切る。

《違い和わ感かん》はウチの学校の壊こわれかけた第二校こう舎しやから強く漂ただよってきていた。この春休みに天使がやって来て、校舎を半分持って行ってしまったんだ。休み期間だったおかげで、生徒がほとんどいなかったのが不幸中の幸いだね。

「残りの校舎まで、持っていく気かよ」

　グラウンドの一ひと隅すみに自転車を倒たおし、隠かくしてた拳けん銃じゆうを抜ぬく。学校へ持ってってるものよりも大振りなＳスミス＆Ｗウエツソンだ。

　銃じゆう把はを握にぎりしめながら壊れかけの校舎に入った。天使にやられた校舎は瓦が礫れきが散さん乱らんしている。廃はい墟きよみたいな感じで、かなりブキミ。

　無事だった教室では、今日も授じゆ業ぎようが行われたんだけどさ。

《違和感》に導みちびかれるように廊ろう下かを進み、壁かべが抉えぐれて無くなっている教室に入った。

　教きよう卓たくのあたりから強い《違和感》がする。

「……おでましか？」

　ほどなく、空間に裂さけ目が生まれた。

　亀き裂れつから、ずるりと天使が這はい出てくる。

　白いドレスを纏まとった美女の石せつ膏こう像ぞうみたいな姿すがた。でも、筋すじ金がね入りのフィギュアマニアだって、コイツに萌もえるのはムリだろう。

　全身に錆さびた鎖くさりを巻まきつけていて、その顔は熱にさらした蠟ろう人形のようにとろけてるんだから。しかも、ぽっかり空いた眼がん窩かから血けつ涙るいダラダラという素す敵てきなオプション付き。

「ホント、天使なんて名ばかりだよな……」

　オオオオオォォォォォォォォ──……

　天使は奇き声せいを発した。子こ供どもを失った母親さながらの、悲しみに満ちた声だ。

「お土産みやげをやるから、大人しく帰ってよ」

　白はく亜あの怪かい物ぶつに近づき、そっと左腕を伸のばす。

　ジャ……ッ！

　天使の身体から無数の鎖が飛んだ。

　錆びた鎖が蛇へびのように僕の腕に絡からみつき、凄すさまじい力で締しめ上げられる。僕の身体を破は壊かいして、空へと運び去るつもりなんだろう。

「悪いけど、全身持ってかれたら面めん倒どうなんだ。腕だけで勘かん弁べんしてくれ」

　自分の肩に銃口を押し当てた。

　天使には普通の武ぶ器きは効きかない。銃弾ごときじゃなんの効こう果かもないんだ。

　拳銃は腕を吹っ飛ばすために使うことの方が多かった。

　街を守るためには仕方がないことだって、頭ではわかってるんだけどさ……

　僕は自分の腕が吹っ飛ぶのを見て喜ぶ、ヘンタイさんじゃないわけで。

「ゼッタイ痛いたいよなぁ。嫌いやだなぁ」

　うんざりした気分で、僕は引き金に力を込めようとした。

「ひーちゃんっ！」

　銃声よりも早く、聞き慣なれた声が鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

　教室に飛び込んできた来らい夏かが、僕の身体からだにしがみつく。

　なんでコイツがココに!?

「だめ！　ひーちゃんを連れていかないで！」

　来夏は鎖を外そうと懸けん命めいに力を込めた。けれど、腕に食い込んだ鎖は解とけない。

「なにしてるんだ！　早く逃にげろ！」

　だだっ子みたいに、彼女は首を横に振った。

「ヤダ！　イヤだよぅっ！　ひーちゃんまでいなくなるなんて……！」

　耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　天使が来らい夏かに向けて鎖を飛ばす！

「くそッ…！」

　天使に向けて引き金を引いた。弾だん倉そうが空になるまで弾丸をぶち込む。

　天使の身体からだに弾たまがめり込み、ヒビが入った。

　鎖にかかっていた力が少しだけ緩ゆるむ。

　腕に絡んでいた鎖を振り払うと、僕は来らい夏かの手を握った。

「逃げるぞ！」

「う…うんっ！」

　僕たちは、朽くち果てた教室を飛び出した。




　来らい夏かの手を引いて、僕は全力で逃げた。

　学校の前庭にある桜さくら並なみ木きを駆かけ抜ぬけて、校門の近くまで走る。

　振り返る。天使は追って来ていない。

　来らい夏かの手を放し、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「今のはヤバかったな」

「うんっ…すっごく怖こわかった……」

　肩かたで息をしながら、来らい夏かは桜の幹みきに背せ中なかをつけた。小さな肩が小こ刻きざみに震ふるえてる。恐きよう怖ふを吹き飛ばしたいのか、妙みように明るい声で、

「あはは、こんな風に逃げてると、子供の頃ころ思い出すね。灯とう台だいに一いつ緒しよに登ったときのこと」

　オバケ灯台のテッペンから海を眺めるとアメリカが見えるぞ──友達の誰かがそう言った。それを真に受けて、僕と来らい夏かは二人で立ち入り禁きん止しの灯台に忍しのび込んだんだ。

「警けい備び員いんのオッサンに追いかけられたっけな」

「うん。ひーちゃん、私を逃がすために一人で戻もどって……ワザと捕つかまってくれたんだ」

　警備員に取り押おさえられてる間に、来らい夏かが逃げる時間を稼かせごうと思ったんだ。

「もー！　ひーちゃんってば、いっつもそうだよね。一人でカッコつけちゃってさ！　残された私の気持ち……考えないんだから……」

　明るかったはずの来らい夏かの声は、風船がしぼむように元気がなくなっていった。ついには黙だまり込み、うつむいてしまう。

「……で？　なにしに来たんだよ？」

「ひーちゃんが、出掛けてくのが見えて……」

「あとをつけてきたって？　ったく、なに考えてんだ！　あんな無茶すんなよ！」

「それはコッチのセリフだよっ！　天使相手になにしてたの!?　学校を守ろうとでもしてたわけ!?　バッカじゃない!?」

「そんな言い方はないだろ!?」

「私、怖かったんだから！　とっても怖かったんだから！　ひーちゃんもいなくなっちゃうんじゃないかって。お母さんみたいに……」

「来らい夏か……」

「あーもうっ！　最悪だよっ！」

　おどけたような表情で、来らい夏かはチョップを繰り出そうと手を振り上げた。

「ひーちゃんがヘンなことするから、お母さんのこと想おもい出しちゃったじゃない！」

　あのさ、来らい夏か。

　どうせなら、ちゃんとした笑顔を作ってよ。いつものヒマワリみたいな明るい笑み。今のきみの顔は、泣くのを我が慢まんして唇くちびるを震わせたようにしか見えないよ。

　来らい夏かは、振り上げた手を力なくおろした。

「……お母さんだけじゃないよ。凪なぎ紗さや尊たけるくんもいなくなっちゃった……。ひーちゃんと一緒に通った小学校も、遊んだ公園も、オバケ灯台もなくなっちゃった……。大事な想い出の場所だったのに……」

　僕の袖そでをギュッと握にぎりしめる。

「大切なものが、どんどん消えていっちゃうよ……」

　震える肩。消え入りそうなほど小さな声。

　堪こらえきれなくなったように、

「どうして、こんな世界になっちゃったの？」

　涙なみだの雫しずくがこぼれ落ちた。

　抑おさえ込んできた気持ちが弾はじけたみたいに、次から次へと頰を伝う。

「昔に戻りたいよ……。『また明日ね』って笑って言えた頃に戻して欲ほしいよぉ……」

　来らい夏かの涙を見て、僕の脳のう裏りに凪なぎ紗さの顔が蘇よみがえった。いや、彼女だけじゃない。幾いく人にんもの涙を僕は見続けてきた。悲しみの表情がフラッシュバックする。

　僕には、街は守れない。悲しみを止めることはできない。なにもできないんだ。

　そっと──涙を指で拭ってやった。

「ごめんな。ホントに、ごめん」

　不思議そうな顔で、来らい夏かは僕を見上げる。

「どうして、ひーちゃんが謝あやまるの？」

「それは……」

　オオオオオォォォォォォォォ──[image: !!!]

　すぐ近くで、天使の慟どう哭こくが聞こえた。

　桜さくらの樹きに鎖くさりが絡からまる。耳がしびれるような轟ごう音おんがして、大木が引き倒たおされた。

「きゃあああっ！」

　衝しよう撃げきで来らい夏かの身体からだが吹っ飛んだ。風に吹かれた空き缶かんみたいに小さな身体が転がる。

「来らい夏かッ！」

　慌あわてて駆かけ寄より、幼おさななじみを抱だき寄よせた。

　片かた手てで銃じゆう身しんを振ふって薬やつ莢きようを捨すて、クイックローダーで弾たまを込める。

　弾丸をありったけブチ込んで、その隙すきに来らい夏かを抱かかえて逃にげる──それしかない！

　天使に銃口を向けようとして、

「うわッ……！」

　僕は思わず声をあげてしまった。耐たえ難がたいほどの寒気が走ったんだ。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注ぎ込まれたかのような、圧あつ倒とう的な悪お寒かん。

《違い和わ感かん》が、そこらじゅうで弾はじけている。

「冗じよう談だん……だろ？」

　天使が、ひときわ甲かん高だかい咆ほう吼こうをあげた。

　それが合図だった。

　周囲に次々と空間の裂さけ目が生まれたんだ。気味の悪い音を立てて、白大理石みたいな肌はだを持つ天使が這はい出てくる。

　その数、一〇体以上。

　蛇へびの身体を持った美しい子供、三つの首を持つ美女、昆こん虫ちゆうの身体を持つ少女……異い形ぎようの怪かい物ぶつの群むれが僕たちを取り囲んでいた。

　絶ぜつ望ぼう的な気分で、引き金を絞しぼる。

　ビシッ！　ビシッ！　ビシッ！

　天使の身体にヒビが入ったけれど、すぐに傷きずは修しゆう復ふくされてしまった。ゾンビ映えい画がのワンシーンみたいに、天使は距きよ離りを縮ちぢめてくる。

「ひーちゃ…ん……」

　来らい夏かが僕のシャツの裾すそをつかんだ。

　きっと。

　昆虫の手足をもぐ子供みたいな残ざん酷こくさで、天使は来らい夏かを壊こわし、《回かい収しゆう》するだろう。

　もう、どうしようもない。

　僕たちは、完全に囲まれてるんだ。逃げられない。抗あらがってもムダだ。だったら為なすがままに、殺される方がいい。苦しまずに済すむ。

　さよなら、来らい夏か。

　きみには言ってなかったけど。

　僕ぼくには目的があるんだ。

　その大目標を前にしては、来らい夏かの死すら小さなコトだって言ったら怒おこるかな？　でも、ちゃんと悲しいって感じてるよ。ホントに来らい夏かのこと、イイ友達だって思ってたから。

　だけど。だけど。だけど。

　さよなら、来らい夏か。

　頭では。

　そんな風に考えているのに。

　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！

　僕は、引き金を引き続けていた。

　カシッ！　カシッ！　カシッ！　カシッ！

　弾たまが切れても、僕はトリガーを引く。

　いくら引き金を絞しぼっても、その銃口から奇き蹟せきは飛び出さないのに。

　カシッ！　カシッ！　カシッ！　カシッ！

　狂くるったように引き金を引き続けていた。

〝あの人〟と再ふたたび出で逢あえるなら、世界の全すべてを引き換かえにしてもいい。

　その気持ちに、偽いつわりはない。

　だけど。だけど！　だけど──！

　来らい夏かは、僕にとって、日にち常じようの象しよう徴ちようであり、

　とても、大切な、友達で、

　とても、大切な、存そん在ざいで、

　カシッ！　カシッ！　カシッ！　カシッ！

　僕だって、本当は失いたくない。

　なにも失いたくないんだ。

　凪なぎ紗さと尊たけるが死んだときだって、本当は叫さけびたかった。

　これ以上、奪うばっていかないでくれって。

　これ以上、世界を壊さないでくれって。

　叫びたかったんだ。

　オオオオオォォォォォォォ──……[image: !!!]

　無力な僕を嘲あざ笑わらうかのように、天使たちが慟どう哭こくする。

　そう、僕は無力だ。

　天使を殺す《力》を持つ人を、待ち続けることしかできない。

　無力な、傍ぼう観かん者しや。

「逃にげて……。ひーちゃんだけでも……」

　微かすかな声で呟つぶやいて、来らい夏かは気を失った。

　幼おさななじみの小さな身体からだを抱きしめる。

「……ごめんな、来らい夏か。ホントにごめん」

　僕と来らい夏かを飲み込むように、

　天使の群むれが飛びかかってきた──




　その刹せつ那な

　漆しつ黒こくの風が吹ふき抜ぬけた。




　黒衣の少女が、舞まい降おりてきた。

　その手には背せ丈たけほどもある大たい剣けん。

　少女は剣を一いつ閃せんし、天使をぶった斬ぎった。

　天使の身体が、白い結けつ晶しようを残して崩くずれ去る。

　ふわり。

　桜さくらの花びらのように、少女は音もなく着地。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、身に纏まとうスカートと、束ねた黒くろ髪かみが風をはらんで美しく広がった。

　天使たちが、一いつ斉せいに少女を睨にらむ。

　滝たきのように降り注ぐ桜の花びらに打たれながら、彼女はゆっくりと腰こしを落とした。禍まが々まがしい造ぞう作さくの黒こく刃じんを横に構かまえる。

　その瞳ひとみが、

　殺意の炎ほのおに揺ゆらめき、

「参る──」

　少女は矢のような速度で天使に迫せまった。

　目で追うのも難むずかしいくらいの速度で大剣を振ふるう。その度たびに天使が斬り裂さかれていく。

「銃じゆうさえ効きかない天使を……殺した？」

　このコは〝あの人〟と同じ力を持ってる。

　僕が待ち焦こがれた《力》を……

　ザッ────！

　必殺の斬ざん撃げきが繰くり出され、十数体いた天使は瞬またたく間に残り一体となる。

　オオオオオォォォォォォ──[image: !!!]

　身体に鎖くさりを巻いた天使が絶ぜつ叫きようした。

　表情一つ変えずに、少女は敵てきを見み据すえる。

　異い形ぎようの怪かい物ぶつが鎖を飛ばした。触しよく手しゆみたいに蠢うごめく無数の鎖が、四方八方から襲おそいかかる。

　大剣を小刻みに動かして、鎖の束を弾はじき飛ばした。飛び散る火花が闇やみを斬り裂く。

「────ハッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、天使の石せつ膏こう像ぞうのような身体が両断された。断だん末まつ魔まの声をあげる間もなく、天使は輝く結晶になって砕け散る。

　息一つ切らさずに戦い終えた少女は、無む造ぞう作さに大剣を振るった。

　闇やみに輝く剣に、見覚えがあった。

「きみ、ＡＲＩＣＥの……」

　Angelic-Ruins-……あー、詳くわしい訳やくは忘わすれた。《カーテンコール》を阻そ止しするために天使と戦っている組そ織しき──それがＡＲＩＣＥ。

「私はサクヤ。ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオン」

　サクヤは、僕に大剣を突きつけた。

「ようやく見つけた。おまえが、オメガ？」

　ああ、なるほど。その言葉だけでわかった。

〝あの人〟と同じ理由で、このコは来たんだ。

　その理由とは──僕を、殺すため。

　無表情のまま剣を構えるサクヤを見つめ、僕は心の中で呟つぶやいた。

　待ってたよ

　来てくれるのを、待っていた




　──これが、僕とサクヤとの出会いだ




「わかっている？」

　凜りんとした少女の声が響ひびく。

「わかってるって、なにが？」

「おまえが生きていると……」

　サラサラ、サラサラ──

　淡あわ雪ゆきみたいに舞い散る花びら。

「この世界は、滅びるということ」

　降ふり注そそぐ薄紅色の花か弁べんをひとひら、僕は手の上に受け止めた。

「死ぬには、いい夜かもしれないね」

　少女の瞳が殺さつ意いの炎ほのおに輝いた。

「それが答え？」

　返事の代わりに肩をすくめてみせる。

　少女は大剣を軽かる々がると閃ひらめかせ、上段に構かまえた。月光を跳はね返かえし刃がきらめく。

「死んで。世界を救うために」

　無言のまま、僕は腕を横に広げた。

　永遠とも思える、一瞬の空白の後、

　ザッ────！

　少女が動いた。

　舞い落ちる桜の花びらを斬きり裂さき、まとわせ、鋭するどい刃が繰り出される。

　大剣が見事に心しん臓ぞうを貫つらぬいた。

　胸を貫かれ、僕は桜の絨じゆう毯たんの上に倒れた。

　サイボーグみたいな感情の抜け落ちた顔で、彼女は僕を見下ろしている。トドメを刺さしたと思ったのだろう、無表情のまま剣を引いた。

　そりゃそうだ。心臓を貫かれたんだから、普ふ通つうの人間なら間ま違ちがいなく死ぬ。

　普通の人間、ならね。

「ぐ……ぅ……」

　呻うめきながら、桜の根本に寝ねかせた来らい夏かをうかがう。幼おさななじみは目を閉とじていた。

　頼たのむから、そのまま気き絶ぜつしていてくれよ。

　ゆっくりと、僕は身体からだを起こした。

「死ぬにはいい夜だけど……、まだ死ぬわけにはいかないんだよ。悪いね」

　胸の傷きず口ぐちから金色に輝く光の粒つぶが噴き出す。

　傷がみるみる癒いえていった。身体を襲っていた苦く痛つうが一気に和やわらぐのを感じる。

「まさか、仕し損そんじた……！」

　再ふたたび剣けんを構える彼女に、肩かたを竦すくめてみせた。

「違うよ。死ねないんだ」

「おまえ、不死身なの？」

「そのようすじゃ、知らなかったみたいだね。ＡＲＩＣＥの人間なら当然知ってると思ったんだけどな。例の戦いでメチャクチャになったまま、立ち直ってないのかな？」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、サクヤは視し線せんを落とした。

「ＡＲＩＣＥは、ほとんど機き能のうしていない。残ったわずかな兵員が、世界滅亡カーテンコールを少しでも遅らせるため、天使と戦っている」

「なんで戦うんだよ？　きみがそこまでして世界を救う必要はないだろーに」

　サクヤは僕の胸に切っ先を突きつけてくる。

「私はオメガを殺すためだけにいる。おまえを殺せないなら、生きる意味などない」

　相変わらずの無表情。しかし、彼女の瞳には迷まよいのない決意の光が宿っていた。

　思った通り。やっぱり、サクヤは僕が待ち望んでいた少女なんだ。

　慎しん重ちように言葉を選びながら、僕は質しつ問もんした。

「僕を殺しに来たってわりに、不死身だってのは知らなかったんだよね？　そもそも、どのくらい知ってるの？　オメガのこと」

「おまえの質しつ問もんに答える必要はない」

「そう言わずに付き合ってよ。教えてあげられることがあったら、教えてあげるからさ。僕だって世界を滅ほろぼしたいワケじゃないんだ」

　真意を推おし量はかろうとするように、サクヤは僕を睨にらみつけてくる。だけど、結局は意外と素す直なおに答えてくれた。僕が不死身だから攻せめあぐねていたんだろうね。

「…………。最後の人類。人間の始し祖そがアダムであるなら、その対となる存そん在ざい。世界の終しゆう焉えんを見み届とどける者──それがオメガ」

「それだけ？」

「カーテンコールがはじまる引き金を、オメガが引いたといわれている。世界を救うには、オメガを殺して《神の計画アポカリプス》を崩ほう壊かいさせるしかない。だから、おまえを殺しに来たの」

「んー、七〇点かな」

　サクヤはムッとしたような顔になった。

　おっ、怒った顔はするんだ。完全無欠の無表情よりも、ずっといいね。

「オメガには世界の終わりを見るって使命があるから、それまでは不死身の身体からだを与あたえられてるんだ。たとえ天使に《回収》されても復ふつ活かつする──ここまで答えて九〇点」

「まだなにか秘ひ密みつがあるの？」

「って、剣を押しつけるな！　刃は先さきが刺ささってる！　不死身でも痛覚はあるんだよ！」

「斬きり刻きざまれたくなかったら、話して」

「……見かけによらず、怖こわいコト言うんだな」

　そんな風に答えたけれど、実をいえばちっとも怖くなかった。なんせ僕は不死身オメガだからね。いくら身体が傷つこうと構かまいやしない。もちろん、痛いのは嫌いやだけどさ。

　僕が本当に恐おそれているのは……

　剣を突きつけられたまま、壊こわれかけた学がく舎しやを見上げた。月光に照らされた第二校舎は、深い傷口を晒さらしている。

　サクヤが来てくれなかったら、学校は跡あと形かたもなく《回収》されていただろうな……。

　夜風に頰ほおを撫なでられて、

　僕の身体が微かすかに震ふるえた。

　もしも、〝あの人〟に今の僕を見られたら

　──きみって、ホントに情なさけないわよね

　なぁんて、笑われちゃうかもしれないな。

〝あの人〟の優やさしい声を想おもい出しながら、僕は視線を戻した。

　僕を殺しに来た少女を、真まっ直すぐ見つめる。

「僕は……この街を守りたいんだ」

　その言葉が意外だったのか、サクヤは微かすかに眉まゆをひそめた。

「……贖しよく罪ざいのつもり？」

「贖罪つみほろぼしね。だったらカッコイイんだけど。僕は、そんなに殊しゆ勝しようじゃないよ。街を守るというのは、手しゆ段だんであって目的じゃない」

「なにを企たくらんでる？　おまえの目的はなに？」

「この高校を卒業したい。それが僕の目的。どうしても叶かなえたい、夢ゆめ」

　僕は、噓うそをついた。

　本当は、それすらも手段に過すぎないんだ。

　僕の目的は、ただ一つ。

〝あの人〟に巡めぐり逢あうこと。

　そのために、卒業の日を迎むかえること。

　しかしそれは、サクヤを協力者に仕し立たてあげるためには邪じや魔まな要よう素そだから──伝えるわけにはいかない。

「僕のこと、少しはわかってもらえた？」

　返事の代わりに聞こえたのは、大たい剣けんが僕を貫つらぬく鈍にぶい音。

「こんな会話にどんな意味がある？　おまえの言葉に興きよう味みはない……私は、オメガを殺すこと以外に興味はないの！」

　鋭するどい痛みが襲おそってくる。だが、すぐに金色の光の粒つぶが弾はじけて癒いやしてくれた。

「ＯＫ。最後の秘密、教えてあげるよ」

　剣に貫かれたまま、サクヤに近づく。

　ズズ…ズズズ……。

　鈍い音を立てて身体の中を刃が滑すべっていく。

　激げき痛つうと、微かすかな快かい感かんを感じながら、僕はセリフを想い出す。天使を殺す力を持つ少女が現あらわれたら、告げようと思っていた言葉。

「僕を殺すためなら、なんでもするよね？」

「無む論ろん」

「だったら……」

　すぐそばまで近づいた僕は、サクヤの頰に指を伸ばした。月光に溶とけてしまいそうなほど白い肌はだに、そっと触ふれる。




「僕と、恋れん愛あいしないか」




　時が止まったみたいに、彼女は固まった。

　サラサラ、サラサラ──

　舞まい落ちてくる、薄うす紅べに色の花びら。

「オメガを殺す方法は、愛し合うことなんだ。相思相愛の相手だけが、僕を、殺せる」

　人類の始し祖そが愛によって人類の歴史を刻きざみはじめたように、滅めつ亡ぼうを食い止めるのもまた、愛なんだそうだ。

「恋…愛……？」

「ひょっとして、言葉の意味わかんない？」

「ば、バカにするなっ。私にだって、それぐらいわかる！」

　うつむいたサクヤは、なぜか頰を染そめて、

「好き合った男女が、手を握にぎって歩いたりする……あれのことだろう？」

「そう。ソレ」

　まあ正せい解かいだね。ずいぶん初歩的だけど。

「噓うそをつくなっ！」

「信じられないかもしれないけど、真実だ」

　斬きられてボロボロになったシャツを、開いてみせた。胸の真ん中に十字形の傷きず痕あとがある。

　これは〝あの人〟がつけた傷。

　僕と〝あの人〟が確かに愛し合い、そして──苦しんだ証あかし。

「この傷は……？　私が斬りつけた場所にはかすり傷一つついてないのに！」

「恥はずかしいから説明はしないよ」

　サクヤは大剣を引き抜いた。彼女がつけた傷は、みるみる癒えて跡形もなくなる。

「神様ってのは残ざん酷こくだよね。愛する相手にしか、殺すことができないなんてさ」

　それは、とてもわかりやすい悲ひ劇げきだ。

「なぜそれを話す？　オメガの弱点だろう？」

「街を守るのを手伝って欲ほしいんだ。僕には、天使を殺す《力》がないから……。ずっと待ってたんだよ。僕を殺しに来てくれる刺し客かくを。《力》を持つ女の子が来てくれるのをさ」

　言葉を忘わすれてしまったように、サクヤは唇くちびるをわななかせた。彼女の思考停止状じよう態たいにつけ込むように、僕は畳たたみかける。

「一年間、一いつ緒しよに街を守ってもらって……、その間に僕たちが恋に落ちたら……」

　僕は空を仰あおいだ。

　頭上には満月。咲さき誇ほこる桜。

　ああ、やっぱり、死ぬにはいい夜だね。

「卒業式のあとで、きみに殺されてあげるよ。この桜の下で」

　僕は笑えみを浮うかべた。会心の作り笑い。

「どう？　いい取引だろ？」

　悪徳商人にでもなったような気分だ。

　何故なぜって？　当然だろ。この取引がフェアじゃないことを、僕は知ってるんだから。

　僕たちが、恋に落ちることはあり得ない。

〝あの人〟の言葉が、リフレインする。

　──必ず、きみを、殺してあげる

　　　卒業の日、この満開の桜の下で

　僕を殺す人は、世界に一人だけなんだ。

「もちろん、無む理り強じいするつもりはないよ」

　無理強いするつもりで、僕は言った。

「イヤなら断ことわってもいいんだ」

　断れないことを承しよう知ちで、僕は言った。

　僕を殺すために生きてきた彼女には、選せん択たく肢しはない。ないはずだ。仮かりに別の選択肢があったとしても、それは僕が塞ふさぐ。

「だけど、もし気が向いたら、僕と恋愛しようよ。世界を救うために。滅めつ亡ぼうを止めるために。この街を守るために。卒業の日を迎えるために。みんなのために。来らい夏かのために。きみのために。僕のために──恋愛をしよう」

　なんつー言い草だろうね。

　僕は間ま違ちがってるのかな？

　いや、間違っているとしたら、世界の方だ。

　僕は、サイテーかな？

　いや、サイテーなのは、世界の方だ。

〝あの人〟と再ふたたび巡めぐり逢あうためなら──この街を守るためなら、なんでもするって決めたんだ。揺ゆらぐな。

「いちお言っとくけど、これはナンパじゃないよ。こう見えても──どう見えてるかわかんないけど、僕って結構硬こう派はなんだ」

「考えておいてよ」と言い添そえつつ、横たわる来らい夏かの下もとに歩み寄よった。

「くーすー。ムニャムニャ」

「寝ねてるのかよ、コイツってば」

　怪け我ががないことに安心しながら、僕は来らい夏かをお姫ひめさま抱だっこしてやった。

　っと、小こ柄がらなクセに結構重いな。ダイエットした方がいいんじゃないか。せっかくの胸が瘦やせるのはもったいない気がするけど。

　つーか、こんなコト考えてるヤツは硬派じゃないよな。

　内心苦く笑しようしつつ、僕は校門を目指す。

　自転車は、また明日取りに来ればいいや。

「待てっ！　逃にげるのか、オメガ！」

「逃げないよ。この街が好きなんだ」

　振ふり返らずに続ける。

「それから……僕の名前は、オメガじゃない。椎し堂どう密ひそか。それが、僕」

「椎し堂どう…密ひそか……」

　僕は来らい夏かを抱いたまま、校門をくぐった。

　また明日、学校へ来るために。

　卒業までの日々を刻きざむために。
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　朝。教室。自分の机つくえ。

　ぎこぎこ。ロッキングチェアみたいに椅い子すをウィリーさせながら、僕は呟つぶやいた。

「どうなってるんだ……？」

　あれから四日が経たった。サクヤはすぐに取引に応おうじてくると思ったのに……あれ以来、姿すがたを見せていない。

　あの夜のことを来らい夏かは夢ゆめだと信じていて、何事もなかったように今朝も僕にチョップをカマしてきた。なんだか、僕も夢なんじゃないかと疑うたがっちゃうな。

　チャイムが鳴った。担たん任にんが入ってくる。

　朝のＨＲが始まるなり、先生はとんでもないことを言い放った。

「転てん校こう生せいを紹しよう介かいするわねっ」

　教室中がどよめく。

　疎そ開かいして転出していくならまだしも、都会の学校に転入してくるヤツなんて……？

「それじゃ、入ってちょうだいっ」

　ウチの学校の制せい服ふくに身を包んだ女の子が、勢いきおいよく扉とびらを開けて教室に入ってくる。

　艶つややかな黒い髪かみ。眼鏡めがねの下の冷たい瞳ひとみ。あどけなさの残る、可愛かわいらしくも凜り々りしい顔。

　転校生は、チョークを手に黒板に向かった。

　思いがけず丸っこい字で書かれた名前は、

『有あり栖す川がわ咲さく夜や』

　振り向いたサクヤは、親のカタキを見るような瞳でこちらを睨にらんだ。

「椎し堂どう密ひそかっ！」

　僕を指さし、大きな声で宣せん戦せん布ふ告こくする。

「おまえが……好きだっ！」

　これが学校中を揺るがすこととなる《有あり栖す川がわ咲さく夜や・転校の挨あい拶さつ》だったりするわけで。

　大歓かん声せいをあげるクラスメイトと、なぜだか頰をヒクヒクさせている来らい夏かを横目に、

「ははっ。あはは……！」

　僕は笑うことしかできなかった。





【卒業まで、残り３２７日】






















　こんな風にして、僕たちのラブストーリーは動き出した。

　殺すために恋こいをして×死ぬために愛し合う

　これは、世界を救うための、恋物語。









　　　あとがき







　初はじめまして。もしくは、おひさしぶりです。風かざ見み周めぐるです。

　さて。まずは、この『殺×愛─きるらぶ─』という作品について解かい説せつしたいと思います。

　ドラゴンマガジンでは、毎年、六人の作家が連れん載さい権けんを賭かけて短編小説で競きそいあう名めい物ぶつ企き画かく・龍りゆう皇おう杯はいが開かい催さいされていますが──

『殺×愛』は見み事ごと、第七回龍皇杯をゲットした作品なのですっ！（わーわー！）

　そう！　風見は第七代目の龍皇様なのです。龍・皇・様っ。なんて偉そうな響ひびきなんでしょう。きっと龍皇様の御ご利り益やくによってモテモテになっちゃうに違いありませんねっ！

　──と、ここまであとがきを書いたところでストップが掛かりました。

担当Ｋ「コラ──ッ☆　風見さんっ☆」

風見「おや？　あまりにも声や喋しやべり方が可愛いために語ご尾びに☆がつくことで一いち躍やく有ゆう名めいになりつつある、超ちよう絶ぜつ敏びん腕わん眼鏡めがねッ娘こ担当編集者Ｋさんじゃないですか。どうしました？」

担当Ｋ「モテモテになりたいとか恥ずかしいこと書くのはやめてくださいっ☆　『殺×愛』は切ないラブストーリーなんですっ☆　読者さんが興きようざめしちゃうでしょー☆　てゆーか、風見さんは龍皇様になってもモテモテにはなれませんっ☆」

風見「うわ！　ものすごい勢いで言い切られた！」

担当Ｋ「だって、風見さんって見た目が…ゴニョゴ～ニョゴニョ…☆」

風見「言葉濁にごしたのあんま意味ないですから！　ってか、ひどいよ！」

担当Ｋ「と・に・か・く☆　真ま面じ目めに書きなさーいっ☆」

　仕し方かたがありませんね。残る謝しや辞じは真面目に書こうと思います（涙をそっと拭ふきながら）。

　担当Ｋさん。Ｋさんのお力で、素す敵てきな本になりました。いつもご迷めい惑わくをおかけしてすみません。いつの日か怒られないようなちゃんとした作家になりますので！

　イラストレーターのＧ・むにょさん。いつも素敵なイラストをありがとうございます。むにょさんのおかげで『殺×愛』世界が広がりました。これからもよろしくお願いします！

　本作出版に関かかわった全すべての方々。ありがとうございます。みなさんのおかげで、こうして『殺×愛』が日の目を見ることが出来ました。

　そして、本作を手にとってくださった、あなた。ありがとうございます。これからも頑がん張ばろうと思います！　ぜひぜひ、密とサクヤの恋を応援してくださいね！

　それではまた、『殺×愛─きるらぶ─』の二巻でお会いできることを祈いのって──
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